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序 に 代 え て

最近の情報処理産業は応用分野の拡大 とともに,情 報処理技術の高度化の方向が検討されつっ

あり,大 きな発展期を迎えております。

また,情 報処理技術の進展にともない,各 種情報の蓄積.加 工,供 給を有機的かつ効果的に行

なう方法 として特に電子計算機による情報処理の役割力の重要性が認識されております。

電子計算機の利用を発展させるためには,各 種のソフトウェア開発が要求されますが,そ の開

発には多くの労力と莫大な費用がともないますので,す でに開発された各種プログラムを相互利

用してソフトウェア開発費の二重投資を避けることは極めて重要であり鳴す。

通商産業省の附属機関である産業構造審議会情報産業部会は44年!月 情報産業育成振興策を

答申しておりますが,そ の中でソフトウェアの価値の確立と流通の促進 をはかる措置を政府にお

いて検討することを要望 しております。

当財団は,情 報処理に関するこれ らの問題を解決安 ため・各種の調翻 究事業を実施 し憤

りますが,こ の報告書はそのr環 として,44年9月 プログラム登録のためのアンケ』ト調査を

実施 し1メ ・・htoXび ユーザの保有するプ・グラムの実態を紹介 して・ぺ 洞 性 けるソフ トゥ

。ア流通 と価格の確立を目的にプ。グ,・ 登鱗 を作成し,そ の資料をロ 』 勲 ・グ・・

登録搬 の問題点を指摘して,将 来の登録缶峻 の課題に?い て検討 した結果をとり註 めたもの

であります。 ・

なお,こ の事業は日本自転車振興会の機械工業振興資金による 「昭和44年 度,情 報処理に関

する調査.研 究襯 事業 」のうち 「プ・グ弘 ・ライブラリ切 離 」の一部として実施したも

のであります。"・ ㌧

ここに,本 事業に御支援ならびに尽力を賜 ったプログラム登録検討委員会各委員および島野滋

雄,工 麟 氏に心・り繍 の酷 熱 ますとともに諮 報鵠 が砂 面に利用され,わ が国難

処理産業の発展の一助 として寄与できますよう念願いたす次第であります。

昭和45年5月

(財)日 本情報処理開発セ ンター

会 長 難 波 捷 書
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ソフ トウエア流通機構整備の必要性
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1ソ フ トウ エ』ア 流 通 機 構 整 備 の 必 要 性 、、

1・1ソ フ トウ ェ ア 投 資 の急 増 』 一一∴
/!一/

電子計算機が実用化されてteよそ15年 にしかなら左いが,第2世 代から第3世 代へ と新 しい次
.,/.

元 の機械が続 々と生 まれ,目 覚 しい発展を遂げている。 .、『 ・

その進歩 の度合 は他に類を見 ないほ ど急速 であ り,大 規模化 していることは今さ らい うまで もな

ノノ

い。1

1962年 の米国での設置状況が40億 ドル(t兆4・400億 円)で あった ものカ～10年 後 の

197,2年 に は8倍 に近い500億 ドル('tO兆8,000億 円)に 達す るといわれている。

'図1-1大 手 メー.カの市場 占有率 と累積売 り上げ高
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躰 齢 ける繍 麟 も同じように髄 にイ帳 し・電子計算禦 工署鱒 幽 界第3位 に.離 してい

る。

その推移は下表のとおりである。

表1-1汎 用電子計算組織実動状況年別推f
(上 列 セヅト裁 下列 金額百万円)

40年
5月
擁

40年
9月

擁

41年
5月
撒

4i年

9月

末現在

42年

3月

末現在

42年

9月.

擁

45年

5'つ ヨ

末現在

45年

9月

末現在

44年 ・

3月

末現在

44年
9月

撒

大 型'
10

4510

14

5β48

25

io285

50

12228

58
1ザ

22P88

70

25740

95

35627

'155

、

51254

186

74602

214

89,158

国
中 型'

310

31207

371

5a{79

450

46519

5〔}9

52653

612

62724

70t

72β96

851

84526

1ρ11

100580

1,183

11ス42Z

1β50

,133β75

161 175 197 252 534 676 887 1ρ86 1β11 1β56

産
一小 型

4P14 4598 4904 6ρ85 13,103 16,191 20545 24706 2921ア ← 54ハ89

525 584 401 417 544 627 671 738 858 1ρt6

超 小 型
1931 2595 2555 2720 3509 4P57 4229 4β89 、 5603 6666

機 806 942 1P75 1,208 1748 2P74 2A84 2夕70 5538 4戊ぎ6

合 計
41,463 50β21 64262 73β85 101μ26 118β86 144528 181,411 '

〔

226β6り 263588㌔

穎割 550 450 5Z8 607 425 汲 15ZO
45.2

85 91 97 103 122 135 181 225 268 510

外
大 型

41755 45ρ75 4ス257 4兄829 56,405 65P45 81,904 10ス600 123ρ96 155636

ユ

321 572 439 479 500 544 557 580 629・ 685'

中 型
59982 46ρ70 53,464 59275 60420 64406 65668 68508

v

74466 フ9407

243 278 528 369 236 282 324 357 453 462

国
小 型

6β15 ス818 g272 io42乏 6511 ス768 9,059 9,950
」

11β08 12448' ,'

超 小 型
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
,

0

0

0

0

・0

2

噛5

8

43『

649 741 864 951 858 961 1,062 1,162 1532 1,465

機
合 計

88552 98,964 109974 1幌524 125β35 135221 156632 185β59 214576
、

24ス556

麹翻 24.2 20B 12コ 151 2ス0 3Z4 369 磁

合
大 型

95

46ρ45

105

50,925

122

57522

133

62057

i80

ア8492

205

88786

276

11ス551

・560

158β54

454

202699

524

244795、

ざ

651 742 889 988 1,112 1245 1588 1,591 1β†2 2P55
中 型

71↓189 84250 99,983 i11ρ27 125145 ¶56β02 149994 168β89 19りβ93 212780

404 451 525 621 770 958 1211 1μ5 1,744 2P18
小 型

10β29 12216 14576 16505 1%15 25夕60 29404 54β56 41P25 46ぷ8

325 584 401 417 544 62・7 671 738 860 ・iρ24

ン、,
超 小 型

1,951 2595 2553 2720 3509 4刀57 4229 4β89 15β03
、

6710

計
合 計

1,455

129995

1♪8き

149,786

1β57

174236

2戊59

193210

2β06

224ア62

5P55

255β07

ろβ46

301,160

・4452

56ス270

4β70

44i227

560⑱

5fO224、

鍵 勧ロ 340 290 290 515 540 44β
、、

465 5朗

出 所:JECO実 動状況調査
一 一2 .一
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コン ピュ一夕の設置状況か らみ た急激な伸 び底 以上説 明した とお りである。その特徴 をみると

八 一 ドウ『全アとして次の ような問題がある と考え られ る。

・大規模化 て

・多様化

・綜合化

このいつれ も開発には莫大 な投資額 を必要 とす る。

しかし,こ うした・一 ドウ。アに対する投資以上にソフトウ・アに対する投資が鰍 に増加 して

いる。 、、

この点について 日本 情報処理開発セ ンターが44年8月 にま とめた 「米 国にteけ る ソ フ トウェア

産業 の動向 」か ら米国の実状 を引用 してみ よう。

同報告に よれば 「米国においては1970年 に はハー ドウェア投資額の52億 ドル(1兆&720

億 円)に 比べ てソフ トウsア は6t5億 ドル(2兆2,140億 円)に 達す るだろ うといわれている。
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クイ

口 ㌶;フ トウエア会社に

ハ ー ド ウ ェ ア ・ メ ー カ に よ る

膠 販売額

出所:日 本情報処理 開発 センター

「欧米に おけ るソフ ト

ウェア産業の動 向 」

図4←2ハ ー ドウェア とソフドウェアマーケッ トの成長度 と比較

一 き・一



一方
,大 規模集積回路(LSエ)等 の使用に よる高速度演算 と大 容量の メモ リーに よるコンピュ

ータ利用 コス トの低下 に伴い
,100,000件 当 た りの平均計算 コス トは50%近 く減 少す るが,プ

ログ ラマーの不足 と人件費お よび諸経 費の高騰に より
,1イ ン ス トラクジ.ン 当 りのコス トは10

%以 上 増加す ることになるだ ろ う。

teo,000件 の計算当た りの平均 コスト

1970

1968

1964

=仁==1959

1イ ンス トラク シ・ソ当 た り の平 均 コ ス ト

Z2ド ル

「

65ド ル

1
53ド ル

1 出 所:
日本情報処理

45ド ル セ ンター 「欧

おけ るソフト

ア産業の動向

・1

`

●

図1-5コ ス ト 比

この ように情報産業全 般か らみる とソフ トウェア ・・『一ケ ット拡大の余地はまだまだ残されてい

ると指摘 している。 また,マ ー ケット・シェアか らみて もソフ トウェアが立派な企業 として成 り立

'
つ ことを証 明 している。.夕

その背景 には プログラマの不足や,装 置の複雑な機構 とその急激 な成長性が,ま す ます ソフ トウ

ェア分野における独立 した企業 の発展を要請 している。

結局 コン ピュータ投資は上記 プ ログラム開発のための人材の確保 と八 一 ドウ土アの多様的な発展

に帰 せ られ るが,と の面 を も う少 し くわ し くみ てみ る と,ソ フ ト ・ウ ェアの市場 と して

成 立 す るか ど うか の 岐路 は次 の5点 の比 較 の うえで 自然発 生 的 に 決 ま って行 くもの と考

え られ る。

1・ メーカのユーザへのサー ビスに よる調達

2.自 社 の開発 による調達

5ソ フ トウエア ー.マー ケッ トか らの調達

とれ ら調達 した ものの機 能の発揮 とコス トとの関係か ら市場が成立 して こよう。 もつ とも
,こ れ

は原則論で あって,実 際は伸 々その とお りに行かないか も知れない。それ は

一4⇔ 『「t

畠
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o機 種間の互換性の不足

。市場形成の困難度

o標 準化の不足

などの事項が起因しているものと思われる。

このような環境が整 うにつれて,市 場が形成される可能性がでて くるであろう。

その誘因となるものには次のようなものがある。ソフFウ エアが大規模化するに従い,複 雑化6高

度化がすすみ,そ れとともに開発が長期化 し,費 用 も巨額なものになって行 く。 しかも,そ の開発が

必ず しも成功するとは限 らない。むしろ,失 敗の危険が増大する傾向にある。

このような状況から,専 門家にソフトウェア開発を依頼 した方が,自 社教育により養成 した要員に

任せ るより安上 りで安全といった結論もでてこよう。

さらに,効 率化にとも表う分業 とい う面かち開発方法も生産工程に似た形態をとって行 くことが考

えられる。

こういう誘因や米国などの例を考えれば,ソ フ トウェアの流通が何等かの形で起 こって くること

が考え られる。

・しかし
,現 状では制約条件が多くあり,そ こに到達するのにまだ何年かの歳月が必要 となろう。

ただし,ソ フトウェアに対する投資は今後も急速に高まって行 くことは疑いな.い。

r



ド
1・2ソ ブ ・トウ ェ ア 流 通 の 目 的'

ソフ トウェア とい う言葉を計算機利用技術の総称 と考えるな らば,こ の言葉の含む範囲は非 常に

広汎なものになる。 ここでは ソフ トウェアの中で,計 算機言 語によって記述 され,そ れに よって直

接的に計算機の情報処理の仕方 を制御す るプログラムの流通 問題に しぼ って,そ の現状 と問題点 と

か らその 目的を考え ることに しょう。'、

わが国において プログラムの流通を非 営利的な立場か ら推進 して きたのは 日本情報処理開発㌔ ン

タ ーのプ ログ ラム登録制度である。 この制度の現状お よび問題点は後述する。

ここではまず ソフ トウェア流通 の問題点を実際の プログ ラム提供者 および利用者の声を聞くこと

にょって明 らかに してみ よう。

プログ ラム流通問題の 中心課題は ソフ トウェアない しプログラムの保 護問題であ り,こ の問題に

関 しては 日本情報処理開発セ ンタ ーお よび 日本特許協会ソフ トウェア研究会に よリアンケー ト調査

が実施され ている。

ここでは これ らの アンケー トの結果が,プ ログ ラム流通 に関す る一般の要望 をある程度代表 して

いる とい う仮定の もとに プログラム流通の問題点を指摘 し,そ れに基 づいてプログ ラム登録制度の

新 しい あり方を探ろ う『とす る ものである。

後述する とtobプ ログラム流通 問題に対す る一般 の関心度は アンケー トの回収率(52.3%)が

比較的高かった ことか らも推察される ように,必 ず しもま とまった特定の課題はもたないが漠然 とし

た形で,プ ログラム流通 を適切に行 ないたい とい う要望 は高ま りつつある。

とくにプ ログラムの保護問題 とい うことになる と,利 用者 ・供給者のいずれかを問わず,決 して

無関心ではい られ ないことであり,一何 らか の意志統一機 関を設置せ よとい う声は強い。

次 に現有 実 際の業務に利用しているプログラムの調達方法 をみる と,有 償 ・無償と合わせ てメ

ーカ∵ サ プライのもの と
・ メーカと共同開発に よる ものの合計は,独 自開発 した プログラム と比べ

て翻 うえでは同数 とな。て鋤,・ 。トウ。ア会社畷 託 し剖 あるいはソフトウ。ア会社力ら

購入 して使用 している ものは極めて少ない。

この事実はわが国におけるプログ ラム流通 の実情 を物 語 ってい るともいえ よう。

す なわ ち,プ ログラムの流通は同一計算機 メーカ内でのユーザ間,あ るいは計算機 メーカとその ユ

ーザ間に限定 されてお り
,ソ フトウェア会社の プログ ラム も計算機 メーカを通 してユ ーザに間接 的に

提供されてい るものが多 い。計算機種の異 なるユ ーザ間 のプログラムの流通は比較的利害 関係 の少

ない一部の機 関を除 いて皆無に等 しい状況で ある。

計算機 メーカとそのユーザ,あ るいはソフ トウェア会社 とユーザの間あ プログラムの流通を縦方

向のプ ログ ラム流通 と名付けるな らば,こ れ と直 角の横方向である計算機 メーカの異な るユーザ間

のプログラム流通は極端に少ない といえる。

-6,
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㌔これには計算機メーカの間の秘密保持問題が最も太き左問題であり
,企 業間競争の激烈左現在に

おいては当然のこととも考えられる。

また この傾向が近い将来においても解消されると考える根拠は見当らない。

しか しながら,こ の事実一つをもってプログラム流通の道が完全に閉ざされたと考えるのは早計

である。

何故ならばここに次の様な統計があるか らである。

すなわち,計 算機メーカ,ソ フトウェア会式 ユ一男 官公庁等の事業体の半数は外部でも利用

価値があると考えられるプログラムを保有 し,そ の6割 強は 「適当な方法で 」,あ るいは 「プログ

ラム保護全体の体制が整った時点で 」,そ の時点で外部にもプログラムを提供 したい という希望を

もっていることである。

すなわち 「プログラム流通が円滑化されないのはその要望がなちからではなく,適 当な流通機構

がないからである。 」と結論できよう。

従ってわれわれの責務はこの適切在る流通機構を整備し,運 営 していくことである。・

ソフトウ匡ア流通の目的はこうした機構の積重ねのうえに成立することになろう。

'人
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1.3ソ フトウ ェア 流 通 機 構 の 必 要 性 と 可 能 性`
ダ す

ソフトウェア流通機構の必要性は流通の目的からも明らかなとおりである。

流通機構としては計算機メーカおよびユーザ,さ らに国または公共団体なども含めて,各 々が一

体となって流通が行なわれることに左る。そのさいにとるべ き対策として,次 のことがあげられる。

(1)自 由放任のままにしておく。

(2)国 又は公共団体が主体となって積極的に流通を促進する。例えば 汎用プログラムの買上げ,

奨励制度の実施 税制の優遇措置などがある。

(5)流 通∂円滑に行なうため,国 または公共団体が流通を補助的に助成する。例えば,プ ログラ

ム登録公示制鴎 民間の団体による協同斡旋紹介などがある。 .'

これ らいくつかの対策があげられるが,(t)の 対策だけでは不十分である亡とはいうまでもない。

また(2)の対策は現状では政策 として打出せる時期かどうか疑問である。

結局現状 としては(5)の方法をとることになろう。

そこで 日本情報処理開発センターが行ったアンケートもこの登録公示制度を前提として実施している。

後にも再三出てくるが,流 通機構が成立するかどうがのボィントとなるのは提供者 ・利用者など

の利益がどう守れるかにかかってくる。この問題たついて少しくわ しくみてみ よう。

い うまで もなく,プ ログラム流通を円滑に運営し,か つこれを永続性のあるものにするためには,

プログラムの供給者側も利用者側 も,こ のプログラムを登録公示制度から多くの利益を得られるも

のでなければならない。

特に現在のプログラム登録制度ではプログラムの供給者側が十分な確定性をもった受益の期待が

もてるとはいえないので,こ の点に対 して十分な考慮を払う必要があろ う。

供給者側がプログラム登録に消極的になっている理由を考えた場合,そ の最も大きな問題吟 プ

ログラムを外部に供給 した繊 利用者側から第三者にプログラムの内容漏洩ずること(い わゆる

秘密保持の問題)に 対する懸念と,プ ログラム提供の適当左対価をきめる方法の欠姐 そしてプロ

グラムを供給 した後でのアフターサービス(プ ログラム,メ ンテナンス)の 問題等があげ られる。

まず第一の問題であるプログラムの秘密(セ キュリテ ィ)の 問題については,現 状でも何 らかの

形で外部に秘密が漏洩したと思われる例が少なくはない。簡単なライブラリ← ・プログラムの場合

であればそれほどの実害はないとしても,企 業形態の大略を代表するようなプログラムないしデー

タが外部に漏洩した場合には問題は大きくなる。

従ってこの種のプログラムを外部に提供する場合にはプログラムの一部を変更したリダミー.デ

ータを用いるなどかなりの手間を必要とし,し かも評価にょっては正当な対価が得 られないとすれ 、,

ば供給者側としてプログラム登録に消極的にな らざるを得ないであろう。・

またプログラムの秘密保持の問題は,プ ログラム登録制度の問題を抜きにしても大きな問題を含

一8- _
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んで誇 り,特 許あるいは著作権の対象にすることが必ず しも適当ではないと考え られている。 この

・ よ うな状勢 か ら考え ると,プ ログ ラム保 護の問題が プログ ラム登録公示制度の一つの大 きな降路に

な っている ことは否定できない事実である。.

更 にプログ ラム提供を行な った場 合の対価につ いて考える と,プ ログ ラム開発 の初期段階か ら他

に販売することを目的とした プログ ラム(例 えばソフ トウェア会社に よるプロプライアテ ィ・プロ

グ ラム等)の 場合を除いて,多 くのプ ログラムは企業体内の自己の 目的のために専 用に開発 された

ものであ り,こ の ようなプログラムがたまたま外部か らの希望 によって他に供給 され る場合 に,そ

1の ための対価を算出すべ き適 当 な手段が ない
。 また プログ ラムを供給 した後で も,た とえばデバ ッ

ギングが不完全だったために生 ずる問題,あ るいは受給 側が更に改良 したい場合の対価の問題,供

給 を行な った後でのアフター・サービスやプログラム・メンテナンスの問題等わず らわ しい問題が山積 してい

るo

このほかにもプログラムの対価に対 ぴ(金 銭決済 しないときの税制上の問題や,企 業内の財務会

計処理の問題などもあり,こ れ らの諸問題を漸次解決していかなければな'らない。

以上はズログラム供給者の側か ら見た問題点であるが,プ ログラム受給者の側から見た場合にも

いくつかの問題点がある。

まず公示されたプログラムの詳細は公示内容だけで全容を知ることは事実上不可能である。従っ

て供給を受けようとする登録プログラムが要求を完全に満足するものかどうかの判定が非常に困難

である。

特にプログラムないしソフ トウェアは他の製品と違ってその仕様を明確に記述することが困難で

ある。いわゆる 「カタログ性能 」さえも知 り得ないことが多 ぐ,ま してその内容の優劣を判定する

ことは非常に困難である。 .,
`

また供給 を受けようとするプログラムと受給者のもつ計算機にハードウェアあるいはソフトウェ

アの面での両立性(『コンパティビリティ)が ない場合も多く,ま たパッケージ化 しに くいプログラ

ムの場合にはプログラムそのものが流通性を大きく疎外している。

更にまた,受 給者側がプログラムそのものは必要ではないが,そ の構成やフローのみ知りたいと

い う希望があったときに供給者側の供給条件 と合致しないことが しばしばある。

以上はプログラムの供給者 と受給者の両者についての問題であるが,仮 にこれらの問題が適当左

手段で解決されたとしても,実 際のプログラム登録公示制度の運営面について考えた場合にはいく

つかの問題が生ずることが考え られる。

たとえば,プ ログラムの保護問題で紛争がおきた場合,あ るいは登録者と利用者の間で問題が生

じたとき,登 録制度の運用当事者が これらに全 く無関係であるといって責任回避することは出来な

いであろう。
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また,こ の制度が特定の計算機メーカやソフトウェア会社の宣伝機関的イメージにおちいるので

はないかという危険性もある。:

更にこの登録公示制度を通 じてのプログラムの流通状況を正確に測定する方法を研究する必要 も

生じて くる。

またこの登録制度が現在の他の流通機構,た とえば,各 計算機メーカごとに結成されているユー

ザグループ,あ るいはプログラム流通を営利 としている少数の企業との間の調整も必要 となってく

るであろう。

以上述べたとおり,プ ログラムの適切なる流通機構を整備せ よとい う要望がかなり強いにもかか

わらず,こ れを具体化するためにはt登 録者 ・利用者¢㌧leかんを問わず,い くつかの重大な問題点

が残されている。

これらの問題点は勿論一朝一夕に解決されるべき性質のものではな く,相 当の日時と世論の統⊥

をまつ必要があることは他言を要しない。

しかしながら,こ れ らの問題点を放置しておくだけでは決 して解決されるものではなく,一 見そ

の活動が地味であっても,着 実な基礎づ くりをすすめていくことが必要である。

こういう本質的な問題を何等かの形で解決 し,そ れを側面か ら助成援助する方策をとらて,始 め

てソフトウェア流通機構が整備されるであろうし,そ の機能も働き始めると考えられる。流通機構

確立の可能性は問題の処理 と有効な側面援助にかかっているといつても過言ではない。
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1・4ソ フ,トウ ェア 商 品 化 の 背 景

.ソフ トウェアの商 品化 に対 しては次の ような点が問題 とな るで あろ う。

第1に,ソ フ トウェアを商 品 として取 引す る場合の流通市場が形成 されてい るか どうか。現時点

では まだ流通市場 が形成 され るにしては相当時期 尚早 であるとい うのが大方の見方で ある。ソフ ト

ウェア流通市場が形成されるかど うかのポイン トとな るのは ソフ トウェアの開発に対する投資が き

わめて高価で あるか,ま たは より専 門的な技術が必要 とな るか という点で ある。

しか し,と の ような面で,計 算機 メーカお よびユーザが,ソ フ トウェア技術 に人材お よび資材 を

それほ ど巨大 に投入で きな ぐなること力潰 え られる。特にユーザの場 合,ソ フ トウェ・ア技術 より,

自 らの行動 を規制する システム技術の方に より重点をお くことになろう。

第2に,汎 用 プログ ラムが数多 く生 まれ るか どうか。ハ ー ドウェア・ ソフ トウ,エアとも・さまざ

まな形態で発展 をつづけてお り,そ の速度は きわめて早い。COBOLやFORTRAN等 の 汎用言語

で書 かれ たプ ログ ラムで あっても,材 種に よらてはそのまま適用 しないのであるか ら・汎用プログ

ラムで あって も,そ の 中で当然制限 される。

どうい う対 象に対 して,ど れ くらいの範 囲に汎用性 をもたせ た プログラムをつ くり出して行けるか

問題が多い。,噛

プ ログラムが商品 として通用す るためには,広 い範囲の機種にわたって数多 くの対象に適用す る

一般的なプログラムの積重 ねが必要である。

局所的ではな く,一 般的 に広範 囲に適用 できるプログ ラムが数 多 く出現 して くれ ば,プ ログラム

の汎 用性 も再認 識されて,そ の結果商品 としての価値 を増 す誘因 となろ うP

現 在の汎用 プログ ラムに対する要請は,ま すます複雑化 して行 くハー ドウ ェアとソフ トウェアの

多様性 ・分極化の方向に あって,『共通性 のある,汎 用的な プログ ラムをつ くり・さ らに・それが巾

広 く使 える よう多様性を織込んで行 くことに ある。

第5に,迅 速な技術革新 にど う対処 して行 くべきか。つい最近 まで基礎的な言語 としてASSEm--

bler,COBOL,FORFRAN,ALGOLな どが主要 な言語で あったが,今 やp/L1も 実用

化され,GPSSな どの特殊問題向言語 も数多 くつ くられて きている。 ユーテ ィ リテ ィもO'$の 驚

異的な発展や,新 しい機器の開発に より,た とえばデ ィスプレイなどのグ ラフ ィック言語の開発等

かな りの拡大 をみせ ている。 これ らの基礎的な言語を使 って,累 乗的に各種 ソフ トウェアが作 られ

ている。 この ようにソフ トウェアを中心 とした技術革新がおそるべ き速 度ですすんでいることか ら

も,汎 用甑 対する対策を早急に殼 鮒 ればならない・個々別・に開発 していては嘩 的にも・

社会的 にも損失が大 きい。 この ような ところに汎用的な ソフ トウェアが あれば,そ れを商 品とする

時代的 な背景が あるといえ よう。

しか し,ハ ー ドウェアも含めてこれにはかな りの利害関係が存在するので,な か なか思い どお り
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行かないのが現状でもある。

以上述べたように。さまざまな事情がある耳ぎで㌻ 一 ブ下菟 「テの商品化を促進する背景
ざ

で あり,反 面商 品化を阻む原因 にもな っている。

こうい う背景をよ『く理解 した うえでこその背景に ともな.った対応策 を打ち出 して行かなければな

らない。
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1・5ソ シ トウ ェ ア 商 品 化 の 技 術

ソフ トウェアの開発には2つ の方向が ある。

1っ は先方 の希望するソフ トウ ェアを開発する ことである。従 って汎用性に欠 け
,主 体性 も弱い。

もうtt「1っは開発者 自身の着想 に もとついて ソフ トウェアを開発する ものである。

これは汎用性は目指 しているが,必 ず しも売れ るとは限 らない。

それを販売で きるようにす るためには,い ろいろなパ ッケージ技術が必要 となって くる。

こ こで このパ ッケージ技術 とい う点について触れてみ よう。

① 情報 フ ァイル,② 入力情報,◎ 出力情報,④ 情報処理方 式,こ れ らについて既存のMエSを 素

材に しての部分的結合 を可能にするためには,・モ ジュール建築の方法論の ように
,結 合 しやすい基

本要素への分解が上述の①～④のおのおのについて当然要請 され よう。 さ らに,・このようにモジュ

→ル化 したものを 目的に応 じて構成 した集合体 として
,パ ッケー ジ形成 の技術 が大切 になる。

では,ど うした らモジ ュール化 し,パ ッケージ化する ことがで きるか をここで論 ずる必要が ある。

それにはまず,ソ フ トウェアが商品 として販売 の対象 となることを十分検討 しておか なければな

らない。

仮 りに,モ ジュール化を行い斥 れからパ 〉ケージを形成 しても, .で きた ものが利用者の必要 とす

るものでなけれ ば,.流 通 はおこらない。 この当然す ぎる ことをまず 明らかにする必要が ある。

それには汎用的プ ログ ラムの動向に常に注意 をは らう必要がある。

との点に対す る回答め一つは後述 の 日本情報処理開発 センターのプログ ラム登 録制度 に述べてあ

るので参考にされる とよい。

パ ッケージを形成する際に他 に注 目すべ き点 をい くつか あげてみ ると
,

oシ ス テムの制約条件

。システムの内容

oシ ステムの変更可能性

。ハ 『 ドウェアの構成

o使 用言語

。周辺機器

o代 替 可能 な言語

oイ ンプッ トの内容

oア ウ トフ'ットの内容

。ア ウ トプヅ トの修正の可能性

Oフ ナイル

。使 用マク ロ
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oチ ェ ック

。評 価

などがある。パ ッケ← ジ形成の過 程で これ らを十分考慮 して作 りあげ られなければならない。 と く

に,フ ァイルの構造は実質的に汎用性を決める重要 なポ イン トとなろ う。

,ソ フ トウェアの商品化の技術 とレて,,も う一つのコンピュータ ・ユ ーテ ィリティについて触れて

お く。

コンピュータ ・ユーテ ィリテ ィとい う概念は,最 近一部の見識者の間で唱え られ ている術語で明

確な定義づけがなされていない。

ここでは ソフ トウェアの汎用化 された ものとい う意味で解釈 して お く。従 ってこの範疇に属 する

ソハ ウ 。ア としては,『いわ ゆるライブ ラリー ・プ・グ ラム,シ ス テム ヴ ・グ ラム,ア プリケイ

シ.ン ・プログ ラムのすべてを含 むような電子計算機の広い範 囲にわ たって汎用性 のある プログ ラ

ムを指す。

プログ ラムが商品 として売 れ る た めには,実 際に利用者の,あるいは利用者が利用 しうる電子計

算機にブpグ ラムをかけて,利 用者の仕様に合 った情報処理がで きることが必琴で ある。

との ように して汎用的 プ ログラムがつ くりだ されて行 く、ので あ り,そ うい うプログ ラムをここで

はコンピュータ・ユーテ ィリテ ィと称する。

コンピュータ ・ユーテ ィリテ ィがで きるためにはい くつかの問題がある。

第、fに,ハ ー ドウェアの互換性の問題が ある。各計 算機 メrカ,あ るいは同 じ計 算機 メ→カで も

規模の大小,機 械の構成な どに よって,プ ログ ラム,ソ フ・トウェァが異なっているのは衆知の とお

りであるが,こ の互換 性 を克服する手段の一つ として 自動変換 プログ ラムが ある。 これ も特定の電

子計 算磯間 しか通用 してい ないのが実情で ある。従 って,こ のよ うなより広 い自動変換 プログ ラム

が できることがのぞま しい。蓄積 プ ログ ラムの再利用 を困難 に しているよ うな場合には特に大 きな

効果が あろ う。

第2に,汎 用性 の適性の問題力「ある。 ユーザの立場 にたつた場合,そ のユーザの性格 な り・環境

なり,意 図などは各 々ちが っており,情 報処理 の仕様 も各 々特殊 な ものを もとめる方向にある。 こ

のような あらゆる情況 をふ まえて,そ の中で最 も適 した汎用性を もとめる とすれ ば,,ど うい うもの

を対象 にした らよいかが きわめて大 きな問題で ある。すなわ ち,汎 用性 のあるユ 占テ ィリテ ィ・ブ
、

ログ ラムにはそれに適 した対象 と適さない対 象 とが あることを意味 している。従 って,全 般的 な対

象に適するようなユ ーテ ィリテ ィ ・プログ ラムをも.とめ ることは効率の面でむ しろ好 ま しくない。

ユーテ ィリティ。プ ログ ラムには とくに適用 しゃすい領域が 必ず ある。 それを見つけだすための手

段 として,後 述 の 日本情報処理開発 センターの プログ ラム登録 制度で今後 の動 向 として若干触れて

いるが,根 本的にはかな り徹底 した動向調査が必要で ある。

-14一
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第5に,流 通の利益の問題が ある。 ユーテ ィリテ ィ・プログ ラムをつ くる とすれば,流 通 を直接

目的 としないか ぎり,'当 然 汎用 とい う面か ら無用の処理を含んだプ ログ ラム となる傾向が強い。例
る ロ

えば,デ ィス クが な くても,デ ィスクも含んだ形 で汎用 プ ログ ラムを作成す る必要がでて こよう。

しか し,計 算機 メーカや ソフ トウェア会社 でないか ぎり,最 初か らその ような ユーテ ィリティに富

んだプ ログ ラムをつ くる可能性は今の ところ少い。

r～

流飾 勘 形成されて取引が旺螂 なれば・そう助 ユーテ・リテ・・プ・グ・・が活発につ く

られる と考え られ るが,、当面はまず,ご く僅かであろ う。

以上 ソフトウェア商品化の技術上での問題点を拾 ってみたが,.現 状でみるか ぎり,商 品化をすす

める技術上の問題は数多 くあり,し かも相当困難な問題が多い。

プログラム登録公示制度でこうした壁を破るという可能性は少ないが,一 つの効果的な試みとし

て期待されよう。

肪

1
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2ソ フ ト ウ エ ア 流 通 の 現 状

2・1ソ フ トウ ェア 産 業 の 範 囲

わが国におけるゴンピ邑一タ利用が加速度的に進むにつれて,情 報処理の分野では次のような問
イ

題点 が重要 な課題 にな りっつ ある。 その一つは,不 足す るコンピュー ター■システム要員 の育成に対

して,政 府媒国家的見地か らどのよ うな対策 を打 ちだすカ㌔
,/`'

そ じぞもう一つは,わ が国のソフトウェアの技術レベルを高め,常 に高水準 な技術を確保するに

は畔 ・妨 法が あそかとい ・た点である・;

わが国陸 けるソ刀 ウ・ア会椎 よび計算センターは年磯 加の≒途をたど・ているカ㍉ その
1.

他 の共 同センター でも計 算セン ター 的な業務形態を とり脇なが ら遂次,ソ フ トウェア会社を指向 しつ

つ ある。情報処理を職業 にもつ企業は米国 において も,こ のよ う左時期を経 て最近で は,ソ フ トウ

ェア専門の機関 と して立 派に情報処理産業 の一分野に定着 してい る。

米国におけるソフ トウェア産業 の形 態についてい くつか紹介 してみ るな らば,・一 般に3つ の形 に分

類することが できる。

1)サ ー ビス ・ピ ー一一
.m－ 的業務

2)要 求 に応 じてする要 員の派遣

5)技 術そ の ものを売る コンサル タン ト業務

しか しなが ら,実 際に客先か ら得る収入の種 類は さまざまで あり複雑 多岐にわ た っている。

ソフ トウェアそ のものは,無 形 な もので あるため,他 の有 形な商品 と違って確定 したパ ターンは と

り氏 くい。確実 にいえ ることは,ソ フ トウェア会社 の主要業務が,プ ログ ラミングの作成,お よび

ソフ トウェア ・サー ビス であり,こ の分野 を主軸 に業務体 制が確立されていることである。

ソフトウェア ・サービスに劇ハては メー 九 大学・研究所 政府機関 な どの委託 によって 開 発 する

ものと,ソ フトウェア会社独自がもつ枝 術により生れたアィデァから,商品 として開発 し販 売する ものとが あ

る。 これ ら商品 としてのソフ ト,ウェアは,パ ッケー ジ化 され た構造 を持つ傾 向に あり,今 後 ソフ ト

ウェア会社の商品 して脚光 を浴び ることになろ う。

ここで,プ ログラム ・パ ッケー ジが ソフ トウ ェア市場 にさかん に刺激を与え るに至 った理由を追

　 　 　

求してみ よう。 このようなプログラム・パ ッケー ジが,は じめて流通市場 にそのはし りとして出回

ったのは,CUO社(C。Inpu七erUsageCoJが 開発 したCOBOLコ ンパイラである。

このコンパイラの性能 の艮さが実 証され たため,い くつか のユーザが,cucに,シ ステ ムのゆず

り受けを打診 して きたので ある。た またまこのパ ッケー ジの委 託会社が,エBM/560の 守 一ザt,J

で あったため,他 のエBM/560=L-一 ザ に対 しても市販 にふみき ったわけで ある。従来からわが

国では,ソ フ トウェアは コン ピュー タメー カが無料で提供すべ きであるとい った考え方が強い。

しか しなが ら,前 に述 べた ように,ソ フ トウ ェアの品質,性 能と もに良く,ユ ー ザ側 のニーズに合

－t・7・.



ったもので あれば 顧客 は,ソ フ トウェア会社の商品を利用する ようになる わけである。 ソプ トウ

ェア会社は,単 発 のシステムを開発す るとともに,パ プケー ジ化 された プログラムを開発する,大

量販売にも力を入れつつ ある。 ソフ トウェアは,他 の有形商品 と異 なり,原 材 料のコス トとか労務

費用や間接費等の再生原価が,せ いぜい磁気テー プとフォー ム用紙程 度のもので しか ない.そ のた

め,開 発 に際 してかかつた費 用 も,生 産工程に乗せ ることに よつて,た ちまち回収されてしまう。

ユ ーザ側に立 ってみて も自社でプログラム開発 を追 まられた とき,費 用,時 間,開 発要員の面か

ら著 しく採算に合 わない場合が生ず る。 この ようなときに既存 のパ ッケー ジ・プログ ラムを購入す

れば,容 易に問題が解決で きる。 また,ソ フ トウェア会社 では,開 発 システムの メインテナンスと

か,レ ベル ・ア ップのた めの委 託業務 として別途料金をユーザか ら徴収 し,増 収をはかっている。

これは同時に自社要員の技 術的 レベルの向上 にも役立 っとい うメ リッ トに もつ なが る。 ユーザは,

購 入したプ ログラム ・パ ッケー ジが,ユ ー ザ ・オ リエンテ ッドな形に改良されて行 く期待 も大き く

なって くる。

しか し,単 に全 ての ソフ トウェア ・パ ッケー ジが,開 発されればす ぐに販 売ルー トに乗るとい っ

たものではな く,や は り他の有形 の商品 と同様,十 分な市場調査が必要 とな る。現存するパッケー

/ノジ
・プログラムについ ても

.汎 用性や性能についての疑問点がかな り多 く感 じられる.そ のため,'

販 売する側は,ユ ー ザの必 要性 を十分に くみ とつた システ ムを開発す ることが必要で ある。またごそ

れ と同時に,購 入す る側 も,商 品の適 用度 の測定や十分麦蒔前調 査をすべ きであろう。

米国においても,ソ フ トウェア・パ ッケー ジ市場 の規模は,ま だ小 さ ぐ,今 後売上げを伸ばそ うと

して,ソ フ トウェア ・パ ッケー ジ・セミナー等を積極的に開催 して,売 り込みに苦心 している。

具体的に,ソ フトウェア流通 市場 を高めて行 くための対策を検討 してみ ると次⑰ ようなことが考え

られる。

供給者 く ソフ トウェア会社等)側 の見解

① 市場性 のある ソフ トウェア ・パ ッケージの調査

② 品質管理の行 きとどいたソフ トウェアの開発

⑤ 効果的 な販売方 法

受給者(ユ ー ザ)側 の見解

① 広 く世 の中に出回 っているパ ッケー ジの調査

② ユー ザ自身の適要業 務にブイッ トした もので あるかの評定 ・ 一

⑤ ユー ザ 自身で開発す るよカ もコス ト面からして経済的で あるか否か 一

しか しこの ような条件 を全 て満足 している とは限 らないが,市 場 ではっきりと名前 を知 られてい|
る パ ッケー ジ だ け で 数 百 件 も あ る 。1・

一.'".tt"・

主 な ものに,ADR(AppliedDataReserchCo)社 の 開 発 に よ るAUTOFLOWや コ
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ム レ ス社 のSCERTが あ り,こ れ らは200近 い 顧 客 に 売 られ て い る。 ま た,特 異 的 な 例 で は あ

るが,米 国 の エOP(エnternati。nalGomputerPT。grams,エnc.)社 の ソフ トウ

ェ ア販 売 方 針 を紹 介 し よ う。

エCP社 は販売可 能なソフ トウェアの カタ ログ誌 を発刊 し,ソ フ トウェア ・メー カとユー ザとの仲

介役 として プログラム紹介 を行 な ってい る。米国に はソフ トウェアの販 売業 者はかな りの数にのぼ

るといわれ ているのだがその 大部分が 自力 の販売能力を持 っていない。たまたまソフ トウェアを買

いたい とい うユーーザの要望 が強か ったので エCP社 はさ っそ くこれ ら両者を うま く結 びつけ ようと,

カ タログ販売を はじめたので ある。

当社 は,す で に1500件 程 度の ソフ トウェア ・パ ッケー ジの フ ァイルを保持 している といわれ1

い る。 これ らカ タログ誌の利用の他に,大 手 のソフ トウェア会社 やサー ビス ・ビユ一 回,タ イムシ

ェア ・センター等 と業務提携 してソフ トウェアの流通ルー トを開拓する方法 も行われてい る。

まち ソフ トウ ェア ・ブロー カ ともい うべ き商売 も出現 してい る。これは,ソ フ トク ェア会社か ら

パ プケー ジ ・プ ログラムの販売 を引 き受ける際 に,専 属販 売料金 としてt万 ～2万 ドルを徴収 し,

さ らに ソフ トウェアの販売実積 として売上 高のt5%程 度 の手数 料を取 ることに よって営業 してい

る企業で ある。

以上 の様に ソフ トウェア産業 の行動範囲は,こ こ1～2年 の短期間vatsど ろ くべ き拡 大を見せて

いる。 しかしなが ら,真 のソフ トウェア市場の確立は,米 国 といえ どもまだ未完成 の状態 で定着 し

ていないのが いつわ らざる状況 で ある。

'
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2・2ソ フ トウ ェア 購 入 に つ い て の ユ ー ザ の 認 識

米国 では,ソ フ トウェアに限 らず,昔 か ら専門の技 術をそ っくり商品 として買 う習慣が あるので,

自分 で開発す る よりも専門の技術 者に開発 させた方が能率が良いとい った考 え方が強 い。

その意味もあって ソフ トウェアが単に商品 として品質 が良い とか技 術水準が高 いとい うだけではな

く物が あるか ら,安 ぐて使えそ うだか ら買 うとい うケー ス もか な り多い。先 に述べた ソフ トウェア ・

パ ッケー ジは新 しい商品で あり
,ユ ー ザは不安 と期待 の両局面を持 ちつつ,、暗中模 索の状態か らパ

ッケー ジについてはかな りの関心 を もってい る。それ に して もユー ザが最 も神経を使 う点は,ソ フ

._t之 エ ア ・パ ッケー ジの導入に関 し,そ れ が仕様通 り使え るか,ど の くらいの手 直 しが必要か,費

用はい くらか かる ものか.メ ンテナンスは どうか とい ったことで あろ う。

しか しなが ら.こ のよ うな疑問に応え て くれた り,援 助 をして くれ る ような機能 を持 った機 関は

残 念なが らまだ存在 していない。現状 ではこれ らの諸問題 を解決する手段 としては,実 際 にこれ ら

の繊 のあるユー ザ等に緯 談を聞いて繰 する以外 に助 法が施 であろ う、・ここで.魎 ㌔

として,ユ ーザが ここでソフ トウェア ・パ ッケー ジを選定 し利用す る うえでの問題点 を考えてみ よ

う。 まず ソフ トウェア ・パ ッケー ジ導入 プロセスを次の よ うに仮 定 してみ る。

4:・

ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ購 入 決 定

(1)

調査(情 報の収集)

β)[≡ 三]

▽
(4) 導 入1契.約 の 交 渉

`

(5) ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ の導 入`

(6) 性能 ・効果 の測定

▽
稼 動 開 始
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1(G)ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ 購 入 決 定
∨

パ ッケー ジ ・プログラム購入 に際 しては,そ れ に関連 した あらゆる問題 につい て十 分な検討を必

要 とする。 た とえば,こ のパ ッケー ジが,ユ ー ザのア プ リケー ションにとって絶対必要 であるか否

力、また,ア プリケー シ 。ン開発に伴い,必 要 なサ ポー トを供 与 してくれるか否 か,な どにっいて考

慮すべ きで ある。そ の他 に,機 器構成,オ ペ レーテ ィング ・システムの制限等 も考 えな くては なら

ない重要事項で ある。

(2)調 査(情 報の収集)

ソフ トウ ェア ・パ ッケー ジを評価す るために必要な情報を収集 する方法 として,

。 ソフ トウェア供給会社 の内状

O情 報 を持 ってい るユー ザか らの活用状況

。 テス トや評価 用のプ ログラムの測定結果

などが使用す る前段階 の調 査と して大切 である。

ソフ トウェア会社か ら得 るべ き情 報 としては,使 用する目的 と方法,パ ッケー ジの機能 と構造,

利用 しているユーザ・リス ト,使 用開始可能な年 月日,テ ス ト結果等があ りこの中で ユー ザが特に気

をつけなけれ ばな らない点 は,制 限条件,使 用開始可能な年 月日,そしてメンテナンス などである。

ソフ トウェア会社 は,こ わ.らの点にっいて概 略的に しか説明 して くれ ないので注 意を要す る。

第2に,ユ ー ザか らの聞 き込み であるが,こ れは,ソ フ トウェア会社 での調査を見逃 してしま う

ような箇所(制 限条件 ・エラー)に ついて詳 しく体験 を聞 くことに意義 が ある。

第3に テス ト及 び評価 用 プ ログ ラムは,購 入するユ一一ザ側で独 自に開発す べきで ある。 もし,自

社に適当な経験 者が無い場合 は,外 部 のユー ザに協 力を求 めてで も効果測定 を行 なうべきである。

(5)tt評価 ・選択 、

(1),(2)に よ ってさまざまなパ ッケー ジが候補 に登 ってくるが,こ れ らパ ッケー ジのパホーマンス

を比較 しなければな らない。

そこでパッケー ジを評価するに当 っては,次 のよ うな基準 を設けて検討す る必要が ある。

① パ ッケー ジの コス ト

② パ ッケージの構造,特 性分析

⑤ 処理速度

④ 利用す る上 での制限条件

⑤ メインテナ ンスの追 加料金 の有無

⑥ サポー ト・サー ビス

⑦ 利用 者の実数

⑧ パ ・ケー ジ開発 の状況(設 計 中,テ ス ト中)
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(4)導 入契約の交渉

ソフ トウ ェア会社 と導入契 約 を結ぶに あた って戸 一ザはお よそ次の ような ことを契約に もり込み

た レ・。

O

(6)

導 入 した後 で,性 能は どうであった かあるいは どの ような効果が あったかを測定することは,今

後の利用 に大いに役立つ ことで ある。

一般にその方法は次の ような ことが考え られ る。

⑦ プロセスに使用 した時間

② パ ・ケー ジ・プ ログ ラムを利用 してい る適要業務の状況

⑤ ドキュメンテー シ ョン

④ 要員の訓練

以上述 べてきたお よそ(1)～(6)ま での手続 を提供 者側 と完了 した ときL－ ザが希望 するパ ッケー ジ

の活 用が行 なわれるもの と思 われ る。 このような受入れ体制 を持 ち,ソ フ トウェア利用 の認識 を明

確につかみ とることに よって,健 全 な流通市場が育成 されて行 くことにな る。

。 利用する うえでの制限条件

o契 約期間

o支 払条件

。 パ ッケージの修正

○ エラー修正の責任

(5)ソ フ トウエア・パ ッケー ジの導 入

ユー ザは〆パ ッケー ジ導 入に際 して,ソ フ トウェア会社に次の ような事項を依 頼す べ きである。

Oパ ッケージ ・プログラムを ユー ザの コンビ.Lタ で ランニングす る。
サ

o使 用 に関 しての教 育指導 を行 な う

。 ユー ザ ・マニュア ルを提 供する。

目的と威 結果を得るためにパ ッケー ジの修1ξ,メ ンテナンスに協力する。

性能 ・効果の測定
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2・5わ が 国 に お け る ソ フ ト ウ ェア 産 業 の 実 情 と 問 題 点

わが国にコンビ=一ータが導入 されてほぼ15年 を 迎え たが,ソ フ トウェアが産業 として,活 動を

開始 したのは最近の ことである。 コン ピェ一 夕処理 を代行す る計算センターはか な り前か ら出現 し

ていたが,ソ フ トウ ェアの開発やセールスを営業的に行な う企業が台頭 してきたのは最近 である。 ・

このよ う.な発展段階にあってわが国のソフ トウェア産業は,多 ぐの問題 が解決 され ない まま次 々

と新 しい課題 に直面 している。 産業構造審議会におけ る情報産業部会答申の中にも見られ てい るよう

に,

t)ソ フ トウェア開発 を奨励 ・援助す るための補 助金 の交付 ・長期融資

2)'ソ フ トウェア価値 の確立 と流通 の促進一 プログラムの登録 と公示 の制度

とい った構 想が,通 産省 の情報産業 育成策 として織 り込 まれてい る。

この ような育成策が打ちだされた裏 には,ソ フ トウェア 産業 界が,い まだに不安定 な状況下に置か

れ ている ことを物語 ってい る。従 って ソフ トウェア流通 の問題点にっいて,追 求す るな らば少 しで

も山積 され てい る難問の内に解決の糸口を得 る ことができ∠ものと信ず る。

日本情報処理開発センター,お よび日本特許協会ソフトウェア研究会では,プ ログラム流通の問題点と,プ ロ

グラム登録缶1度のあり方について調査を行なったが,そ の中で,流 通問題のF,[♪となっているのはプログラムの

保護問題 である。 この件 に関 しては,プ ログ ラムの供給 者側,受 給者側 の両者に とって も非常に重

要な関心事である。 ここで現 在のプログラムの流通市場が どの程度確立され てい るのか考え てみ よ

う。現実には,コ ン ピュー タメー カとユーザとの間の流通が主でメー カか らの無償提供 によるもの

あるいは有償提供に よるもの,両 者の共 同開発に よるもの等がほ とん どを占めている。前に も述べ

たよ うに,ソ フ トウェア会社に委託 開発 した り,購 入 した りす る例はご くわず かにす ぎない。

その原因を探ってみると,同 一機種を もつユーザの間や コンピュー タメーカとの間においてソフ ト

ウェアの流通が限定 されてい る。 これ らの環境 の中で,ソ フ トウェア会社 はコンピュー タ ・メー カ

を通 して側面か ら流通機構に参与 してい る。

一方コ ンピュータの機種が異 な ったユ ーザ間 の流通は特殊 な場合 を除いてほ とん どあ り得ない状

態で ある。

、
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図2rJ口 、 わが国 のプログラム流通 の構造
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図2-一一1"S示 してい るように コンピュー タ・メー カが くbひ ろけ る激 しい計算機販売合戦の渦 中

にあって メー カ間の秘 密保持 とい う立場か らソフ トウェアの互換性 もかな リ八一 ドウェアに制約 さ

れ,そ の流通 を阻害 してい る。 このような状況 の 下 に アンケー トを取 りまとめた結果,多 数の企 f

業(ソ フ トウェア会社,コ ン ピュー タ ・メー カ,ユ ー ザ)が,外 部にだ しても十分利用価値 の有る.

プ ログ ラムを保有 していることが判 明 した。更 にその内の半数以上が 「適切 な保護体制の もとで,

何 らか のメ リッ トがあるな らば プログラム¢)提供を考慮 してもよい 」と考えてい ることが明 らか

になった。従 って,わ れ われは,そ れ らの思向に合わせ るべ く適当 な流通機構 を設立 し,運 営する

努力 を施策 しなければな らない。但 し,た とえ流通機構が,で きたか らとい ってただちに問題 が解

決す るのは早計で ある。

そこでプログラムの供給 者側か らみ た流通 のための問題点 を探 ってみ よ う。

プログラムを実 際に ユー ザへ供給す る場合にはそ の秘密保持が重要 な問題 としてとりあげ られ る.

す なわ ち,当 事者の気が付 かない内に,第5者 にプ ログラムの内容が洩れる とい うことが,事 実起

りかねないか らである。そ の プログラムが,単 なるサブルーチ ンや ライブ ラリら登録の プログラム

であれ ば,『問題 は少い ので あるが,企 業 の内容があか らさまに解 る ようなプログラムや デー タであ

るな らば ことは重 大である。従 って,こ の対策 として,デ ータのコー ド変換 とか,プ ログラム内部

のプロセスの変更が,供 給 者側 で必要 となっ てくる。それは一 見,簡 単 な作業のように思え るが,

実 際にはか な りの手間 と労 力を要する。その プログラムが内容 に見合 った価格 で取引 きがなされな

一24-∫ ・

ψ



}

いな らば,供 給 者側は プロ グラムの登録公示に非協力的にな りかねない。 また,一 方 には プログラ

ム提供後のメンテナ ンスの問題が ある。 プログラムを提供 した後 で支障 が発生 した場合 に,そ のア

フター サー ビスを含 めるか否か の問題,あ るい は受給者坑 大巾な改 良 を加え た場 合に,そ のプロ

グラムの所有権 を全体 プ ログラムで考え るか,改 良部分だけ で考え るヵ・と、いった問題が考え られ る。

その他,プ ログラムの対価 算出方 法も決定的 左方式がな く,流 通市場確立 の問題点と して十分検討

す る必要が ある。 ソフトウェア会社が,は じめか ら販売を目的 とした プログラムを開発 した場合はほ

ぼ正当な価格 を付ける ことがで き得るが,ユ ー ザが開発 したプログラムは ほ とん ど全 て自己企業

の目的に対 して開発 してい るため,汎 用性の少 ない特殊 な機能 を もった ものになっている。 したが

って,社 外にプログラムを提供す る場合には,価 格算定を どうした らよい か問題 となって くる。

以上 の他に も,ソ フ トウェア流通促進 のためには多 くの諸問題が山積 してい る。 そ こで受給者側

か らみ た問題点 をい くつか とりあげてみる。

公示されたプログラムの内容 を分析 し、正 し く評価する ことは,ほ とん ど不可能 であり,こ のプ

ログラムが,全 て受給者に満足 のゆ くものであ るといつた評定 はむず か しい
。

ソフ トヴェアは,無 形 の商品 であ るため,内 容 を正 し く評価 し,明 確 に判定するこ とは非常 に国

教 ある・
さらに,仕 様上 は ユ ー ザの満足の行 くものであ って も,ハ ー ドウ ェア上 の制限が あるので注 意

を要す る。そ の具体 的 な ものとしそ,デ ー タや プログラムの コンパテ ィビ リテ イ,機 器構成,使 用

す るメモ リ容量等 の制約 事項が ある。従 って,供 給 者と受給 者との間 の全 ての条件を満足す ること

は,現 在の段階では無理 の ように思われ る。

次に,プ ログラム登録公示制度の運営上 の問題があげ られ る。

① 供給者 と受給 者 との間の仲介を どこまでや るか。

② 供給 者お よび受給者が受け るメリットを どこにお ぐか。

◎ プログラム保護 に関する紛争をどう扱 うか。

④ プログラム流通市 況を どう調整するか。

⑤ プログラムの価格 に制約を与え るか。.

⑥ 登 録され たプロ グラムの メンデナンスを どう行な うか。

これ らの問題は,数 え あげれ ばきりが ないが,漸 次解決 していかなければな らない問題 ばか りで

ある・各 問題 に対 してそれ相当の時間をかけ,一 般的な統一的見解をまとめる よう努力す ることが必要

である。 すでに昭和42年 よb日 本情報処理開発 センターでは プログラム ・ライブラリーの整備 と

登録制度を推進 しているが,現 在 は これを足固め とした本 格 的 な プログラム公示登録制度を確立

す る過程 にある。
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2.4ユ ー ザ 会 に み る プ ロ グ ラ ム 紹 介 の 状 況

米国では,プ ログラムをユーザ同志 で 利 用 し合 うような風調がかなり前から存在していたが,

実際の交流ぼ あまり行 なわれ てい ない。 この風調は 日本のユーザ会 をみ ても同 じような状況で ある。

しか しなが ら,こ こ数年来ttPrOgram'LibraryInterchange"と 称 して,プ ログラ

ムの ライブラ リー登録に よる交換制度が行 われてきてい る。

主 にこれ ら・の組織は,同 一 メー カ毎の範囲で活動 している。 メー カの一部に 事務 局を置き・メー

カに干 渉され ることな く運営 され てい る。 これ らのプログラム交換組織 はこ一 部の汎用 パ ッケー ジ

を除い て,ほ とん どが,無 償でユーザ間の話合いの もとに交換 されてお り,営 利を目的 とした もの

ではない。従 って,管 理 面にむい てもライブラリー の体系化におい て も,ラ フな面が 多 ぐ,中 には

使いものにな ら た い 様 なプログラムまでも登録 されている場合が あり,や た らとユー テ ィリテ ィ・

プログ ラム,サ ブルーチ ン的 な ものが多い。従 父て事故が発生 して も一切の責年 を提供側が負わな

くて も良い とい う約束になつ ている。

これら目元来が,自 己の企業 のニー ズとして開発 された フ㌔ グ ラムであるが故 に,他 企業に適合す

るプログラムであるか どうか といえば,多 くの疑問がある。',
ニ ペ

まち プ・グ ラム交換 に当 って も,さ まざまな形態 がある。その1つ は,ド キ ュメン トだけ の登録

で,実 際の プログラムは提供 しない 方法 であるぐ ある ものは システム ・ロジックだけで立派 にソフ

トウェアの交換が成立 してい る〔

MOS,PエCS,B/MPtocessor等 は,、 .シス テ ム 構 造 が 思 想 的 に 立 派 に で き

て お リソ フ トウ ェ ア ・パ プケ ー ジ と して 十 分 に 活 用 で き る も の で あ る 。 シス テ

ム.ロ ジ ック と同 じ く,プ ロ グ ラ ム 仕 様 書,ア プ リ ケー シ ョ ン ・マ ニ ュ ア ル だ

け の提 供 も考 え られ る。 そ の 他,実 際 の プ ロ グ ラ ム ・ テ ー プ の 提 供 が あ る σ こ

の プ ロ グ ラ ム は 次 の ような形態 で提供 され ている。

① 翻訳前のシンボ リック ・ソース ・プログラムの状態

利用 者の機種 が異 ってい た り,、オペ レーテ ィング・システムの開発,レ ベルが異 ってい る場

合には,ソ ー ス ・プログラムのままで供給 されなけれ ばな らない。

② 翻訳後 の リロケー タブル ・モ ジュールの状態(相 対 ア ドルスが メモ リーに位置付けられた

状態)こ れは,同 じ機種間の ユーザが利用す る場 合の サブルー チ ンや,ユ ー ティリテ ィ・プ

ログラムに適 してい る。

⑤ リンケー ジ編集 に よるアブソ リュー ト・プログラムの状態

(絶 対 アドレスがメモ リー上 に位置付 けられ て,た だちに プログラムを実行で きる状態に ある。)

これは独立 したメイ ン・プログ ラムから成 り立 っていて,汎 用 プ ログラム,単 発 プログラムが多い。

こ の よ う に,プ ログラム ・テー プの提供形態だけで もいろいろ異 った方法が あ り,そ の中で も

プログラムの修正 レベル に よってかな り異 った形態が発生 している。
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提供者の中には,そ のプログラムのテス ト結果,エ ラーの処置,次 期 レペルア タブの予定箇所等

を詳 しくリポー トしているもの もある。また,ユ ー ザ側 にも利用結果の感想 とか意見等 をリボご ト

して くる場合 もあって,提 出者の気付か 左か った点につい て,改 良を加え,更 に良 いプロクブム'を

開発 す る資料を提供してい る。それだけユーザの関心 も深いわけである。

以上 の ような状況を総合す ると,メ ーカ毎 に結成 されているユーザ会にみ る登録 制度の活動は,

まだ初 期段階で あり,日 本情報処理開発センダーで推進 しているプログ ラム登録 制度 に吸収 し一 元'

化 す ることもさほ ど困難なことでは ないものと思われる。

■
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2・5・ 米 国 の 主 要 ソ フ ト ウ ェ ア 販 売 市 況

最近,エBMが ハー ドウェアとの価格分離に踏 み切 った ことの彰響 も手伝 って,ソ フ トウェア会

社 によるパ ッケー ジの開発 と販売 は一 段と活動的な動 きを示 してい る。 ソフ トウェア の流通市場を

仮定 した場合,如 何な る方策を こうじたならば活発な売 買が行 なわれ るであろ うか。 ソフ トウェア

とい って も,特 別 な販売方法が あるわけでは な く,結 局 ソフ トウェ.アの売買における価格が どの よ

うに訣定 され,そ れ を如何 に体系化づけて市場 に紹介するか とい うことである。 しか し現段階 では

ユー ザが ソフ トウェアを開発 した場合に どれ くらいの費用,日 数がかか ったか6間 接費 は どの位か

とい った細か い算 定計算 と畏 入れ側の評価に より価格が決め られ ている の が 実 状 で あ る。 この

ように価格はやは り一般商品 と同 じ需給関係,ネ ゴに よる力関係 によ り決め られている ようである。

同 じソフ トウェアで あって も,高 ぐ売れるところ と安 くしか売れ ないところができるのはやむをえ

ない であろ う。い つれ に してもソフ トウェア流通が もつ と盛ん に行 なわれ,い たるところで売買が

成立 して くれ ばノそれ ら各 々のケー スが体系づけ られ価格決定 の規 準が生 まれて こよう。

しかし最近 では,正 当 左価格で販売する ところに,ソ フ トウェア販売市場 としての安定性 と将来

への発展性が開けて くる ことが認識 されは じめている。 こ うした中で,特 に専用所有権 の付いた プ

ログラム ・パ ッケー ジは,今 後 ます ます活発に売買され ソフ トウェア販売の中心的 な商品 と左る こ

とが予想され る。

、

こ こで.代 表 的 な ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ に つ い て一 部 紹 介 して お く。'

(1)・SOERT(SystemsandGomputersEvaluationsamdReview

TechniqUe) .

① 開 発 会 社 』COmres8エnc.

② 内 容

,0ア プ リケ ー シ 。ン ・ シ ス テ ム の 予 備 設 計

Ioソ ブ トウ・アの選択・代割 能 なプロ7ラ ミング語 オ ペレー プィング'シ ステム;

等の仕事量 と関連ずけた評価

g機 種選択 特定の構成要素及び選択的付価装置に基ずいた機械の評価

6・ コンビz-一ータ取得の集中的調整と統制
ら ヘベ

このパyゲLジ は原理的 には,シ ミュレー シ 。ンの技法 を応用 した ものである。コ ンピュー タを

使 ・て・シピ… ・・システ・を麗 し鵠 評価したりするの醐 セあ・・紘 どん構 成

のコンピュータ・システムを使 ったら,ど んなデータ処理が行われるか..即ち予想された仕事量に

対して,い かにした らもつとも嚇 的に対処できるハー ドウェアが選択できるであろうか。現在使
4・t

.つている八一 ドク ェアとソフ トウェアの性能の評価は どうか,ど うした らハー ドウェアを最 も効果

的に使え るカ、とい った問題に対 してSGERTは,最 適な管理方法を指示して くれ る。 この他・中小企
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業向けには安い価格で提供で きるMエNI-sbERTが 開 発されてい る。

このパ ッケー ジは,か な りよく利用 され てtsり,特 にMINエ ーSOERTは 使 用対象に応 じた

価格 系体 が しつか りと確立 され てい る。

(2)MARK]V

① 開発会社 工nfつ、rmatiCSエn。.

② 内 容

oフ ァイル ・マネージ メン ト・システム

エBM/560用 の システムで あって,フ ァイル用 のデ ータ処理 アプリケーシ。ンと

し て 各 分 野で利用 されている。

主な機能 を探ってみると

oパ ンチ ・カー ド,磁 気 テープ,ダ イレク ト・アクセス ・デバイスのデータか らデ ータ

・ベ ースが作成で きる。'

o更 新 作業に よるファイル ・メインテナンスが可能

'
oフ ァイルを任意に検索する ことがで きる。

Oレ ポー ト・ライテ ィングの機能 をもつ(汎 用化 した作業機能)

等 が あげ られ る。

更にMARKIVは,他 のパ ッケージに較べ非常に使い易い面が 多い。 た とえばCOBOL言 語 や

他の言語を利 用 して,選 択 したデー タか ら報告書を作成することもで きる。

このパ ッケー ジは利用 者に次 の ような効果 を与え てくれ よう。

。人手不足(プ ログラム,SE等)を 緩和す る

o適 応 したレポートを早 く作成する

。少い経費 で多 くのデ ータを処理す る

oフ ァイル構成の標準化 を容易にす る

o新 たに発生 した要求に応答時 間が早 くなる

(5)EXODUS

① 開発会社CSG(qo、nputerSciencesCorp・)

② 内 容

EXODUSと は,.IBM14tO/7010オ ー トコーダ ・ソース ・デックをシステ

ム/360ベ イシック・ア ッセンブ リ言語(BAL)に 変換 する翻訳 システム(ト ランス レ

ー タ・プログラム)で ある。

通常 コン ピュー タを変え、る際,既 に開発され たシステ ムのプログラム変換 に多 くの労力 と・費用

がかかるため,そ の間システム ・エ ンジニアや,プ ロ.グラマーた ちは,新 しい開発に恵念ずる事が

で きない。 こ うい った問題 をEXODUSは す みやかに解決 して ぐれるシス テムで ある。 ある=一

ザは,EXODUSに よって プログラム作成費用 と・・一 ドウェァの費用 を節 約 した結果,そ の価格

は以前の1/10程 度におさえることが で きた といわれている。

一・2"9-、



次 にEXODUSの 他 の利点について述べてお く。

04410/7010オ ー トコー ダの記述 をシステム/560ア セ ンブ リ言語 の記述に変換

す ることがで きる。

.前 に作 ったデー タ●フ'イ ルは・全 てEX
・ODUSを 使 った プログラム噸 で きる・ ,

o翻 訳 プログラムの所要 メモ リこは変換後の360の 方が1410に 対 するよbも 少 くてす

む。

現在では,こ のプーログ ラムの需要は,減 少 して きてい るが,数 年前 のコンピュ「 タの プログラム

変換時にはかな りのユー ザに利用された実績 を持 っている。

(4)(}PCP

① 開 発会社Calcomp;.lng.

タ ② 内 容.㌧ ∴ … 一 一 ・・

-bに 言 えば 「汎用 等高線 プログラム 」と称 して,線 図 地図 左どの二つ の独立 した変

数を 自動的にプ ロッティングす るのに使 われている汎用パ ッケー ジである。

このパ』ッケ`ジ は,手 で作図する もの よb約50倍 の速 さで処理できるところに大 きな特

徴が ある。 また,人 間が作図す るの と異 な り,同 じデー タを与えることに より,何 度でも

同一 の図を画 くことがで ぎる。

現在利用 され てい るシステムを紹介すると

。 気象学の等温線図,等 圧線 図.、

o地 球物理 学上 の重力分布図,標 高線図

o工 学上の磁界図,電 界図

。 薬学上 の放射 照射分布図

このよ うに適用システムは,か な り広範 囲に活用されている。処理条件パ ラメータを指定する こ

とに よって格子点における数 値計算と して,近 接 したデータ点 の数を任意に決めた り.勾 配 の ウェ

～
イトを変えることもできる。 .'・.

、
、

以上が よ く知れ渡 ってい るソフ トウェアパ ッケー ジの代表 的な種類である。次に ソフ トウェアg

ネー ムを特に上 げないが,専 売権の付 いた ソフ トウェアの販売状況 を述 べてみる。C。mputing

&S。ft百ane社 で は,会 計s.給 与,油 田開発,ダ イレク ト・メー ル,医 療会計の請求書処理等

のパ ッケージを販売している。 同社は,計 算セ ンター の能力 をフルに生 かして,ソ フ トウェアと計
ノ

算処理のパッケージ販売に方 を注いでい る。

Aut。MaticDa6aproGessing社 で は,多 種 に渡る給与 システムや会計 処理用の汎用

パ ッケー 斗を保有 してい る。 主に4rイ レ ク ト・メールに よる単:一・・プログラムの多量販 売を主力 とレ

ノ

て い る 。 イ ＼
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2・6ソ フ ト ウ ェ ア 流 通 市 場 の 将 来

現在 ソフ トウェアの流通問題 とそれに関連す る問題は 多 く,し か も全て重要 左 ものばか カであ

る。ただ,ソ フ トウェア会社 の業績 は上 向 きで あることは,ソ フ トウェア流通 市場 にとって将来 に

べ

大 きな期待がかけちれる。さ らに市場の範 囲が拡 大され るな らば ソフ トウェアパ ッケー ジの価格は

現行の10分 の1に なること も可能 と思われる。将来 しか るぺ きソフ トウェア流通市 場がで きあが

つた時,供 給者 ととつ ても,受 給者に とっても,ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジを十分に利活用で きる

環境に置かれることになる。 これ らを推進す るための具体的方策 として

1)パ ッケー ジの使用に関す る研修

2)テ ク ニカルな問題の橋渡 し.

3)ユ 一一ザとの意見,問 題,提 案 に関す る情報交換 の場 の設定

左どが あげ られ よう。以上 の状況か ら判断 して前に述べたプ ログラム保 護の問 題は,今 までの特許

や著作権制度 とは別の形 で考え た方が問題 は少 ぐ,プ ログラムの登録 ・公示制度を充実することに

よって問題点 の早期解決をはか る方が 賢明であると思わ る。

そ して,今 後は登録対 象 としての プログラムの種類 を明確に し,整 備 をした後 で,対 価に関す る

適切な基準を設け る必要 も起 って こよう。 これらの問題につい て十 分,か つ効果的に検討を加える

ことによってプログラム流通 市場 の円滑化 を促進す る事がで き,プ ログラム作成の重複投資を避け

る こともで きるものと思 われる。

一3.1-'



2.7利 活 用 の 問 題 点 と今 後 の動 向

プログラム利活用上の問題点 として最も太き宏ことは,こ の種のものの流通市場がいまだ形成さ

れていないことにあると考え られる。何故市場の形成ができないのかという点について,商 品価値

とも関連するので以下簡単に述べる。

第1に 流通fヤ ンネルが未発達であることがあげ られ よう。市場形成の前段階としての流通チャ

ンネルがいまだ発達 していない。現実に存在しているチャンネルとしては僅かに次のようなものが

あると考えられる。

○ 電算機メーカとそのユーザとの間

○ 計算センターと特定ユーザとの間

○ 特定のプログラムを中心 とした個別のチャンネル

○ 公共的なプログラムの一般公開によるチャンネル だ

これらは市場形成以前の段階のもので,プ ログ ラムの利活用状況としては極めて低い水準である

といってよい。従って,そ の解決策として市場形成の育成促進をすすめなければならない。

第2に,各 種標準化の不足を猪道できる。市場形成にとって具体的な匿路として道をふさいでい

るのが実は標準化の不足である。これには標準化されたものの不足と標準化を進める努力の不足 と

がある。前者に属するものとして,例 えば

○ 製品などのように取扱 う有体物の標準化の不足

○ 処理方法などのように取扱い方法の標準化の不足

○ 電算機および言語のように表現方法の標準化の不足

など例をあげると枚挙にいとまがない。後述するいろいろな問題点は大半 この標準化の問題に端を

発しているといってもよい。

標準化をすすめる努力の不足の例 として代表的なものに次のものがある。

OJエSの 不徹底

○ 諸政策の不徹底

この標準化の問題は局部的な標準化では不完全で,総 合的有機的な観点でいろいろな方面からの

標準化 を行ない,す すめなければならないところにむずか しさがある。

しかも,最 近はさらに標準化が不足 していたり不徹底のままに,急 激な技術革新,社 会環境の変

革などに見舞われているところに,さ らに複雑化,困 難性を増 している。これらに対する措置を官

民ともに早急にとらなければならない。

第5に ・電算機などの互換性の得にくいことがあげ られる。標準化にも関係する非常にむずかし

い問題として,電 算機の場合互換性がある。 この互換性は他の面での互換性に影響を及ぼす。すな

わち,、
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O電 算 機 自体 の互 換性

○ プログラムの互換性

Oシ ステムの互換性 、"

○ 入力 ・出力 ・7ア イルなどの互換性'一'

これに対 していろいろな努 力がは らわれてお り・JエSに おけ る用語の統・一'tF 「ORTRAN・C

OBOLの 制定 など もその努力で ある。'しか し,こ れ ら例にあげた ものも完全な意味で互換性 があ

るとはいいがたい。

む しろ,激 烈な企業競争 は,と もすれ ば各 々の企業が独 自の開発 を進め るようになり,互 換性は

後退 して行 く。国鉄 の狭軌,広 軌 の問題,電 力 の50サ イクル,60サ イクルの問題 と同 じような.

危 険性 をは らんでい る。 三' .二

第4に,「 急速 な技術革新 に適応する困難i性を指摘 してS・く。最 近の技術革新 のス ピー ドはきわめ

そ早い。 と くにエレク トロニ ックスの発展 は予測できない動 きをみせ ている。 それは次の ような面1

で影響がでて くる。

O電 算機 の陳腐化 ・ ・ 、

○ 端末機器 の鞠 　 .≡ ・ ・

○ プログラムの開発

○ システム技術の進歩 ・t,/

○ シ ステ ム環境の変革'!

この中でプ ログ ラム自体 の開発 を とって も,そ れはOSやPL/1や グラフ.イック,T'SSltど 日

進月歩である。 このことは,一 面喜 ば しい反面,危 険 な面 も強 くあらわれる。か りに・す ぐれた プ

:
ログラムができて も,そ の寿命は ます ます短か.〈なっ'てしま う。 一'

:・

第5に,プ ログラムの大規模化 に よる危険性 の増大が ある。今 後のプログラムは他のプログラム

と同 じような性格 を もつ。た とえば,

○ 大規模化 一

〇 複雑化

○ 高度化

○ 予測化

○ 長期開発化 ㌔

○ 費用増大化

な どである。 とくに,最 後の5者 は ビッグ ・プ・ジェク トの特性 と して路線 を決定す ることが重大

な意味を持 ち,.そ の さいの選択 に よる機 会損益が きわめて大 きい こと。お よび,陳 腐化 も含めて失

敗の危険負担が大であ ることに注 目を要する。

一・5・5一



第6に,情 報処理の多様化 との葛藤 に触れてお く。情報処理は今後 ます ます多様化 を要請され る

のに対 して,他 面 標準化,共 通化 の要 請が きわめて強い。一般的標準化 について前述 したが.こ

こで は情報処理 の標準化 を中心 に考えてみ る。 これについて例えば次の ような ものが指摘 され よう。

○ 官公庁間に於けるファイルやデー タの不統一

〇 民間業界での諸規格,伝 票 の差異

○ 事業体内部でのフ・アイルのちがい

これ らは他 にも沢山ある。 しか し,と もすれば これ らの中では多様化 に走 りがちで あるのセ,こ れ,

に対処 して標準化 をす るため に,モ ジュール化の促進,パ ッケージ化 の採用,な どを行 な う必要が'

ある。 これ らを行 なうため,さ らに掘 り下げ て次の ような措置が必要である。

○ 官公庁での協 力体制の確立

○ 民間業界での協調性 の促進

○ 電算機 メー カの」 エSの 促進

〇 一般的 にシヌ テム環境 の整備

第7に,ソ フ トウェア技術者の不足がある。 この問題についてはソフ トウェア技術者のいだる所

'で叫ばれて
い るカ1,需 要 に対す る相対的 な不足は避け られないのが実情セあるδ川℃功・も,シ ステム1

お よびプログラムは質量 ともに高い水準の ものが望 まれてきてお り,・これを消化 し,開 発 するのは

容易でない。 とくに,応 用 プ ログラムの ようにある程度汎用性 を要求され るところでは,プ ログラ

ム技術Q完 全 な駆使能力は もちろんt－その前提条件であ るシステムの整備,標 準化に も深い理解 力

を もつ必要がある。結局 ソフ トウェアは人 間が創造す るもので あるか ら,こ れをこなす人材の不足

は決定的な陸路 とな る。 この問題は専門的にたずさわるものだけではな く,ソ フ トウェアを理解す

べ き立場 の他の層で も必要 とされる。た とえ ば
..1

0,官 公 庁の指導,ま たは理解 に必要 な こと ・ 二

〇 経営管理層の理解 と育成 とに必要 な こと

○ 生産または,ユ ーザ側での理解 と実施 とにとって必要 なこと

○ 専 門家の水準 の高度化 と専心化に必要 な こと

などである。

第8に,プ ログラムの商品価値 と保護 とがむずか しいことが あげ うるが,こ の問題 は ここでは省

略す る。

第9に,企 業の協力体制が確立 しに くい ことを示そ う。 この問題は資本主義体制での私企業の在

り方 と密接に関連 し,解 決のむずか しい問題 である。 どうしても企業間の壁がネ ックとしてでて く

る。 と くに,応 用 プログラムに関す る問題 として次の ような ことがあげ られ る。

○ 汎用の プログ ラムの作成がむずか しくな ること

一54一
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○ プログラムの普及がむず か しくなること

○ プログラムの秘密化 を増長す ること

○ 技術 開発の重複,二 重投資 を招 くこと

O標 準化の促進 を防げ る こと

○,官 民一一・一致の体制が と7tな い こと

この対策 として

○ 官民 間の協力体制の確立

○ 民間での協調体制 の強化

07' .ログ ラムの公示制度の設定

..○ プ ログラム開発 の優遇 措置

第10に,ソ フトウェアの普及体制が弱い ことをあげてteく 。 プログ ラムの利活用における問題

点 と'して大 きな ものは普及体制 が整 っていない点にある。 その中にはた とえば次の ような ものが あ

る9、Jt

O官 庁 間のデ一 夕 ・シースの一元化が なされていない こと

○ 、官民 を通 じての提言 や方針の提供は あるが,具 体的政策が欠如 してい ること

○ プログラムの登録制度,特 許制度が定着 してい ない こと

○ 広い範囲でのプログ ラムの共 同利用や市場へ の提供の慣習が少 ない こと

o以 上 の各 々について,強 力に普及 をすすめ る機 関がないこと

プログラム開発はすでに各所 で自由放任に近い形で開発がすすめ られ てい るので,厚 い壁がで き

かか っている。 との壁を破 って プログラムをど しどし普及させ るには,そ れ相応の強い体制 を確立

す ることが必要である。 ある業 界で標準 コー ドを決め よう としても既成 の各企業のコー ド体系を こ

わさなければな らない点,問 題 とな っている例 もあり.早 急 に手 を打つ必要 がある。

以上,プ ログラムの利活用上 での問題点 として,流 通チ ャンネルの不在 を始め とす る諸点をあげ

て きた。 これ には大 きく分 けて2つ の問題群が あると考える。一一つは,プ ログラムの開発上の問題

群 であり・他 は応用 プ ・グラ・の利 活用上 の問題群である。主 と
.レ禰 ・以降が とれ磁 当す る.

いずれに対,して も,'早 急 なる解決 を して国家経済面 での発展 と節約 とを同時に達成 しなければな ら

ないo

次 に近い将来 において,ど ん な方面 にプログラムが発展 して行 くか概観 してみ よ う。

登録 プログラムの利活用の今後 の動 向について,現 在の利活用状況 と,解 決 され るべ き問題 点 と

か ら推論すれば,以 下 のよ うな ことが考え られ る。

第1に,プ ログラムは良質多量化,領 域 の拡大化がなされる傾向があ る。現状の プログラムは全

般的に発展の方向が明確でない。数値解析・統計解析・技術計算・PERTな どDよう『 明らかなも

一55-一



窒

のは発展の方向は明確である。今後は,こ れ らは単独でな く,諸 領域 と連 係 して,た とえば,生 産

計画 と統計解析 などの よ うに結 びついて発展 レて行 くであろ う。

第2に,プ ログラムの市場形成がtaこ なわれ る可能性が強い。今後 の動向 にもっとも関心の深い

のは応用 プログラムを始めとす るソフ トウェア全体 に何等かの商品価値 が認め られ,流 通市場 の成 …

立す る素地があることで あろ う。

第5に,官 公庁が本格的 に標準化 ・共通化 をすすめると予 想され る。現状 のまま放置すれ ば,欧

米,と くに米国に較べて立 ちお くれ ることは明 らかであ り,情 報化 社会が もてはや される今 日にお

いて,国 家 としての発展に重大 な阻害が起 ることになる。従 って,官 公庁 として も情報処理及び関

連事項 の標準化 ・共通化 に着手せ ざるを得 なくな る。 こうい う基礎が固ま って くるに従い,プ ログ ノ

ラムの汎用化 の領域 も拡大 して くることになろ う。標準化 ・共通化 がすすめ られ る対象 としては,叫'

た とえば

○ 国際的 レベルの標 準化

○ 官公庁間 レベルでの標準化

○ 官公庁 と民間での レベルでの標準化

○ 民間業界 レベ ルの標準化

○ 企業 レベ ルの標準化

など各 層にわたる。その結果,モ ジ ュール化,パ ッケrジ 化 したプ ログラムカ㍉ どしど し使われて

い くことになるであろ う。

第4に,プ ログラムの適用領域 の拡大化 がある。今後の プログラムで予想され ることは,・vベ ル

の ちが う領域,NエSとMエS的 な もの とか,次 元のちが う領域,た とえば,電 算機領域 とプロダ

クシ ・ン ・コン トロールの領域 な どきわめて広 い範囲に直結が行 なわれ てい くであろ う。 これには

NCや デー タ伝送の発展,端 末機器 の開発 などにまつところが大 であ るが,他 の科学技術 と同 じよ

うに急速に高ま ってゆ く傾向がある。 もう一つ この点で関心 を抱 け るのはデー タの貯蔵か らくる発'

展で ある。 エR技 術 を十分駆使 したプ ログラムの発 展は今後 の動向の中で注 目され よう。

第5に,個 別産出型か ら大量 生産型へ の移行が考え られ る。現在の プログラムの作成は ごく一部

の例外を除いて,少 人数集団の作成 に頼 っている。 しか し,大 型 の〆汎用性 のあるプ・グラムの作

成になると,製 造業の大量生産に似 た方式を採用 することになろ う。そのためには,プ ログラムを

細か く作成 し,後 で連 結す るブ ロック別生産方式,す なわちパ ッケー ジ化 の大 巾な採用が当然の帰

結 となるであろ う。

第6に,プ ログラムが公共的 な色彩を帯びて行 くことが推定され る。 プログラムが大規携 高度

化,複 雑化 した ビッグ ・プ6ジ ニグ ト化 され る傾向にある。その場合,そ うい うプログラムの作成

の動機,作 成方法,利 活用,費 用負担,危 険負担,開 発普及な どあ らゆる面で公共的な援助,規 制,

:-36一
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保 護が必要 となってこ よう。

以上が一般 的にみた動 向で ある。次に具体 的な,ご く近 い将来,開 発 されそ うなプログラムの発

展動 向を簡単 に5つ の類 に分けて述べ る。

1の 型:法 規的に決 っている類型

この・型 の もの と して,財 務会計,固 定資産償却,給 与計算,共 通的税務計算,社 会保険 などが あ

る。 これ らは帳票類 の統一,計 算 センターの共同利用 を含め,プ ログラムの作成お よび利活用 が し

やすい分野で ある。 とくに中小企業向 に発展が見込まれる。

2の 型:定 型的 な類型

この型 に属するものは,金 融業務,販 売業務,人 事管理,原 価計算,部 品展開,予 測 ・経営計画,

情報検索 などである。 これ らは業 務の標準化 さえ しておけば相当程度まで,プ ログラム化 できると

思われる。 しか し,.1の 型 に較べ てややむず か しい ものが多い と考え られ る。

5の 型:工 学bよ び数学的手法 による類型

数値解析,統 計解析,技 術計算 などは この型 に属する。数値解析 は若干 出つ くした感 じが ある。今

後 ともこれ らの利活用は多い と思われ るが,他 のルーチンと結合 して利活用す るプログ ラムが開発

されて行 くであろ う。統計解析 はまだ発展途上 にある分野 で,今 後 ともい ろいろなプログラムが作

成 されて行 こう。 これ も他の分野 と結合 して発展 して行 くことになろうσ たとえば,要 因分析,回

帰分析は実験計画 の最適 問題 を解決すべ く,経 営計画,予 測,設 備投資,社 会開発θその他シ ミュ

レー シ ・ンなどにか な り利用されて行 くものと思 われ る。技術計算は,統 計解析が開発的 な性格で

あるのに対 して,こ の分野ほ実 用的で ある。従 って,利 活用 に対する対象事業 所に よって相違が出

て こよ う。 しか し,同 業種 の場 合,建 築設計計算,レ ンズ計算 などのよ うに末端の計算業務(た と

えば応力,曲 線計算)で ある程度のパッケージが考えられ○ものがいくつかある。今後,情 報化社

会 の発展 に伴 い,高 層建築,都 市,原 子力,海 洋,医 療 などの ビッグサ イエンスの世界で大いに応

用 プログラムが生まれ て くるであろ う。

4の 型:OR的 手 法 による類型

この型 にほ,た とえば,PERT,LP,在 庫管理,待 合せな どがある。 これ らはすでに相当高度

の実用性 がある。 今後 は規模 ・内容 ともに大規模高性能 なプログ ラムがで きて くると考え られ る。

それ とともに,他 の分野,た とえば,LPを 使 って生産管理 をす る とか,OR的 な会計処理 とか,

す でに個別の事業所で実施されている ものの汎用 プ ログラムも当然世の中 にでて くるこ乏 になろ う。

この分野はかな リ八一 ドウェアの充実 に関連 があり,目 下 まだ試験段階 を脱 し切 っていない とみ ら

れるDPの よ うなもの もハー ドウェアの向上 とともに,次 第に汎用性,実 用性 を もつことになろ う。

5の 型:そ の他の類型

これに属する もの として,互 換性 を増大す るようなプログ ラム、たとえば.変 換 プログラムなどの
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発展があげ られ よう。現在で もメー カ内の異材種間,特 定機種間,単 発的開発 など若干 ある。 ここ

でいうの:は,も っと広い汎用的な変換 プログラムを指す。 こうい うものがで きれば
,.機 械 の互換性

の制約をソフトウェアで克服で きることになる。

以上,ご く近い将来を考えて も,い ろいろな形で プログ ラムが開発され,汎 用性 も増 して使われ

て行 くことになるであろ うこどは想像 できる。

■、 ∫

ワ

'
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3日 本 情 報 処 理 開発 セ ン ターの プ ロ グ ラム登 録 制 度

今日の情報処理社会のめざましい発展に伴い,わ が国の電子計算機の利用も,ますます高まりつ

つある。

電子計算機の利用 の上でソフトウェアの流通機構を整備 したいという希望は,電 子計算機利用者の

立場からもソフトウェアの供給者の立場からも強 く要請さ」れてきたことであり,国 が助成する情報.

産業育成振興策とあいまってここに,昭 和45年 度登録分を含めた 「プログラム登録集」を刊行す 『

る運びとなった。電子計算機利用の一層の発展をささえるためには多大の労力と莫大な費用,そ し

て長期にわたる時間を必要とする。特に計算機の利用者の側から考えると,優 秀なソフトウェアを

合理的な価格で迅速に入手 したいという希望は強 く,ま た計算機利用の全体的な立場から考えても,

各方面で開発された ソフトウェアを相互的に利用することによって計算機利用の一層の促進を期待

することができるし,ソ フトウェアの二重,三 重の重複 した開発のための不必要な投資を避ける経

済的な効果も期待できる。

しかしなが らソフトウェアの流通促進のためには内容の秘密保持の問題,適 当左流通媒体の欠如,

ロ

あるいは自由競争などの立場か ら未だ問題点がいくつかのこされていることは否めない事実である。

、このため当財団では,当 財団職員 と外部有職者によるプログラム登録制度検討委員会を設置すると

ともに,電 子計算機プログラムの保護問題 と題するアンケー ト調査を我が国の主要事業体に対 して

おこない,種 々なる立場からこの保護問題に対 して考察を加え,そ の結果に基づいてプログラム登

録制度のあるぺき姿について多くの検討を重ねてきた。当財団のプログラム登録制度検討委員会の

結論 としては,現 状のソフトウェア流通状況から考えて,こ こ1～2年 はとりあえず保有プログラ

、 ムをできるだけ多 くの利用都 紹介したいとの立場から 聾 ρあ・たプログラム全部を登録集に

.とりまとめ整理 していく所存である。なお,プ ログラム登録公示制度を本格的に運用管理するには

その目的,方 法,規 則などきわめて細かい検討が必要であり,国 家的検討機関,管 理機関の設立を待

たねばならない。また,将 来の登録プログ ラムは国家的権威づけをするために審査制度をとるぺ き

であり,登 録プログラムの評価.選 考は登録制度の専門審査機関を新たに設けてこれにあるべきで

あるとの統一見解に達 した。

以上のような経緯からもソフトウェアの流通 と管理のための本格的な登録制度の運用にはまだか

なりの地固めの期間が必要であろう。
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5・1当 事 業 の 経 緯

ソフ トウェアの流通機構 を整備 し抱(という強(要 望 か ら,国 家的な立場で ソフ トウェアの価値 の確

立 と流通の促進をはかるための検討 が,通 産省 内部で,昭 和42年2月 以降その準備が進め られて

きた。

国が助成 する情報産業育成振興策 などとあいま って,プ ログラム ・ライブラ リー登録制度事業が

昭和42年10月 に,日 本電子工業振興協会において着手 され,プ ログラム流通活動が推進 され た。

昭和45年7月 に,日 本電子工業振興協 会か ら第一回 プログ ラム登録集 が発行 された。各方面に

対 しプログラム登録 を呼びかけたが,登 録件数は約240件 と比較的少 なか った。 とくに大手電子

計算機 メーカや ソフ トウ ェア会社 が この登録制度に積極的でなか ったため,プ ログラム流通機構の

基礎づ くりとい う目的は必 らず しも果す ことができなか った。

登録され たプログラムの内容 を分類す ると統計解析k・よび数値解析用 プログラムが全体 の64%

を しめて最 も多 く,そ の他機械 ・電気 など技術計算のプ ログラムが16%と な っている。

その後,プ ログラム登録制度は43年7月 に 日本 情報処理開発 センターに引 き継がれた。

当財団 に移管 されてか らは,広 く海外 におけ るソフ トウェアの流通状況を把握するため,と くに

ICP,SIC,GOSMICな どの ソフ トウェア販売会社 についてその運用方針,ソ フ トウェア

の内容 を綿密に調査 し,日 本 における実態 を も合せて 「ソフ トウェアの流通状況 とプログ ラム ・ラ

イブ ラリー」 と題す る報告書 をと りま とめた。

昭和44年6月 には,現 在のプログラム登録制度の問題点を指摘 し,今 後の登録制度のあ り方 に

ついて討議す るため,当 財団職員 と外部有職者か らなる 「プログラム登録検討委員会 」を設置 した。

まk,昭 和44年8月 にはソフトウヤアを特許および著作権問題と結びつけてその内容の秘密保

持が可能 であるか否かを検討するため 「電子計算機 プログラムの保護問題 につ いて」 と題す るアン

ケー ト調査 を行 なった。

引き続 き同年9月 には,「 プログラム登録 のための調査」を主要事業所 に対 して行ない,そ のと

りまとめの結果 として43年 度登録分 を含めてアプ リケー シ ・ン・プログ ラム,7イ ブ ラ リー ・1

■ ログラム
,シ ステム ・プログ ラムの5編 か らなるプ ログラム登録集 を同年t2月 に発行す るに至 う

た。 一
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3・2登 録 制 度 の 背 景

プログラム登録制度を推進するにあたって利用者,お よびソフトウェアの供給者か ら要望される

ことは

(Oわ が国の電子計算機利用は年々その適用分野を広め高度化が進められている。

(2)電 子計算機利用の発展をささえるためには各種ソフトウェアの開発が要求され,そ の開発に

は多くの労力と莫大な費用がともなう。
せ ダ

⑤ 各方面 で開発 された各種の プログラムを相互 に利用する こどに よって,電 子計算機 の利 用を

促進す るとともに,ソ フ トウェア開発費の二重投資を避け る。

とい った3つ の点 を もとに,ソ フトウェアの流通機構を整備す るとい う.必要性がいわれ ている。

しか し,当 財団が運営す るプ ログラム登録制度 も,管 理,運 用面でまだかな りの問題点を残 して

い るものの,44年 度 は1510件 に も及ぶ プ ログ ラムを登録集 に掲載す ることがで きた。

先 に,当 財団が通産省の依頼 に より実施 した 「プログラム保護問題 のアンケー ト」の集計結果に

よると,プ ログラム保護の問題は従来 の特許や著作権問題 とは別に,プ ログラム登録公示制度の内

で検討すべきで あり,登 録 プログラムは何 らか の国家的権威づ けを行 な う必要が あるとの考えが多

数 を占めてい た。 このよ うな重大 な問題 をふまえて,登 録制度 の本格的 な運用 には,国 家的専門機

関の設立 が是非 とも必要である と痛感する次第であ る。

亀
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5・5運 営 方 針

当財団では,提 供者お よび利 用者 の便宜をはか るため,次 のよ うな方針 を もって プログラム登録

制度の運用 を推進 している。

(S)プ ロ グラム登録料は無料 とする。

(2)登 録 された プログラムは,登 録集 に一度 は掲載 され る。

(3)プ ログラムの譲渡,取 引 きに あた って当財団は一切介入 しない。 プログラム登録集は,原 則

として プログラムの紹介 を行な うものである。

(4)登 録集 は年1回 以上発行す る。

(5)登 録 にあたっては,当 財団の登録用紙を使用する。

(6)登 録 者 には,登 録者 のプ ログラムが掲載 されてい る登録集 を無料 で配布す る。

`

`

ひ
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5・4登 録 手 続

すべての企業,ま たは個人 が開発 したプ ログラムを広 く一般に紹介 したい場合,も レくぱ利用 し

て もらいたい場合,当 財団の発行するプ ログラム登録集に掲載す ることができる。その手続きを説

明すれば,

1.登 録 者は,当 財団のプ ログラム登録事務局にプ ログラム登録用紙を請求するg

2.プ ログラム登録事務局は請 求に応 じて,プ ログラム登 録説明Ptteよ び プ ログラム登録用 紙を

登録者に送付 する0

5登 録 者は プログラム登 録用紙 に提供者 の氏名 ・所属 ・住所,プ ログ ラム名,プ ログラムの種

類,使 用対象,計 算機システムの構成,記 述言語,提 供の形式 ・条件,プ ログラムの概要 など

を説明書の指示 に従がい記入 し,プ ログラム登録事務局に送付す る。

4.プ ログラム登録事務局は登録者か ら送 られた プログラム登録用紙 の記入 内容 をチ ェック し,

適 当 と判断 した場合,年1回 発行す るプログ ラム登録集 にそのプログラムを掲載する ことがで
'

き る。
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5・5登 録 プ ロ グ ラ ム の 分 類

今回の登録集には一般事業体,電 子計算機メーカ,ソ フトウェア会社,各 種計算センター,剛

体,官 公庁等政府機関,教 育機 関か らの総数約1500件 の多 きに達す るプ ログラムが収録されて

お り,そ の内容 をアプ リケー シ ョン ・プログラム,ラ イブラ リー ・プログラムお よびシステム ・プ

ログラムの三部縞 に分けて分冊 とす ることに した。さ らに各分冊の分類 と しては,ア プ リケーシ ョ

ン ・プログラムは適用業務別 に,ま たライブラ リー ・プ ログラムは使用対 象別 に,ま た システム ・

プ ログラムは機能別に分類 した。

以下に登録 プ ログラムの分類表を示す。

大 分

第1編

第2編

第5編

小 分

類

A:ア プ リ ケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラ ム

L:ラ イ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム

S:シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム

類

ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

01:給 与 ・人事管理

02:生 産 管理

03:資 材 管理

04:工 程 管理

05:輸 送 管理

06:在 庫管理

07:販 売管理

08:原 価 管理

09:会 計管理

10:財 務管理

11:市 場 調査

12:技 術 計算(土 木,建 築,造 船)

13:技 術計算(化 学)

14:技 術 計算(原 子 力)

15:技 術 計算(機 械)

16:技 術 計算(電 気,照 明,光 学,測 量,そ の他)

17:保 険 業務

18:証 券 業務

一44一
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19:銀 行 業務

20:経 営 計画

21:情 報検 索

22':税 務事務

25:自 動制 御

24:医 療 事務

25:そ の他

ラ イ ブ ラ リー ・プ ログ ラ ム

Ot:数 値 解析

02:統 計 解析

05:予 測 ・計量 モデル

04:関 数 計算

05:代 数 計算

06:テ ー ブル ・ル ックア ップ

07:そ の他

シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム

01:ゼ ネ レ一夕

02:チ ェ ック ・修正

05:入 出力 コン トロー ル

04:特 殊 言語 コンパイ ラ

05:作 図 ・作表

06:編 集

07:分 類 ・照合 、

08:分 類 ・集計

09:変 換

10:ユ ー テ ィ リテ ィ

11:そ の 他

一45一
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5・644年 度 プ ロ グ ラ ム 登 録 の 状 況

5・6・144年 度 登 録 制 度 の と りま と め 方 法

わが国vals・け るプログラム流通 の可能性 と価格の確立 を目的に,44年 度 のプログラム登録制度

として,電 子計算機 メーカ,計 算セ ンター一,一 般=・一ザ約2200を 対 称に 「プログラム登録のた

めの調査」 と題するアンケー ト調査を実施 した。

この 「プログラム登 録のための調査 」は,各 方面で開発 されたライブラ リー ・ルーチ ン,シ ステ

ム ・プログラム,ア プ リケーシ ョン ・プ ログラムの有償 ・無償を問 わず提供可能 なもの,ま た提供 、

不可能なものを も含めて紹介願 い,も ってメー カ,ユ ーザの保有す るプ ログラムの体系化 をはか り,

わが国におけ る保有 プログ ラムの実態を紹介 しよ うとす るものである。

プログラム紹介にあた っては,紹 介者側 に次の ようなメリットを与えるもの として協力 を呼びか

けた。

1.各 社 の営業活動,宣 伝活動 にプ ログラム登録 を活用す る。

2各 社 の実 力を関係業 界に周知 させ る。

5.国 家的見地か ら広 く多 くの利用者 に提供 する。'

↓ 各事業所の保 有するプログラムを公的管理す る。

ふ

D

また,登 録7'ロ グ ラムは原則 として次の様 な形 式でとりまとめた。

(t)プ ログラム1点 につ き登録用紙1枚 に記入。

(2)提 供者名:担 当責任 者の氏名。

(5)提 供 者の所属:会 社,官 庁,学 校,研 究所 などの名称tsよ び担当部署。

プログラム名:略 称,フ ルネー ム(4)

プ ログラムの種類(5)

ア プ リケーシ ・ン ・プ ログラム:特 定 の業務 を対象 に作成 したプログ ラムで,あ る特定の業

種に しか使え ない もの。

ライブラ リー ・プ ログラム:汎 用性 のあ る手法,数 式の解法 な どのルーチ ン ・プ ログラム。

システ ラ'プ ログラム:コ ンピュー タを効率 よく運用す るために準備す るプログラム。

(6)適 用 業種:一 般(多 業種全般 に利用で きるもの),農 業,林 業,水 産,食 品,鉱 業,鉄 鋼,

非 鉄金属,土 木,建 設,官 庁,公 団,学 校,研 究所な ど。.

(7)適 用 業務 または使用対象

アプリケーシ ・ン:財 務管理,販 売管理,技 術計算,税 務事務,医 療事 務など。

ライブラリー:数 値解析,.統 計解析,代 数計算,,テ ー ブル 、ル ックア ップなど。'

シ ステ ム:ゼ ネレ一 夕,入 出力 コン ト・一ル,特 殊言語 コンパ イラ,編 集 など。
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(8)内 部記憶容量:プ ログラム処理のために使用す る最低内部記憶容量。

(9)周 辺機 器:デ ータ処理 に必要 な周辺機器 とその台数。

(10)実 行 時間:N件 当 りの平均処理時間。

(11)提 供 の形式:ど の ような形 式,状 態 で提供で きるか。

(12)価 格teよ び提供条件:提 供可の場合の販売価格 とその条件。

(15)概 要:目 的,特 徴,適 用範囲,手 法,制 限条件 など。

(14)適 用例:エ/Oの 項 目お よび形式。
亀

頃

以下 にアプ リケーション ・プ ログラム,ラ イブラ リー ・プログラム,シ ステム ・プ ログラムにつ

4
い て 「プログラム登録 のた めの調査票 」記入例 を示す。
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記入例1(ア プ リケーシ ョン ・プログラム)

プ ロ グ ラ ム 登 録 の た め の 調 査 票

記入月日 ∠>4年9月ll日 提供者名
,卜・/歳 入

提供者の

所 属

㈱ 吋 塙較魑 欄在 ・外

聞苦諌 住 所

電 話'3-(434)×2〃 内 線 ニ ノ3

鹿 毛 五濁 フ1-1-5

プ ロ グ ラ

ム 名

ＴOLつoR

JIPDECOwLiAeτ ㎏cu))、e肺 天治rieval

プ 回グ ラ

ム の 種 類

口1ア プ リケー ション ⑳

ロ ラ イ プ ラ リー

Oシ ス テ ム

適用業種
、
一波

適用業務ま

たは使用対象 橋 板故家

計算機名 FACOM230-60
内 部
記憶容量

llK

⑱ バイト,宅 椛 ヒット)

実 周

行 辺

時 機
に 器

必

要
な

・OR1台 ・MT5台()

・LP1台 ・ドラム 台()

・OP台 ・ディスク2台()

・CRP台 ・タイフラ伊 台()

・PTR台 ・ 台()

記

・述

言

語

口FORTRAN

口ALGOL

l=コCOBOL

由ASSXMBLER

ロ そ の 他()

提

供

の

形

式

口紙テー万 口カード

ロ磁気テー万 ロリスト

ロ マニュアル

(雁)
口その他出版物

()

プ ログ ラム

の大 き さ

口8TATEMENT2
,00θ 団8TEP 実行時間 問合土Kこれ

5切 文内 ・応答

提 供の 可否 ㊥ ・否 婁鷲 羅 紋バ 拐、

概

要

T55尚 ま{∧ らkEYwo⇔ レで£)ミ 猷 を 疲 駕 すうOnLhleO-A

ω.・ ・1・。」A馴 ・・1ゆ ラスデ・て・・あ卵 綱 ∫1鴻 禰 ゐ せ字

ゴ 、鵬 成 献 を 瞬 百 ピ尭 討b・ じ八 でごる

バワ手・サ'ゴ ス ヒ1マ ・ぎ・KwoCり てト'S℃ エ サーごスを行 うこ乙^V

でぎ ゐ.
'

適 用 例

イ
ン

プ

ッ

ト

諏 砺.多 級.編 戸協 懐 関

微W,筋,勧 御 立 鍵(.麟 塾
郁,棉 蓮,デ宕 フツフヲワードぐ順 勇5

カード斎う式

‡
1膓

《

ネ塘乞 擁 ◎ 秒 諺 へ砿WOの ズト

威 力 胎 への5つ エチ ビス

イ話 術 酬 輪 へ・若 スプ レ康 永

ハード・コニ'一
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記入例2(ア プ リケーション ・プログラム)

プ ロ グ ラ ム 登 録 の た め の 調 査 票

記入月日 44年g月12B 提供著名 天 為 剥 土

提供者の

所 属

、ヨク}}'キ ニメンツ貿 易(殊)

蓄 薮 罰 互 診6
住 所

電話韓走(641)〆13内 線

撤 榊z麹 町2-1。

プ ロ グ ラ

ム 名
マ午 ジソント組 織 ・ヂ ム

(ら㌍ ジア大弓)

プ ログ ラ

ムの 種 類

由 アプ リケーシヨン

ロ ライ ブ ラ リ ー

ロ シ ス テ ム

適用業種

.

一 捉
適 用業務ま

たは使用対象 L峯 管 理

計算機名 エ8H7094
内 部

記憶 容量

{6K

⑱ 南 ト.宅 桁 ヒット)

実 周

行 辺

時 機
に 器

必

要
な

・CRて 台 ・MT4台()

・LPl台 ・ドラム 台C)

・OP台 ・ディスク 台()

・CRP台 ・舛 フラ伊1台()

・PTR台 ・臥}詑 で1台(ア ロザ)

記

述

言

語

CコFORTRAN

口ALGOL

⊂コOOBOL

ロASSEMBLER

ロ そ の 他()

提

供

の

形

式

口 紙 テ ーオ ロ カー ド

ロ 磁気テーカ ロ リス ト

ロ マニユアル

(斑)

団 そ の 他 出 版 物

(cρ ≦Hエcハ ヅ レ'})

了一12546

プ ログ ラム

の大 き さ

.

〆STATEMENT1
・500ロ8㌍P 実行時間 数倉一拓 加

提供の可否 司 ・否
価格および

提 供 条 件 16ぢ 司

概

要

フ∨¥一 緒 牌 お ・・ば)行 わk⇔ ♂ アニム㍗葬9・ とσ

℃一・しスマン・鉛 ち え司 解ゑ 孝ziるテ州 権b'

巨杉 違ず.・幻易倉W果 のる圧 田 干うの川路 妨 ラ魏 指 わ

有 功 功 力 一が がhb・ レ刎 一ヒ参、1練土wW来 訂 グ

秀硫 細3す ポ 加X欲 が 精穀 《」雛 熱b.

適 用 例

イ
ン

プ

ッ

ト

顔 ポ 亮,う、障 べ幽 間 訓 綱

プ㌔フラム.〕笠当z域,乙A当 り砥

函 逐 根釆 ・勢 え

膓

膓

ζ

矛夕†、し先ソーの安め の「ナベ'てのマ2ヲーリフト'

つソ や 猟 め.・書協 丹 誠 冷 しつ・ナ
d

ヒプ しイヤ'の 定 め ピ 語 末 吃示 す3っ の,イフ

9と ヘ プ σプ}引 しる、

一49一



記入例5(ラ イブ ラリー ・プログラム)

プ ロ グ ラ ム 登 録 の た め の 調 査 票

記入月 日 44年9月/3日 提供者名 中打 喜明

提供者の 日 エi荻 イ乍所 住 所

電話 ρσ(87)7'6'内 線

所 属 テ ブ多(二 陽 揚 錨 葱 己了承河2/6

プ ロ グ ラ

ム 名 紅 惑k論 弁 ラメづ・擬
プログラ

ムの種類

亡コアプ リケー ション

薗 ラ イ プ ラ リー

ロ シス テ ム

適 用業務ま
適用業種 一 糊し たは使用対象 気 計 解 方τ

内 部 f.2K

計算機名 肛PAClO3 記憶容量 (郵)バ イト.字」桁 ヒット)

実 周 ・CR台 ・MT2台(275θ 記 (コθORTRAN 提
匡]紙テープ1ロ カー ド

ロ 磁 気テー坑 口 リス ト
行 辺

時 機
に 器

必

・LPl台 ・ドラム 台()

・CP台 ・ディスク 台()

・CRP台 ・～ タ 台()

述

言

⊂]ALGOL.

口COBOL

ロASS脳BLER

供

の

形

ロ マニユアル

(,領)
口そ の他出版物

()
要

な
・]…TRl台 ・ 台() 語 ロその他() 式

プログ ラム

の大 き さ

回STATEMENT

50ロ8TEP
実行時間

1命({00考 今)

提 供の可否8・ 否
価格お よび
提・供 条 件 丸 払

"

概
えち,Z2ノ ー←一合ノZ7Lζ τ 〉 ρ)ヵ 、ら 「「/〉一ズ多

芦め鵠 ピ ・㌔ 久・メ

耐 分 ヲα'戸 ノ繧 お

ノ乙≦48'(ノ 繰 可能)
要

適 用 例

イ
畜1

プ

ツ
/ 膓

ト 茉
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記入例4(シ ス テム ・プログラム)

プ ロ グ ラ ム 登 録 の た め の 調 査 票

記入月 日

提供者の

所 属

プ ログ ラ

ム 名

適用業種

計算機名

周

辺

機

器

実

行

時

に
.必

要

な

プ ログ ラム

大 き さ

4L年9月 ノ9日

噌亘家デム凋F見所

、… 物 部

提供者名

住 所

;鯛 ファイル 更新 処 理

≠舷
適用業務ま

たは使用対象

「FACOト1230 -IC

知勺 健 ぺ
電話()内 線

中ぺ¢阜'養 β21

プ ログ ラ

ムの種類

ロ ア プ リケ・一シヨン

ロ ラ イ プ ラ リー

口〆シ ス テ ム

ユ ー テ!,ギ ィ

内 部
記憶容量

・CR台 ・MT3台()

・LP1台 ・ドラム1台(御 σ㊨

・CP台 ・デ(xク 台()

・CRP台 ・燗 タ 台()

・rrR1台 ・PTPt台()

記

述

言

語

口PORTRAN

口ALGOL

口COBOL

MA8s兄MBLER

ロ そ の 他()

t,?K

(臨 ⑳ ≒呂 桁」 ヒット)

600
口STATEMENT

回8TEP

提

供

の

紙テース ロカード

ロ磁気テーヵ[ヨ リスト

ロ マニユアル

(雁)
口その他出版物

()

実行時間 5冷'Nvt

供の可否 可・@麟 蓑 び

概

要

簡 ♀・ρ マラメ一夕〕棄 宕 び 書 林 ラ・・争 ・り'

ゾ ∫.7方 倒 の処t91ittt"2く 苛 うこeS＼ τ 〔b・

ざ該 撰 狸(補 助司 蟻 堂 ヒ1て 磁 気 ト"eムを1ざ司)

KSIqさinbl巴 の老誇・の%eK.rCK-Rt理 庁 唱

×お 、・て 乃 程度 之貢 詰 可 能 ・

適 用 例

イ

ン
プ

ッ

ト

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト /

/

/
/

/
/
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5・6・2登 録 状 況

45年 度 のプログラム登録 では登録状況が あま り芳 しくなか ったので,44年er¢f－ プ ログラム登

録は一般事業体・計算機 メー カ・ ソフ トウェア会社,官 公庁,研 究機関などにアンケ:一ト調査で広

く積極的に働 きかけた結果,幸 い にして各方面か らの協力が得 られ,そ の登録件数 は1513件 の

多きに達 した。

とくに・今回登録集では プログラムの内容 を差 しつかえのない範囲で ある程度詳細 に記入 してあ

ること,お よびプログラム提供の条件欄 で提供可の場合の対価お よびその他の条件 を明示 して もら

うこと等 によって,こ の プログラム登録 集を通 じてプ ログラムの供給者 と受給者 との間 に活発 なプ

ログラムの流通が行 なわれるで あろ うことを 目論んだ。

各分類 におけ る登録 プ ログラム数 をみ ると,ア プ リケーシ ョン ・プログラムは総数552件 で あ

b,そ の中では技術計算が最 も多 く200件,つ いで生産管理,工 程管理,販 売管理,給 与人事管

理の順 とな っている。 ライブラリー ・プログラムは607件 で数値解析,統 計解析,基 本 関係計算

などが圧倒的 に多い。 またシス テム ・プログ ラムは554件 で変換,ユ ーテ ィリテ ィが多 く,つ い

でジ ェネ レー タ,チ ェック ・修正,入 出力 コツ トロールなどの順である。

このように44年 度 のプログ ラム登録は,第i回 のプログラム ・ライブラリー登録集 より件数 に

おいても,ま たプログラムの種類 に拾いても充実 し,ま た登録 者 もかな りの広範 囲に及ん でいる。

ここに幸いに も登録集 として一応 の体裁 を整え ることができた。

しか しなが らプログラム登録集 に よって どの程度 プログ ラム流通がなされ るか は,今 後め実績 を
,

見 なければ結論 を下す ことがで きない し,ま た登録 の記入項 目や記入方法につい ても更 に改善すべ

き点がい くっかあることが指摘 され る△・・

白

日

●

1

一52一
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表5-1 プ ログラムの登録状況

'
ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラム ラ イ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム シ ス テ ム ・ プ ロ ・グ ラ ム

件 件 件
給 与 人 事 管 理25 数 値 解 析154 ゼ ネ レ 一 夕54

生 産 管 理39 統 計 解 析150 チ ェ ッ ク ・ 修 正28

'

資 材 管 理16 予 測 計 量 モ デ ル68 入 出力 コ ン トロー ル25

r〆

工 程 管 理40 関 数 計 算122 特 殊 言 語 コ ンパ イ ラ21

輸 送 管 理10 代 数 計 算85 作 図 ・ 作 表25

在 庫 管 理21 テー ブ ル ・ル ック ア ッ プ4
・

編 集23

販 売.管 理5f そ の 他24 分 類 照 合16

原 価 管 理15 分 類 集 計f4

会 計 管 理18 変 換55

財 務 管 理17 ユ ー テ ィ リ テ ィ97

市 場 調 査8 そ の 他16

技 術 計 算80

(土 木,建 築,造 船)…

技 術 計 算13
(化 学)

技術 計 算(原 子 力)40

技 術計 算(機 械)11

擢臨 竃 場 損糧葺48
保 険 業 務 伯 号「 ρ

証 券 業 務5 {

一
'丙'

銀 行.業 務15

経 営 計 画10

情 報 検 索27

税 務 事 ・ 務7

自 動 制 御7

医 療 事 務6

そ の 他56
'一 一^・ 》.〔,一 、.」

,已 ・

ら52件 607件 354件

一55-一
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ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム表5-一 一2

..:.㌔ 噛

1

.'`

業【
適 ‥ 種
用
業
務

12 3 4' 5' 6 7、

農 石

竺 注
水 化

産 学

奮:

繊

讐

竺
ノく

ル
'プ1

鉄

竺
鉱

業
窯
業

機

械

●

建

設

、 電

気

機

器

'

輸}

送'

機'

.1 給 与 人 事 管 理

c

28(1)
,/

11B(2) , 59(1)

2 生 産 管 理 417(5)166(6) 255(4) ス6(2)

、3 資 材 管 理
、

3α5(11) Z6(2)

4 工 .程 管 理 28(1) 1z6(5)'154(4)
…

5 輸 送 管 理

6 在 庫 管 理 2β(1) 5.9(1)

7 販 売 管 理 255(4) 59(1)

8 原 価 管 理 85(1)159(5) 59(1)

9 会 計 管 理 11.8(2)

10 財 務 管 理 2β(1)

11 市 場 調 査 2β(1) 50(†)

12 技 術 計 算
(土木建築造船)

425(11)

15 技術計算(化 学) a5(1)83(3)

14 技術計算(原 子力)

15 技術計算(機 械) 55(2) 59(1) 50(1) 、

16 技 術 計"算
(電気照明,捲 測量)

167(2) 11.5(3)
'17
保 険 業 務

.18 証 券 業 務 ,:,

19 銀 行 業 務 ,

20 経 営 計 画 167(2)28(1)

21 情 報 検 索 83(1)2β(り `

22 税 務 事 務

25 自 動 制 御

24 医 療 事 務 '2β(1)`

25 そ の 他 28(1) 59(1)

「
'

q

メ00(12)100(56); 10町 方; 100(26) 100(2)

一54一
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1.11 12 15 14 ¶5 …

.運

輸

■

倉

庫

金
融
●

保
券
●

証
券

,

商
社
●

サ

1
ビ

ス

電

力

●

ガ

ス

'

.官 地

片 方

当
機 治

関 体

学校

●

団体

■

研
究所

計

算

セ

ン

タ.

1

、'L、`γP

電

算

機

メ

1

カ ○

Lい'1"㍉ ・.二

合

;
」

:

計
'%(件)

15.4(2) t2(1) 2.0(2)
.

z5(16) 4.5(25)

1
10.4(22) z1(59)

1.2④ 0.9(1) α5(1) 2.9(16)『

1.2(1) 57(4) 12.7(27) ス2(40)

25(1) 26.(1) 2.4(2) ' 2.8(6) 1.8(10)

25(1) ・2
.4(2) o、9(1) ZO(15) 58(2り)

Z7(1) ,50(1) 51(5) 6.5(7)
、

5.7(12) 5.6(5"

6,1(5) o.5(1) 2。4(15)

11.o(9) 4.8(5) 0.9(2) 5.5(18)

佃(9) 3.8(4) 1.4(5) 5.1(17)

2.6(1) 12'(1) 0.9(1) 1.4(5) t4(8)

50(2) 154(11) 252(27) 15.6(29) 14.6(80)

倫 o.9(1) 3.8・(8) 2.5(15)

o
225(24) Z5(16) Z2(40)

2β(5)' 1.9(4) 2.o「(w)

へ.・AF
.26・5(10)

5α4(25) 2,8(5) 25(5) 8.7(48)

↓

z9(5) 6.5(7) o.5(1) 2.0(11)

2.8(5) o.5(5)

76.9(10)
、

: 0.9(1)- 1.9(4) 2.7(15)
.

o・9(1
.)、
2.8(6) 1.8(10)

㍗イ5β(6)
・t2 .(1) 2.8(3); ス0(15) 4.9(27)

t2(1) 4.8(5) o・5(1) t5(7)

09(め 2.8(6) 1.5(7)

.〆 、・、、 、 2・3(5) 1戊(6):

50(1) } ・・448(17) ,1αo(8) .
2.8(5)・ 2.5(5) 65(36)

■
.

友'

:
.

100(4) 100(15) 100(2)

…

:†00ぐ58) 1-100(82)、
・

100(107)

「

100(213) 100(552)

".
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ラ イ ブ ラ リ ー ・ プ ロ グ ラ ム表3-3

業
種

、

適 ＼ .用

対'

象

1 2 5 4 5 6 7

対

空
水

室
食
品

石

些
化

学

芸

織

笠

替

;
プ 川 ・

鉄

鋼
鉱

業
窯

業

機

械

■

建

設

電

気

機

器 』

輸

送

機

1 数 値 解 析 50(5) P怜 20(1)

2 統 計 解 析 40(4) 100(2) 60(3) 100(1)

3 予 測 計 量 モ デ ル 10(1) 100(3)

4 関 数 計 算

5 代 数 計 算

6 テーフフレ・ル ックア ク プ 20(1)

7 そ の 他

合 計 100(10) 100(2) 100(5) 100(1) 100(3)

 

、

∀

表3-4シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム

業
種

機
能

4 2 5 4 5 6 7

農
林
・o

水

棲
食
品

石

刃
化

学'

ニ
ム

繊

維

艇
パ

膓

鉄

鋼
鉱

等
窯

業 ≠

機

械

■

建

設

電
r

気

機

器^"

輸
・ 、

送

機'

1 ゼ ネ ジ 一 夕 50(5) 1 50(2) 40(2)

2 チ ェ ッ ク 修 正 25(り

3 入 出 力 コ ン ト ロ ー ル 67(1)

4 特殊言語 コンパ イラ 155(2)

5 作 図 ・ 作 表 555(2) 67(1)

6 編 集 155(2) 1'

7 分 類 照 合
` 25(め 200(5)

.

8 分 類 集 計 155(2) 20(1) 100(1)

9 変 換 67(1) 20(1)

10 ユ ー デ ィ リ テ ィ 100(1) "7(1) 200(5) 20(1)

11 そ の 他 A、

台 計 100(1) 100(6) 100(4) 100(15) 100(5) 100(1)
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知

8 9 10 11 12 1ろ f4 15

合

計

・%(件)

運

輸

・

倉

金

融
保

拳
証
券

商

社

÷

↓
ス

電

力

.」

ガ

ス

官 地

庁 方

驚 自
機 治

関 体

学

校
団

圧
研

裂 ・

計

算

セ

ン

タ

ド

電

算

機

メ

1

カ

'125(1) 554(11) 128(6) 262(130) 254(154)

100(2) 125(1) 5α3(10) 447(21)
、
214(106) 247(150)

125(" 51.9(15) 97(48) 112(68)

25D(2) 12」(4) 64(3)
'

228(113)
'
201(122)

250(2) 242(8) 42(2) 147(75) 14D(85)

・08(4) 06(4)

125(1) 44(22) 40(24)

100(2) 100(8) 10〔K33) 100(47) 100(496) 100(607)

`

'～, F

8 9 10 11 12・ 13 14 15

}

合

計

%〈件)

運

輸

●

倉

庫 イ'

金,

融
保

墜
証
券

商

社
句

サ

1

ビ

ス

電

力

●

ガ

ス

F

官 地

庁 方

§～自

機 治

関 体 .

ψ

一一.学

校 ＼

畠
倭
研
究
所

計

算
セ

ン

タ

|

電

算

機

メ

1
〆 カ＼

69(2) 555(1) 50(1) 209(9) Z4(14) %(54)

5ス9(11) 50(1) 59(1) 11.6(5) η(9) Z9(28)
'

12る(24) Z†(25)

55(1) 145(1) 1Z6(3) z4(14) d〕(21)

143(1) 555(1) 91(5) 59(1) 23・(1) z9(15) Z1(25)

69(2) 1a2(6) zo(5) 53(10) 65(23)

14.3(1) v 47(2) 47(9) 45(16)

1α3(3) &1(2) ZO(5) t1(2) 蕊9(14)

5α5@o) 11β(2) 165(7) 1Z9(54) 155(55)

345(10) 5Z1(4)
A

354(1) 5α㊦0) 588(10) 3α2(15) 226(43) 2Z4(97)

a4(16) 45(66)

100(29) 100(7) 10〔〕(3) 100(53) 100(17) 100(43) 100(190) 1●)
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3・6・5登 録 プ ロ グ ラ ム の 内 容

(1)ア プ リケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラム の 登 録 状 況

登録 プログ ラム552件 中,技 術計 算(土 木,建 築,造 船)80件(14.6%),技 術計算(電

気,照 明,光 学,測 定)48件(&7%),技 術 計算(原 子力)40件(Z2%),工 程管理40

件(ス2%),生 産管理59件(Z1%),そ の他36件(6.5%),販 売 管理51件(5.6%)

の順 に多 く,つ づいて,情 報 検索,給 与人事管理,在 庫管理,会 計管理,財 務管理,資 材管理,銀

行業務,原 価管理,技 術計算(化 学),技 術 計算(機 械),保 険 業務,輸 送管理,経 営計画,市 場

調査,税 務事務,自 動制御,医 療事務,証 券事務,の 順になってい る。

以上の中で,技 術計算をすぺ て合算す ると192件 とな り,全 体の約35%と な ってい る。

|
これに対 して通 常の商工業 などで使 う販 売,生 産,会 計 に属す る ものの主要 プログ ラム総数は全体

の57%で あ る。 しか し,経 営計 画などのモデ ルは2%に も及ばない。数値制御,情 報検索,税 務

の ような今後 の伸 びが期待 され るものはまだ低 い率で ある。

この傾向は他のい ろいろな資料 でみ られ る電算機の適用業務の傾 向などと大 き く違 っている。通

常企業で開発 し,保 有 しているプログ ラムの大部分は給与で ある。 この中には,汎 用性 をもつ もの

がい くらで もある。 しか し前記で 明らかなとお り,応 用 プログ ラムとして世間で通用する段になる

と違 った結果がでて くる。

その理 由を推測すれば,他 の資料な どの目的 とア ンケー トの目的が大 き く違 う点 にあるだろう。

他の資料は電算機 の適用対象の実態 を示すのに対 して,こ のア ンケー トは他に提供できるプ・グ ラ

ムの保有状況 をとらえ よ うと レている点 である。 さて この趣 旨に立 って利用状況 の特徴を以下に述

べ る。 ・,、

第iに,技 術計算 のように,電 算機の誕生 とともに開発され,数 学的にも定式化 が固まっていて,

広 い汎用性を もつ ものが圧倒的に多い。実際,こ れ らは 広い範囲で使える し,事 実使われてい る。

第2に,電 算機 メー カの提供 に よるものが多いことも注 目に価す る。 これは1つ は プログラムの

開発がい まだに電算機 メー カに依存 していることを示 していると ともに,電 算機 メー カ自身 もこれ

を電算機売込みの手段 としている ことが考え られる。将来はユーザ,と くに,ソ フ トウェア企業,

大 企業,政 府,団 体,特 異企業,な どが開発の主体 となって行 くものと思われ るが,す でに,そ の

特徴 はい くつかアンケー トの中で もあ らわれている。

第5に,あ る特定 の適用対 象に対 して,あ る特定の業種,事 業所が開発 の主体 となっている例が

多い。例 えば,警 察庁 の情報検 索,建 設業 ・化 学工業のPERTや 技 術計 算などが この例である。
ヒノ

これ らはそれ らの事業所の背景 がそ うい うもの を作 り出 し,そ うい うものを生みだ して行 く必然性ξ

が ある証拠であろ う。

第4に,当 然の こと なが ら.官 公庁,大 型 ユーザ,電 算機 メー カの応用 プログラムは大規模 な も

一58・・
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のが多い。 しか し,明 確 左範囲内では共同開発 の例がないが, ..今後 は単独でな く,官 庁,メ ー カと

ユーザ,ユ ーザ間で共同で開発する例が多 く在ると思われ る。

第5に,法 律的に明確に規定され る事務処理用 プログ ラムが紹介され ていることをあげてk・く。

例 えば,税 務計算,給 与計算,保 険年金計算,な どがこれで ある。販売 ・会計 などもこの延長 と考

え られ る。 これ らは処理 が定型化 されているので,汎 用性 をもつと同時 に,ど の企業で も必要だ と

い うことで,今 後 とも標準的なアプ リケーシ ・ンと して比較 的多 く紹介され る可能性がある。

第6に,計 算 センタT'一と官庁 との関係を指摘 してお く。'と くに地方計算 センターと,地 方 自治体

とに多 くみ られる。 この相互依存の関係は現在 の集計処理的な ものか らさらに大規模な,か っシス

テム的なものえ と移行 して行 くことが考え られ る。 こうい う中でソフ トウェア産業が育成 され て行

くことも考え られ る。

第7に,今 後利活用 が大いに見込れる 例 え ば,数 値制御,情 報検索などが若干 なりとも出てい

ることは注 目に価 する。

以上,全 般か らみ ての気 がつ いた点を指摘 したが,こ の報告 の基礎 となっている 「プログ ラム登

録 のための調査」のもつ意味 を考えてみ よう。

回答のあった プログ ラムはユーザである一般企業か らのものが比較的 に少なかった。アンケー ト

の中か ら,そ の理 由を探 しだす ことは困難 である。 しか し,あ えて推測すれば,次 のことがいえ よ

う。"

第1に,企 業 には各 々特殊性があ り,応 用 プログ ラムでは,汎 用性の ある ものがで きに くいので

は ないか。また考え方 としてな ら提供できるが,プ ログラム化 した ものまで提供できるほ どの汎用

・性がないのではないか。

第2に,ア ンケ・一ートへ の協 力に問題は ないか。事実,tt最近 の企業 には玉石混渚のアンケー トや報

告書 などが洪水の渦の ようにな って,答 えることに不感 症化 しているのが実情である。

第3に,プ ログラムの秘密性が あるのではないか。世間一般 で評価の高い企業か らの提 出が少 ない

いのは こうした理 由が潜ん でい るのであろ う。 とくに電算機 メー カが自社のユー ザに対 してのみ提

供 できる とい うのはこの辺 の事情 を物語 っているのではないか。

第4に,プ ログ ラムとい う言葉 の範囲に擬問がないだろ うか。回答を出す方 にしてみれば,プ ロ

グラムとして一般 に通用す るだろ うか とい う不安がある。 とくに,日 常の業務処理でのプ ログ ラム

ではそ うである。 しか し,そ の中には広 い汎用性 をもった ものが沢山ある。

ここで,業 務別にアプ リケーシ ョン 」プログ ラムの登録状況 を簡単 にとりまとめてみる。

〔給与 ・人事管理 〕

全般か ら見 てその件数 は比較 的に多い。事業所別に見 ても若干電算機 メーカの ものが 目立つ程度

で,全 般的に分布は一様 である。 これは どの事業所に とっても,給 与計算は コンビ二一タの適用対

一59一



象 と して取組 みやすいことを反映 しているといえ よう。給与は税法やその他の法規 で相当明確化 さ

れ ているので,・定型化 しやす く,か つ,広 範囲に使用効果が ある ことか ら標準的 なアプ リケーシ 。

ンとしてパ ッケージ化 しやナいためであろ うが,入 事管理になる と簡単にパ ッケージ化することが

出来 ない。 これには経営的,心 理的諸要素をその中に折 り込 まなければならないか らだ と思われ る。

従 って別表 の中味をよく検討 してみても,人 事管理 といえるものがどの くらいの レベルを示 してい

るのか推測す るのが困難である。それは各事業所のニーズによって,人 事管理の仕方 やポイン トが

違 うし,そ れを定型化 してアプ リケー シ ョン化 を して も実用性がないか らであろう。

給与に関 しては大体月次の給与計算,年 末調整,各 種統計 とい うパ ター ンで,中 には退職給与引 『

当計算などの処理 も行 なっている。

使用言語はほ とん どCOBOLで,ア センブラーがそれに次いでいる。規模は2000～3000

ス テー トメン トで一様である。ただ し,人 事管理 を含む ものの中には20,000～400 ,000に

も及ぶ ものがあるが,そ の中味は この調査形式ではス テー トメン ト数か ら推理 して .も正確 に計 り知

ることは出来 ない。作成期間 や処理時間 もこの調査だけか ら決論ずけるのは危険である。 しか し,

プ ログ ラムの規模に よって違 うか もしれないが,だ いたい,多 目的または汎用性 の ものは通常 の『5

～5倍 はかかる とみ られる。 ＼

〔生産管理(資 材管理 ・工程管理を含む)〕 ・

製造業 にとって工場の管理は最 も重要視 しなければ ならない仕事である。工場では,部 品展 開に,

資 材管理,工 程管理 伶 そ して品質管理 にコンピュー タの活用が行なわれてい る。装 置工業の よう

に特殊 な資材 を使用 し,特 殊 な処理 を行 なっ.ている業 種では,ま すます資材管理や プロセス ・コン

トロールが複雑化 して,高 度なソ'7ト ウ ェア開発 の必要性が高 まるであろ う。

工程管理 におけるPERT,CPMな どは現 在で も各企業 で使われているが,今 後は汎用性 の高

いものが開発 され,か なbの 活用が期待 され る。現にプ建設業や 自動車工業 などは部 品展開とPE

RTの 手法 を多 く活用 している。 これ らは生産管理の中で最 も適用 しやす い分野であb,汎 用 ア プ

リケーシ ・ンとして使え るところなので当然 の帰結 といえ よう。今後は生産管理につい て も,経 営

計画に即 した高度な ものが必要 とな ってこよ う。

使用言語はアセンブラ,COBOL,FORTRANで あ るが,1件 だけALGOLを 使 ってい

る例がある。電算機 メ"カ の部品展 開やPERTな ど汎用性 の高い と思われ るものは100,000

～200,000ス テ ップの ものがあるが,他 はまちまちである。

〔輸送管理 〕

現在では輸送問題 が大 きな ウエ イ トを占めている運輸会社 などの特定業種に限定されているが,

交 通事情の問題が高まるにつれ,今 後各企業 にとって特 に重要 になって くる と思われ る。

最短輸送,運 搬貨物の最適配置の問題 など空輸,陸 送,コ ンテナ船のスケジュー リングには今後
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とも大規模 なシステ ムが必要 となるであろう。内容的にはシミュレーシ ョンに属す るもの,ORに

属 するもの,情 報伝達 に使用す るものなど各 々特徴を もってい る。

使用言語 はアセ ンブラ,FORTRAN,'COBOLな どで,大 きなプ ログラムはt&000、 ス

テ ップのものが あるo、

この分野は輸送 を専業 としている企業か,あ るいは輸送が大 きな ウェイトを占めている企業が主

なので,そ れぞれ特 殊なニーズを反映 した ものを出 している。

〔在庫管理 〕

生産管理,販 売管理を実施 する うえで連繋の深い業務であ り,と くに機械製造,デ パー トな どの

対象品 目が多種 にわたる企業で利用度が高い。

内容 は在庫状況の把握 を主 幸す る業務と予測やシ ミュレーシ 盲ンを含む在庫管理の ものと2系 統

に分け られ る。一般 に利活用されている ものは主 として入 出庫の際の在庫 ファイル ・メンテナ ンス

およびそれ らの諸統計なので,'あ る程度 のルーチン化が可能で あり,今 後活用度 がかな り増加す る

分野であると思われ る。

言語 はほ とん どアセンブ ラで,COBOLが これに次 ぎ.FORTRANは1件 の みで ある6規

模は2,000ス テー トメン ト位 が多い。

〔販売管理 〕

現在は売上,売 掛,出 荷,請 求入金 などの各種伝票発行 とそれ らの統計を主 な内容 としてい る。

今後は在庫管理.経 営計 画などとも関連 をもたせたプ ログ ラムの開発が必要 となるであろ う。

チ ケッ トに よる信 用販売,『あるいは割賦販売が普及 しっつある現在,'コ ン ピュータは販売管理業

務にと ってます ます必要 な もの となづて こよう。 この面においても応用 プログラムの開発が重要 な

問題 となって くる。'∴ 、

使用言語はCOBOLと ア センブラであるが,汎 用性を志 してい るものに数万ステー トメン トの

ものがあるが,他 は比較的短い。

〔原価管理 〕 ・

原価管理 におけ る内容 は,そ のほ とん どが原価 の集計 と分析 とであるが,戦 略的 な原価計算を行

.な っているところもあるo

原価計算は,製 品の種類 によ りその手法がかな り異 なるので,一 般的 なルーチンを開発すること

はやや困難であるが,ζ れ に伴な う明細表作成などの統計業務 をルーチン化 することは可能である。

今後は,生 産管理,販 売管理 とも関連させ経営計画 に応用 できるような プログラムo開 発蛮重要

になるで あろ う。 ,,

使用 言語 はアセンブラが多 く,COBOLが これに次 ぐ。規模はほ とん ど1000ス テ ー トメソー

ト以下 の小さな ものであ る。
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〔会計管理 〕1

会 計管理は事務機械化 に際 して早期か ら手 をつけ られた業務で,多 くの企業でのルーチ ンワーク ＼

となってい る。,

売 上および仕 入 ・購入 ・外注 などの伝票管理が主務で,手 形管理 を含む資金管理 も含まれている。

また,財 務管理,経 営管理の資料 として今後 とも迅速性,正 確性が要求 される。

使用言語はCOBOLで,ア センブラがそれに次いでいる。1,000～2,000ス テ ー トメ、ン ト

の規模 が多い。

〔財務管理 〕

財 務管理は,総 勘定元帳 の作成,試 算表の作成,そ れ に決算書類の作成が主 なものであ り,他 に

は固定 資産,棚 卸関 係の ものが若干 あ る。 これ らは同業種間では科 目が あま り変 らないので,あ る

程度 のルーチン化 が可能である。

使用言 語はCOBOLが 大 半 を占め,ア センブラがそれに次いでいる。規模は汎用性 の ものを除

いて1,000ス テー トメン ト程度 の もの が多い。

〔市場管理 〕

テ レビや ラジオの視聴率 の集計分析,官 公庁 が行な う世論調査の集計分析,一 般企業 が行な う需

要予測や製品企画のための集計 分析 に多 く利 用されてい る。

方法 もアンケー ト集計の ような単純 な ものか ら,予 測手法 を使 った高度 なもの まで まちまちで あ

る。前者は主 としてCOBOL,後 者 はFORTRANを 使用言語 としている。

また最近では,テ レビや ラジオ局 で集計分析 した結果 をCMス ポ ッ トの販売 へ応用するなどの よ

うに,販 売管理 の一分野に とり入れてい るところ もあ り,今 後は経済予測 とともにコンピュータ利

用 の大 きな分野 を占めることになろ う。

〔技 術管理 〕

全般的にみて登録件数 は比較 的多い部類 に属す る。その うち,電 算機 メー カ,計 算センター,政

府諸機 関,学 校 ・研究所,建 設業 の作成す るものが大半 を占めている。

内容は,建 設用,造 船用,化 学 プ リン ト用 の構造計算,設 計計算,測 量計算,化 学反応計算,光

学計な どその分布範囲はきわめて広 い。事実,も っとも多彩 に適用 しやすい分野で あることは確か

で ある。

使用言語は性質上FORTRANが 圧倒 的に多い。規模は設計計算で千～ 数千 ステー トメン ト,

その他の技術計算で数百ステー トメン ト程度である。処理時間は数分の ものが大半 を占めている。

今後 は高層建築,宇 宙開発,原 子力関 係の技術計算が ます ます伸びてゆ くであろ う。

〔保険 ・証券 ・銀行業 務〕

政府関 係機関お 司び地方 自治体で行 なわれてい る健康保険,国 民年金 な どの業務は処理方式がほ
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とんど同じであるにもかかわらず,個 々に開発が行なわれている。このように汎用性の高いものは

最 もルーチン化を急ぐ必要がある。

証券業では株式売買処理業務をはじめ信用取引,保 護預 り,債 券業務,企 業診断などに利用され

ているが,今 後は東京証券取引所を中心として全国的なオンライン化が行なわれるであろう。そし

て時 々刻々と変化する株式情報を直ちに伝送サービスするような大規模なシステムが確立されるで

あろう。
べ

銀行では,預 金,貸 出,替 為業務にオンライン化 を進め,事 務処理の迅速化 に役立 たせている。

またクレジッ トに よる信用販売,割 賦販売の 自動振込みに,電 気 ・ガス ・水道料金,NHKの 受 信

料,住 宅公庫の返済金の取 扱いなどの 自動振込 みにコンビ,ユ一 夕はたえまな く活用されてい る。

使用言語 はアセンブ ラが多 く,COBOLが これに続硲てい る。 プログラムは数千 ない し1万 数

千ステ ップ程度で比較的長い ものが多い。 》

〔経営計画 〕

登録 プログラム数 は比較 的少 ない。保有の分布状況は比較的に広 いが,そ の うち電算機 メーカが

約半数 を占めてお り,次 いで計算 センター とな っている。内容は産業関連分析,時 系列分析,シ ミ

ュv－ シ ョンなどでFORTRANを 主要 な言語 としてい る。 プログラム規模は数万ステー トメン

トに及ぶ ものがある。

また,登 録には産業 関連分析,設 計投 資計画,予 算編成計画の ようなシステムが紹介 されてい る

が,こ のようなシステムが実際 に役立 ってい る例は少ない。

今後,各 業務について応用プ ログラムが整えば,こ の ようなシステムの確立は実現で き よう。

〔情報検索 〕

各業種 ともか在 り重要視 しているが,ま だ開発途上の段階で もあ り,一 部の組織体で活用 してい

るにす ぎない。 また,蓄 積デー タの収集 にもかな りの人力が要求される。一般 に利用者 は不特定多

数なので,誰 で も取扱え るような検 索命令の簡便化 が特に重要 となる。

この ように,情 報検索の問題はデー タ ・マネージメン トで あり,フ ァイル更新 のための技術であ

る。 このためファイル管理用特 殊言語 の開発 も必要 となっている。

利用範囲は文献や資料の検索であ るが,マ イク ロフィル ムとも連動すれば利用範 囲 もさ らに広 ま

ることであろ う。

使用言語は プログ ラムの性質上,ア センブラであり,規 模は小規模な もので教子ステ ップ,大 規

模 な もので1万 ～5万 ステ ップで ある。 インク ワイヤ リ・タイムは1件 当 り1分 以内で,平 均数秒

程度である。

〔税務事務 〕

全般的 にみ て登録数 は少 ない部類 に属す る。作成元は計算 センターがほ とん どを占めてお り,利
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用機関は大半が地方 自治体 である。内容は固定資産,法 人税 を始 め,各 種税額の賦課計算である。.

税 務は汎用パ ッケー ジの作 りやすい業 務で あり,地 方税な ど各 自治体 により事情の異 なるものは

一部手直 しして も
,全 国的 に統一 されている自動車税 とともに汎用化,ル ーチン化 して集 中処理 を

行な うぺきである。

使用言語 はア センブラとGOBOLが 半 々位 である。規 模は数千ステ ップか ら数万ステ ップまで

まちまちである。

〔自動制御(数 値解折)〕

全体に占め る割合は医療事 務に次いで少ない。内容 はいわゆるAPTと い われ る工作機の数値制

御用の プログラムで,中 には工作機以外の機器の制御を行な った り,補 完するプログラムもある。

使用言語 と規模 を明示 してあるのは1件 で,、FORTRAN,ア セ ンブラの両方を使用 し,・・5万

ステ ップの規模である。

現状におけ る数値制御工作機は,工 程の一部 として各所で使用 され てい るが,そ れぞ れ独自の限

られた働 きにとどまっている。将来 はそれぞれの工作機械に電子頭脳を備えるか,あ るいはそれ ら

お中央 のコンピュータで コン トロールする ようなシスデ ムを開発す ることが望 ましい。 しか し,装

置工業 におけ る数値制御は比較的進んでお り,今 後さ らに発 展を続ける ことが期待 され る。

〔医療事務 〕

現状におけ る事務処理は,病 院管理,診 療報酬,請 求事務,健 保計 算などで,自 動 診断 のような

ものはまだみ られない。

病 院管理 には広い範囲の病院内の業務,た とえば診療報酬請求,薬 品器材管理,放 射線 ・検査の

稼動,給 食,会 計などがある。

使用言語,規 模 などは不明であるが,比 較的小 さい計算機 で処理 しているので,小 規模 なものと

思われる。,・

今後,医 学的な面 で病状 などの分析が進 めば,診 断技術 をは じめとする高度左業務に使われ るよ

うになろ う。 これ らのプワグ ラムは汎用性 も高 く,地 方病院を中央 と連結すれば隔地病院 において

も迅速 ・適切 な診断 を行 なうことが可能であることか ら,最 も開発が急がれ る分野で ある。

これ ら総合的な医療情報システムの確立 は近い将来実現され ることであろ う。

〔その他 〕

計画管理,電 算機設備計画,成 績証明,デ ー タ伝送,運 転 者管理,計 算機使用時間集計,審 査,

一夕ル ・シス テム
,住 民記録,料 金計算,(ガ ス ・水道)な どきわめ て多様で ある。使用言語は概

ζアセンブ ラが多い。保 有先,規 模 はさまざまである。

'、
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AO1給 与 ・ 人 事 管 理

●

●

SエCS:Ski■ ■lnv・nt。rアC・ntr。 ユSy・te皿(三 菱電 機)

Pers・nnθ ■System(NCR)

給 与 計 算 労務 統計 等 プ ログ ラム(日 本 ア ル ミニ ウム工 業)

JエNJエTK工:人 事 統計(朝 日信 用 金庫)

給 与 プ ログ ラム(大 和 銀 行)

KYOUPD'TB:KyuYOUPD・T・B(三 機 工 業)

給 与 計 算(日 本化 薬)

NO.25給 与 支 給 明細 書(日 本 電 子会 計 学院)

PAY-UTl給 与 計算 汎 用 プ ログ ラム(日 本 工BM)

給 与 計 算 事務(富 士 通)

給 与計 算 シ ス.テ ム(野 村 電子 計 算)

GENERALPAYROLI」(NCR)

SCAPES(協 栄 計 算 セ ンター)

給 与所 得税,月 額,サ ブル ー チ ン(三 菱 電機)

TAX-SUB:所 得 税算 出サ ブルー チ ン ・プ ロ グ ラム(日 本 工BM)

FPTAX:Payro■lTaxRoutineC(日 本 電 気)

所 得 税 サ ブ ルー チ ン(日 立製 作 所)

SIPPO:失 業 保 険 料 金算 出 サブ ルー チ ン ・プ ログ ラム(日 本 工BM)

賞 与 税算 出 サ ブル ー チ ン(三 菱電気)

BONUS-SUB:ボ ー ナス税 額算 出サ ブ ルー チ ン(日 本 工BM)

年 末 調 整 年税 額 算 出 サ ブ ルー チ ン(三 菱 電機)

NUT:年 末 調 整 汎用 プ ログ ラム(日 本 工BM)

Y-ADJT:TaxAdjust皿entRoutineG(日 本 電 気)

年 末調 整 税額 算 出 ルー チ ン(日 立製 作所)

退 職 給与 決 算 ・予算 明 細書(井 関 農機)

θ
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AO2生 産 管 理

生産 計 画 の設 定(フ ラン スベ ッ ド)

生 産計 画CHECK,労 務 工 数 計 算,型 式 別 工数 計 算

DYPOS(味 の 素)

L工pos(味 の 素)

BO工LER(味 の 素)

M工ZU4(味 の 素)

FLANS(味 の 素)

生 産計 画(東 洋 曹 達)

山 積み ス ケ ジ ュー リング(日 本 化 薬)

WORKCENTER・ 選別(日 本 化 薬)

資 材 展 開 プ ログ ラム(日 本 化 薬)

SAS且COSTINGPROGRAMO60(三 機 工 業)

SGRUN59(三 機 工 業)

丁工PP(三 菱 事 務 機械 販 売)

所 要 仕掛 品 原単 位 マス ターの作 成(日 本 化 薬)

PEIS(三 菱 電 機)

ASSEMBLYLINEBALANCE(三 菱 電機)

日程 計画(千 代 田化 工 建設)

ASTRA(東 京 芝 浦 電 気)

生 産 管理(5)日 程 計 画,改 良 山積 法(富 士通)

生 産 管理(1)(富 士 通)

CHIPS二 化 学 プ ロ セス用 汎用 プ ログ ラム

生 産情 報管 理 シス テ ム にお け る所 要 量計 画

PCS:プ ロ ジェ ク ト ・コ ン トロー ル ・シス テ ム

DTAB二Deci8ionTabユ θ(東 京 芝浦 電 気)

ASTRA/MONITOR(東 京 芝 浦電 気)

BMプ ロ セ ッサ(日 立 製作 所)

SCPO43:SashCo8ting]i)rogramO43(三 機 工業)

SGRUN21(三 機 工 業)

BMP:B/Mプ ロ セ ッサ ー(日 本IBM)

ASSIES:B/MP・ ・ce・s・ ・(日 本 ユ ニバ ック)

(フ ラ ン ス ベ ッ ド)

(日 本 工BM)

(日 本 工BM)

(日 本IBM)
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TOSpEX-50:ToshibapartExpユosion-50(東 京 芝 浦 電 気)

TOSPEX-20(東 京 芝 浦 電 気)

TOSPEX-10(東 京 芝 浦 電 気)

TABS－ 且:TableBi1■ofMatθriaユsSystem-H(日 本 電 気)

TABS-D:TapθBiユ ユOfMateria■sSystθm-D(日 本 電 気)

DエBS:DiskBi■ ■ofMatθriaユsSysteln(日 本 電 気)

要 求 量 計 画(NCR)

生 産 計 画 と 管 理(NCR)

、

AO5資 材 管 理
も

購 買 受入 予算 表(井 関農 機)

主 要 部 品 予実 表(井 関農 機)

RUN2M460:長 期,確 定 差 額表(福 山 ゴム工 業)

RUN2M4501繊 維 ,部 品 の差 額 計 算(福 山 ゴム工業)

RUN2M440:製 品 別材 料 一覧 表(福 山 ゴ ム工業)

RUN2M410:ゴ ム製 品 ,繊 維 部 品別 所要 畳表(福 山 ゴ ム工 業)

PUN2M400:材 料 別 所 要 畳表(福 山 ゴ ム工業)

PUN2M590:材 料 名 記入(福 山 ゴム工業)

PUN2M370二 繊 維 部 品 計算(福 山 ゴム工業)

PUN2M350:ゴ ム,薬 品計 算(福 山 ゴム工業)

PUN2M320:練 ゴ ム量計 算(福 山 ゴ ム工業)

資 材 管理(備 後 計算 セ ン ター)

原 料受 払(日 本化 薬)

注 文 書 発行(日 本化 薬)

lfa9月 別 商 品別 仕入 一覧 表(日 本 電子 会 計学 院)

ABC分 析 プ ・グ ラム(三 菱 電機)

■
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AO4工 程 管 理

作 業票発 行(井 関農 機)

日程 計 画表(井 関農 機)

作 業 票集 計(井 関農 機)

AL工CE-100:Assemb■yLineBaユance-100(三 菱 電機)

工 数 管理(富 士通)

SIMUI・T(日 本 情 報処 理 開発 セ ンター)

PECTCPM(三 井 東圧 化学)

戸 田式PERT/T工ME(戸 田 建 設)

PERT/MAN(日 立 製 作 所)

CPM(日 立 製作 所)

PERT/COST(日 立 製 作 所)'

IPERT/TエME(日 立 製.作所)

IPFRTl(三 菱 事 務 機械 販 売)

PERT2(三 菱 事 務 機械 販 売)

]PERT3(三 菱 事 務 機械 販 売)

MCC-PERT(三 菱 原 子 力工 業)

MCC-CPM:CriticaユPathMethod(三 菱 原 子 力工 業)

MCO-MANSD.:ManScheduユing(三 菱 原 子 力工 業)

Pr。gramE▽aluati。nandRe▽ieWTechnique/白 狐e(三 菱 電 機)

PERT/TエME(大 成 建 設)

PERT/MANPOWER(大 成 建設)

PERT/EQ,UIPMENT(大 成 建 設)

PMS(日 本IBM)

CriticaユPathMethod(日 本 ユニバ ック)

PERT/T工ME(日 本 ユニバ ック)

PERTTM:PERT/TEME(日 本;ニ バ ック)

CPM(日 本 ユ ニパ ック)

PERT/COST(日 本 ユニバ ソク)

PERT(日 本 ユニ バ ッ ク)

CPM:CriticaユPaBsMethOd(日 本 ユ ニパ ック)

PERT-MS(東 京 芝 浦電 気)
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CPMCPM/MONITOR'(東 京 芝浦 電気)

?ERT/T工ME(富 士 通)

PERT/MANPOWER(富 士 通)

PERT-A:日 程 管 理(日 本 電気)

PEPTG,D:日 程 計画(日 本 電気)

PERT/MAN-SCHEDUI・ING:日 程 計 画(日 本 電 気)

PERT/COSTK:日 程 計画(日 本 電気)

jAKY-IPERT(日 本 不 動 産取 引情 報 セ ン ター、

PERT/T工ME(NCR)

、

AO5輸 送 管 理

AirCarg。Gudge皿en七Pr。gram(中 央電 算研 究所)

ト ラフ ィッ ク ・サ ン プル発 生(運 輸 省 竜子 航法 研究 所)

輸 送 最短 距 離算 定(日 本 専 売 公社)

コ ンテ ナOnLineDocu皿 θn七System(日 本 郵船)

TRANS:輸 送 問 題 プ ログ ラ ム(日 本 工BM)

VSP:配 送 計画 プ ログ ラム(日 本 工BM)

TRANSUB5601輸 送 問題(日 本IBM)

石 油搭 載 用 タンクロー リ自動 車 配車計 画 シミュレーション(沖 電 気工 業>

TP:TransportationProgra皿(東 京 芝 浦電 気)

輸 送型LP(富 士 通)

●

AO6在 庫 管 理

σ

SYS-2(大 同 酸 素)

コ ン テ ナOnLine工nvθn七 〇ryOontro■(日 本 郵 船)

SCP/08:SashC。s七ingProgra皿108(三 機 工 業)

AエMS(三 菱 事 務 機 械 販 売)
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面6,在 庫 品 出納 台 帳(日 本 電 子 会計 学 院)

在 庫 管理 業 務(富 士 通)

倉 庫 業務(富 士通)

在 庫計 算 プ ログ ラム(岩 崎電子 計 算 セ ン ター)

ForcastingofInventoryControユSystem(日 本 電気)

ma7,在 庫 品 残 高明 細(日 本 電子会 計 学 院)

RETAエLエMPACT:小 売 業 向在庫 管理(日 本 工BM)

WHOLESALEエPACT:卸 売 業 向在庫 管 理(日 本 工BM)

売 上 伝票 発 行 と在 庫 管理 の リア ル タイム同時 処 理(富 士 通)

エSIM:エn▽ θntorySi皿uユationSy8te皿(日 本 電気)

WARE且OUSESTOGKCONTROI」(NCR)

在 庫 管理 と需 要 予測(NCR).

エNVOエCE業 務 と在 庫 管理 シス テ ム(NCR)

C級 品 管理 プ ログ ラム(三 菱 電 機)

生 産 情報 管 理 シ ステ ム(PエCS)に お け る在 庫 管理(日 本 工BM)

納 入 管理(日 本IBM)

sエMCON(東 京 芝浦 電気)

AO7販 売 管 理

販 売 関係 プ ログ ラム(日 本 ア ル ミニュ ウム工 業)

製 品 販 売 管理 パ ッケー ジ(中 央 計 算 セ ンタ ー)

LPG-AS:液 体 石 油 ガス販 売 店業 務 汎用 シス テ ム(日 本 工BM)

自動 車 デ ィー ラ部 品管 理(日 本IBM)

TAP:タ イ ヤ販 売業 務(日 本 工BM)

E8CORT(日 本 工BM)

TOSBAC－ ミ ロク シス テム(東 京 芝浦電 気)

販 売管 理(富 士通)

自動 車 販 売業 務(富 士通)

電 子 計算 機 とデー タ伝送 に よる販 売管 理(富 士 通)

割 賦 販売 掛 金 管理 シス テ ム(野 村 電子計 算 セ ンタ ー)

■

φ
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販 売 管理 パ ソケー ジ(野 村電 子 計算 セ ンター)

販 売 管理 シス テ ム(野 村 電子 計算 セ ン ター)

RETA工LSALESAUD工 丁(NCR)

チ ケ ッ トに依 る割 賦 販売 管理(日 本情 報 処理 開発 セン ター)

卸 売業 にお け る標 準販 売 管理EDPシ ス テ ム(日 本情 報 処理 開発 セ ン ター)

シ ョウヒ ンル イ ケイ ショ ウ ヒン ジュ ン ポウ(時 研経 営情 報 セ ン ター)

EMPHASIS(NOR)

Auto皿a七edRouteCol1ー しro■(NCR)

取 引 先別,商 品 別,販 売 管理 表(岩 崎電 子計 算 セ ンタ ー)

部 品売 上伝 票(井 関農機)

モ トチ ョ ウル イケ イ ・モ トチ ヨウサ クセ イ(時 研経 営情 報 セ ン ター)

GRAPH:窓 枠 出荷 ラン キ ング図作成 プ ログ ラム(三 機 工 業)

MTS15:窓 枠 請 求明 細書 作成 プ ログ ラム(三 機 工業)

MTS45:窓 枠 出荷 頻 度作 成 プ ログ ラム(三 機 工 業)

%4商 品 売 上 明細 書(日 本 電 子会 計学 院)・

%5月 別 商 品別 売 上一 覧 表(日 本 電子 会計 学 院)

%8商 品 別 仕入 明細 書('H本 電 子 会計 学 院)

UT工L工TYB工LLING(NCR)

顧 客 名 索 引簿(朝 日信用 金庫)

販 売 予測(ポ ー ラ化 粧品)

AO8原 価 管 理

◎

SDACV-1:航 空及 び海上貨物流通経費分析(中 央亀算研究所)

オーダー別 細別工数実 績(井 関農機)

SYCE(味 の素)

標準原価計算 その1(日 本化薬)

標準原価計算 その2(日 本化薬)

標準原価計算 その3(日 本化薬)

標準原価計算 その4(日 本化薬)

標準原価計算 そ の5(日 本化薬)
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斑20製 造原価報告書(日 本電子会計学院)

ra21-5比 較製造原価報告書(日 本電子会計学院)

ra26個 別原価計 算書(日 本電子会計学院)

Jlra27-1-5統 合原価計算書(日 本電子会計学院)

印刷業 に於け るコス ト システム(NCR)

ル

AO9会 計 管 理

出納 業 務 プ ログ ラム(徳 島 電 子計 算 セ ンター)

会 計 カー ド・チェ ッ ク リス ト(井 関 農機)

支 払 予 算表(井 関農機)

NDS会 計 処 理 シス テ ム:手 形 管理 編(日 本 デ ー タ ・シス テ ム)

共 選 果 実単価 及 び代 金 精算 書(岐 阜 電子 計算 セ ンター)

セ イ キ ュ ウル イ ケ イ ウ リカ ケ ジュ ン ポ ウ(時 研 経営 情報 セ

一般 会計 プ ログ ラム(入 王 子電 子 計算 セ ン ター)

%1売 掛 金補 助簿(日 本 電子会 計 学院)

%2売i掛 管理 表(日 本 電子 会 計 学 院)

vlTa5売 掛 金請求 書(日 本 電子 会 計 学院)

lfa10買 掛 金 補 助簿(日 本電 子 会 計学 院)

Yfa11買 掛 金管 理表(日 本 電 子 会 計 学院)

vfa15受 取 手 形 明細書(日 本 電子 会計 学院)

vlra14支 払 手形 明細書(日 本 電 子 会計 学 院)

面15割 引 手 形 明細 書(日 本 電 子会 計 学 院)

盃16譲 渡 手 形 明細 書(日 本 電子 会計 学 院)

ACCOUNTRECEIVABLE(NCR)

Genera■AccOUntBPayabユe(NCR)

一)
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A10財 務 管 理

、

、
¶

試算 表(岩 崎 電子 計 算 セ ンター)

NDS会 計 処 理 シス テ ム:財 務 管理 編(日 本 デ ー タ ・シス テ ム)

汎 用会 計 処理 システ ム(大 阪 中央 計 算 セ ン ター)

日計 表 試 算表(日 本 化 薬)

%12総 勘 定元 帳(日 本電 子 会計 学院)

%17試 算 表(日 本 電 子会 計 学 院)

%18貸 借 対 照表(日 本 電子 会計 学 院)

Me.19損 益 計 算表(日 本 電子 会 計学 院)

11ra21-1比 較 貸 借 対 照表(日 本電 子 会計 学 院)

%21-2比 較 損 益計 算書(日 本 電 子会計 学 院)

%22月 別 経 費 一 覧表(日 本 電 子会計 学 院)

業 績評 価 シス テ ムMES-Phase皿(東 京 芝浦 電 気)

固 定 資産 減価 償 却 システ ム(野 村 電子計 算 セ ン ター)

業 績評価 システ ムMES-Phasθ1(東 京 芝浦 電 気)

経 理 業 務(富 士通)

%25減 価 償 却計 算 表:定 率 法(日 本 電子 会 計学 院)

yJ5.24減 価 償 却 一 覧表:定 額 表(日 本 電子 会 計 学院)

A11市 場 調 査

一、

相関 度 数 分 布表 作成(陸 上 自衛 隊)

聴 取 率,到 達 率 お よび頻度 計 算(日 本 ビジネス コ ンサル タン ト)

COMPET(三 菱 化 成工 業)

人 口動 態調 査(東 京 大学)

ク ロス集 計(日 産 自動 車)

SAP:調 査 分 析 プ ・グ ラ ム(日 本IBM)

選 挙 予 測 プ ログ ラム(東 京 芝浦 電 気)

MART:MarketingResearchofToshiba(東 京 芝浦 電 気)
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A12技 術 計 算(土 木,建 築,造 船)

土 量計 算(日 本 ビジネス コ ンサ ル タ ン ト)

GM及 び ハ イ ドロ計算(日 本 ビジネス コ ンサル タン ト)

CURVE

STAP-■

STAP-I

APOFS

FRAME

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(戸田建設)

(戸田建設)

平板振動解析 プログラム(東 京大学)

骨組構造振動解析 プログ ラム(東 京大学)

レス ポ ンス計 算(日 本 ビ ジネ ス コ ンサル タン ト)

河 床変 動 解析(日 本 ビジネ ス コ ンサ ル タン ト)

河 川 流量 計算(日 本 ビジネス コ ンサル タン ト)

杭 基礎 の計算(日 本 ビジネス コ ンサル タン ト)

ク ロソイ ド計 算(日 本 ビジ ネス コン サル タ ン ト)

斜 面安 定 皿

床版 の積 算

最 適積 荷計 算

縦 強度計 算

STANlS

STANl

STAN2

8TAN5

STAN4

STAN5

STAND

板 取 リプ ログ ラム

鉄筋 コ ンク リー ト構 造 計 算 プ ログ ラム

斜面 の 安定 解 析(中 国 計 算 セ ン ター)

GSAP-Vr1(三 菱 原子 力 工業)

(東京大学)

(東京大学)

(構造計画 研究所)

(構造計 画研究所)

(構造計 画研究所)

(構造計 画研究所)

(構造計 画研究所)

(構造計画研究所)

(構造計画研究所)・

(三 菱事務機械販売)

(中 国 計 算 セ ンター)
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PエSYAN(三 菱 原子 力工 業)'

GSAP-EIG(三 菱 原 子 力工 業)

PLAN(三 菱 原子 力 工業)

PLAN-EエG(三 菱 原 子 力 工業)

PLAN-B(三 菱 原 子 力工 業)

CYLAN(三 菱 原子 力工業)

PLASTP/PLASTC(三 菱 原 子 力工業)

TORAN(三 菱 原 子 力工 業)

ATLA『S(三 菱 原 子 力工 業)

PatternDe8cr'ipti▽ θLanguageMode■B

PatternDθscripti▽e工 」anguageModelZ

DAOS(三 菱 原 子 力工 業)'

PEARL(三 菱 原子 力工 業)

エCES(三 菱 原 子 力工 業)

整 地 計 画(大 成建 設)

円弧 すべ り(大 成 建 設)

土 留 計 画(大 成建 設)

ダ ム コ ンク リー ト打設 計 画'(大 成 建 設)

基 礎 杭(大 成建 設)

板 の応 力計 算:有 限 要 素法(大 成建 設)

TRIM:板 取 り処理 プ ログ ラム(日 本 工BM)

ILCB:連 続 桁 の影 響 線(日 本 工BM)

エLOT:連 続 平 行 トラス の影 響 線(日 本 工BM)

(三井造船)

(三井造船)

IRREGULAR:不 整 形格 子 桁 の影 響 線(日 本IBM)

COM]POSエTE:合 成 桁 の経 済断 面(日 本IBM)

ROADS-SV:道 路 設計 土量 言†算(日 本 工BM)

RAHMEN皿:任 意 形 ラー メ ン(日 本IBM)

SP-5:円 弧 す べb計 算(日 本 工BM)

RAHMEN皿:任 意 形 ラー メン(日 本 工BM)

PLATE:平 板 分 析(日 本 工BM)

SERAN-1:振 動 応 答 解 析 プ ログ ラム(日 本 工BM)

COGO:幾 何 座標 計算 プ ログ ラム(日 本 工BM)

STRUDL:構 造 デザ イン分析 プ ログ ラム(日 本IBM)
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FRAN:骨 組 立 体 構造 物 の解 析 プ ログ ラム(日 本 工BM)

CURVE:曲 線 桁(日 本 工BM)

工CES-ROADS:道 路 設 計 プ ログ ラ ム(日 本 工BM)
イ

Structura■EngineeringSy8tem8Soユ ▽er(日 本 ユ ニパ ック)

門 形 ラー メン(東 京芝 浦電 気)

EARTH・WORK:土 量 計 算(東 京 芝浦 電気)

STAF:二 次 元 骨 組構 造 解 析 プ ログ ラム(東 京 芝 浦電 気)

FEM(東 京 芝浦 電気 ㍉

TFRAN(東 京 芝浦 電気)

レ ス ポ ンス スペ ク トル(東 京芝 浦電 気)

円弧 す べ り安定 計 算(東 京 芝 浦電 気)

曲線 箱桁(東 京 芝 浦 電気)

管 路 網 計算(東 京 芝 浦電 気)

配 水 管網 の流量 計 算(富 士通)

StructuraユEngineeringProgramSy8tem-1

圧 密 沈下 量 及 び沈下 速 度 の計 算(不 動建 設)

多 層 構造 の 沈下 計 算(不 動建 設)

台 形 分布 帯 状荷 重 に よる地 中応 力 計算(不 動 建設)

A13技 術 計 算(化 学)

(日本電気)

7

培養 仕 込 日程計 画(明 治製 菓)

Gpoチ ャ ー トデー タ整 理(東 洋 曹達 工業)

色 合 せ:カ ラーマ ッチ ング(日 本化 薬)

NMR解 析 プ ・グ ラム(日 本 工BM)

MCD:多 成 分 系 蒸溜計 算(日 本 工BM)

MSP:Mu■tiBtageSeperationPrOgram(日 本 ユニ バ ック)

ERBAR(日 本 ユ ニパ ック)

UNICS:結 晶 構造解 析 用 プ ログ ラム(伊 藤 忠)

X線 結 晶解析 各 種 デー タ処 理.(東 京 芝浦電 気)

X線 結 晶解析 フー リエ合 成及 び構 造 因子,最 小2乗 法(東 京 芝浦 電 気)

x線 結 晶解 析 パ ラ メー ターの関数(東 京 芝 浦電気)

煤 煙のSO2濃 度 分 布 と諸特 性値 計 算(昭 和 電工)

GIFS(東 京 芝浦 電気)

「

'
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A14技 術 計 算(原 子 力)

LASER(三 菱 原 子 力 工業)

LEOPARD(三 菱 原子 力 工 業)

SエZZLE(三 菱 原 子 力工 業)

2DB(三 菱 原子 力 工 業)

CAESAR-4(三 菱 原子 力工 業)

MACRAD(三 菱 原 子 力工 業)

REAX(三 菱 原 子 力 工 業)

HEATエNG-2(三 菱 原子 力工業)・

FLARE(三 菱 源 子 力工 業)

EXTERMエNATOR-2(三 菱 原 子力 工業)

METHUSEI,AH-2(三 菱 原子 力工 業)

THERMOS:ANL(三 菱 原子 力工 業)

T且R'EDES(三 菱 原 子 力工 業)

FORE-2(三 菱 原 子 力 工業)

MC2(三 菱 原 子 力工 業)

HEATエN(}-2(三 菱 原子 力工 業)

2DB(三 菱 原 子 力工 業)・

FLARE(三 菱 原子 力 工 業)

LエBLST(三 菱 原子 力工業)・

CRAM:二 次 元多 祥 拡散 コー ド(日 本IBM)

EXTERMNATOR-2:二 次 元 多祥拡 散 コー ド

BTF-N:一 次 元 多 群 輸 送方程 式 コー ド

20F:二 次 元 多祥 輸送 方 程式 コー ド

SIZZLE:一 次 元 多群 燃焼計 算 コー ド

TORC且:一 次元 多 祥燃 焼計 算 コー ド

AエREK－ 皿:一 点 近 似 動特 性 コー ド

AエROS:動 特 性 コ ー ド(日 本 工BM)

KPARAM-1:動 特 性 パ ラメー タコ ー ド

THERMOS:熱 中 性子 スペ ク トル コー ド

EXPANDA-2:一 次 元 多祥 拡散 コ ー ド

EXPANDA-5:一 次 元 多祥 拡 散 コー ド

(日 本IBM)

(日 本IBM)

(日 本 工BM)・

(日 本 工BM)

(日 本IBM)

(日 本 工BM)

(日 本 工BM)

(日 本IBM)

(日 本 工BM)

(日 本 工BM)
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AエM・ 一・62:一 次 元 多祥 拡 散 コー ド(日 本 工BM)

CAESAR-N:多 祥,多 領 域一 次 元 拡散 コー ド

TWENTY-FAST-2:二 次 元 拡 散 コー ド

TWENTY-GRAND:二 次 元拡 散 コー ド

FLARE:三 次 元 燃焼 計算(伊 藤 忠)

LASER:一 次 元燃 焼 計 算(伊 藤 忠)

2DF:Sn法 二 次元 輸 送 計算(伊 藤忠)

PDq:二 次 元拡 散,燃 焼 計 算(伊 藤忠)

CANDエD-2D:二 次 元 多数 組 拡 散(伊 藤忠)

(日 本 工BM)

(日 本IBM)

(日 本IBM)

♪

A15技 術 計 算(機 械)

Torpr1・TorqueOonverterの 設 計 計算(本 田技 研)

蒸 溜塔 の段数計 算(日 本 ビジネ ス コ ンサル タ ン ト)

日流 量 の推定(国 立 防災 科 学技 術 セ ンター)

配 管 系 の最適 設計 計算(東 京 芝浦 電気)

絞 り設計計 算(東 洋 曹 達 工 業)

DrumFiユter処 理 能 力 の計 算(日 本 化薬)

HEAT(三 菱原 子 力工 業)

FAPS/67:配 管 系 の熱 応 力計 算(日 本IBM)

STEAM:蒸 気 表(日 本 工BM)

HOR5SS(日 本 ユニ バ ッ ク)

水 と蒸気 の実用 国際式 サ ブル ー チ ン(住 友機 械工 業)一

7

A16技 術 計 算(電 気,照 明,光 学,測 量,そ の 他) 〆

単層 ソレノ イ ドコイル の設 計 計算

ECAP(三 菱 原子 力 工 業)

ECAP:電 子 回路解 析 プ ログ ラム

(都立杉並工業高校)

(日 本 工BM)
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PANEC:回 路 解析(日 本 工BM)

ECAP:E■ect。 ・ni・An。 ユyもi・Pr。gra皿(日 本 ユ ニバ 〃)

偏 光解 析用 光学 常 数計 算:非 吸収 下地 上 の非吸 収薄 膜(工 業 技 術院)

黒 体 放 射 分光 分 布の計 算(工 業 技 術 院)

光 源 の分 布温 度 の計算(工 業 技 術 院)

光 源 の色 温度 の計 算(工 業 技術 院)

光 源 の演 色性 の計 算(工 業 技術 院)

Co■orDiffθrenceofMacAda皿(工 業 技 術 院>

0エE方 式 に よる色度 計算(工 業 技 術 院)

CoユorDifferenceofGod■one(工 業 技 術 院)

CoユorDiffθrenceofAda皿s(工 業 技 術 院)・

光線 追 跡 プ ログ ラム(日 本 ビジネス コンサ ル タ ン ト)

レ ンズ系 自動設 計 プ ログ ラム(オ リンパ ス光 学工 業)

レ ンズ系光 線追 跡 プ ログ ラム(オ リンパス光 学 工業)

光 学 系 像 評価計 算 プ ロ グ ラム(オ リンパス光 学工 業)

ST計 算:公 共 座標(国 土地 理 院)

xy網 平 均(国 土 地理 院)

二 等 多角測 量 座標 平均(国 土地 理 院)

二 点 の緯 度,経 度 よ り方位 角 お よび距離(国 土 地理 院)

GO24C■:座 標換 算(国 土 地理 院)

GO25Cユ:座 標換 算(国 土 地理 院)

磁 気 用 調和 解析 一1(国 土 地 理 院)

地 磁 気XYの 二 次 式(国 土 地 理 院)

解 析 空 中三 角 一 五(国 土地 理 院)

重 力調 和解 析(国 土 地 理院)

三 辺 三角経 緯 産 綱平 均(国 土地 理 院).

験 潮 計算(国 土 地 理 院)

水 準 網平 均(国 土 地 理 院)

海 上 重 力計 算(国 土 地 理院)

GO58Cユ:座 標換 算(国 土 地理 院)

GO59Cユ:座 標 換算(国 土 地理 院)

GO57Cユ:座 標 換算(国 土 地 理院)

北 極星 の方 位 角(国 土 地理 院)
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アス トロラーベ星 表(国 土 地理 院)

人 工 衛 星測 地計 算(国 土 地 理院)

換 地 計 算(日 本 ビジネス コンサル タン ト)

LPGEPP(日 清 製 粉,日 本電気)

MARANGE(国 立 防 災科 学技 術 セ ン ター)

JUSE-G工FS(味 の 素)

オ ン ライ ン パ ワー スペ ク トル処理(東 京 農工 大 学)

ラ ジア ン一度分 秒(国 土地理 院)

度 分 秒 一 ラジア ン(国 土 地理 院)

重 心 系 と実験 室 系 の 変換 ル ーチ ン(沖 電気工 業)

柄 のつ い たU字 型 音叉 の振 動 数,振 動 モ ー ド(山 梨 大学)

照 明設 計計 算(東 京 芝 浦電 気)

虜

●

A17保 険 業 務

エn・uranceMan・g・m・nt王erf・ ・m・n。 ・Eva・u・ti。nLif・(NCR)

年 金 シス テ ム(野 村 電子 計 算 セ ン ター)

Jibaiθeki-1Jibaiθeki-2(中 央 計 算 セ ン ター)

自動 車任 意保 険 シス テ ム(野 村 電子 計 算 セン ター)

長 期総 合 保 険 シス テ ム(野 村電 子 計算 セ ンタ ー)

火 災保 険 シス テ ム(野 村 電子計 算 セ ン ター)

健 康 保 険 シス テ ム(野 村 電子計 算 セ ンター)

PANSY(協 栄 計算 セ ン ター)

被 保 険者 期 間 の通 算(職 業 安定 局)

保 険 金不 正受 給 者 の 検 出 被保 険者 番号 の 調査(職 業 安 定局)

保 険料 徴収(職 業安 定 局) 7

At8証 券 業 務

証券 シス テ ム(野 村 電子 計 算 セン ター)

株 主 管理 シス テ ム(野 村 電子 計 算 セ ン ター)

ポ ー トホ リオ ・セ レク シ ョン(野 村 電子 計 算 セ ンター)
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A19銀 行 業 務

預金業務 システム(野 村 電子計算センター)

預金貸付 システム(NOR)

SavingsAcc・untsPr・ce・ ・ing(日 本 ユニバ")

信用金庫事務管理(富 士通)

商業手形処理(大 和銀行)

手形 貸付(大 和銀行)

消費者 ロー ン(大 和銀行)

団体信託(大 和銀行)

普通預金(大 和銀行)

積立定期預金(大 和銀行)

定期預金(大 和銀行)

日計事務(大 和銀行)

年金信託(大 和銀行)

信託事務(大 和銀行)

NORCentra■lnf。r皿a七i・nPi■eSysten(NCR)

`

A20経 営 計 画

事 業 計 画 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

長 期 計 画 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(日 本 化 薬)

収 支 シ ミ ュ レ ー タ(三 菱 電 機)

M皿8--Phase皿:ManagementEvaユuationSyBten(東 京 芝 浦 電 気)

Sa■esLedgerandStatistics(NCR)

PLANT日(床 の 素)

CIA8(味 の 素)

工nvestmentProfitabi■ityAna■ysi日(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

CBP(東 京 芝 浦 電 気)

CaPita■ エnve8t皿6ntAnaユy8i日Program(日 本 電 気)
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A21情 報 検 索

SPG:Se■ectProgramGenerator(東 洋 ゴ ム 工 業)

SIR:Se■ θctiveエnformationRetrieva■Program(日 立 製 作 所)

文 献 検 索 シ ス テ ム(1):DOCu皿 θntRθtrie▽a■(防 衛 庁)

DPS(三 菱 原 子 力 工 業)

MCC-KWOC(三 菱 原 子 力 工 業)

DataC。ntrOユSystem(三 菱 電 機)

MELエS8(三 菱 電 機)

MEMOS(三 菱 電 機)

DP日:文 献 検 索 シス テ ム(日 本IBM)

汎 用 情報 検 索 システ ム(日 本 ユ ニパ ック)

UniVaCInfOr皿atiO-nManage皿entSy8七em

TエRRS(東 京 芝浦 電気)

KWエC/KW'6'C(東 京 芝浦 電気)

SDI(東 京 芝 浦電 気)

ALエ8s:自 動 文献 索引検 索 シス テ ム

KWICSYSTEM(富 士 通)

D工SP(富 士 通)

'Doeument81nformatiOnAcce
6ingSyste皿

JCLD◎R
.(日 本 情 報処理 開発 セン ター)

X線 回 折 デ ー タの情 報 検 索

(}θnera■ 工nformationRetrie▽a■Sy8te皿

求 人 求 職 の照合 お よび求人 連絡(職 業安 定 局)

ZOU且 工N(警 察 庁)

TEGUTエ(警 察 庁)

GUN(警 察 庁)

GUNRAI・(警 察 庁)

化 合 物 検 索 シス テ ム(富 士 通)

(日 本 ユ ニパ ック)

(東京芝浦電気)

(日本電気)

(国 立防災科学技術センター)

(味の素)
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A22税 務 事 務

、

法 人 税計 算(日 本 デ ー タ ・シス テ ム)

yfa27法 人 税額 計 算 書(日 本 電子 会計 学 院)

自動 車税計 算 プ ログ ラ ム(徳 島 電子 計 算 セン ター)

市 町村 民税 の賦 課計 算 と諸 統計(日 本 ビジネス コ ンサ ル タ ン ト)

KOTEエpackagelpackagell(中 央 計 算 セ ン ター)

ASTRE(協 栄 計 算 セ ン ター)

市 役所 業 務(富 士 通)

、

A25自 動 制 御

APT:数 値 制 御 プ ロ セ ッ サ ー(日 本 工BM)

FMILL/APTLFT:エ フ ミ ル ・ ア プ ト ロ フ ト(日 本 工BM)

BSURF/BPOKET:ビ ー サ ー フ ・ ビ ー ボ ケ ツ ト(日 本 工BM)

ADAPT/AUTOSPOT:ア ダ プ ト ・オ ー トス ボ ツ ト(日 本 工BM)

APT:Aut。matica■ ■アProgramedT。Oユ(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

APT:数 値 制 御 用 プ ロ グ ラ ム 言 語(伊 藤 忠)

FAPT-2(富 士 通)・

A24医 療 事 務

● 家族療養附加金及び還元金疾病統計計算(日 本化薬)

PAS:診 療費請求業務(日 本 工BM)

健康保険 組合業務(富 士通)

事業所病院管理(富 士通)

計算 センター利用に よるレセプ ト発行(富 士通)

病院管理(富 士通)

●
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A25そ の 他

LエNCO皿(日 本 ユ ニパ ック)

青 果 市場 業務(富 士 通).

製 造 業 にお け る情 報 シ ステ ム(富 士 通)

農 協 シス テ ム(野 村電 子計 算 セン ター)

土 木 建設 工事 会 社 の トー タル シス テ ム(日 本 ビジ ネス コンサル タン ト)

P工CTER(昭 和 電 工)

教 育 用例 題集(名 古 屋市 商業教 育共 同実 習所)

ソ ー ド及 び ヒス トグ ラム作 成(千 代 田学 園)

簡 易 ファ イル メ ンテ ナ ンス(千 代 田学 園)

学 籍簿 マ ス ター ファ イル作 成,成 績作 成 メ ンテ ナ ン ス(千 代 田学 園)

GGTP:高 校 入 試 モ ギテ ス トの統計(上 武大 学)

成 績処 理(大 成 高校)

IRエs(協 栄 計 算 セ ンター)

水 道 料金 計 算(八 王 子電 子計 算 セン ター)

数 値 予報(気 象庁)

PエBI、:パ イ ロ ッ ト ・バル ー ン資 料 の解析(気 象 庁)

労 働 市場 セ ン ター オ ン ライン システ ム(職 業安 定 局)

各 種 の労 働 市場 情 報 の 作成(職 業安 定局)

」エKO(警 察 庁)

SOBIUP

SOBIRF

HANTOK

KSATU工

(}UNTOK

i)ACSYTEM

NPAO(警 察 庁)

δFFLエNE(警 察 庁)

SEL(警 察 庁)

NPAM(警 察 庁)

(警察庁)

(警察庁)

(警察庁)・

(警察庁)

(警察庁)

(警察庁)

＼

'P84一

ψ

〆



「

他 国格 納(国 土 地理 院)

AccountingRoutine(津 田 駒工業)

JIKAN(警 察 庁)

計 算機 使 用 時 間 の計 算(国 土 地理 院)

MANAGE:日 程 計 画(日 本 電気)

AUTOTエMER(日 本 電気)

最 適 機 器構 成 決定 プ ログ ラム(藤 沢 市役 所)
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(2)ラ イ ブ ラ リ ー ・プ ロ グ ラ ム の 登 録 状況
ぐ,

登録プ ログラム607件 中,数 値解析t54件(25.4%),統 計解析150件(24.7%),

関数 計算122件(20.1%),代 数 計算85件(14.0%),予 測 計量 モデル68件(t1.2%)・

そ の他24件(4・0%)・ テ ーブル'ル ・クア ・プはわずか4件W%)と い う厭 な ・ているP

関 数計算,代 数計算 を数値解析に含め ると561件(59.5%)と 過半数が この部類で占め られ

る。さ らにアプ リケーシ 。ン ・プログラムに登録され てい る科学技術計算,お よび統計 解析 とい っ

た数 学的にも定型化 し安いプ ログラムで,広 く汎用性 を もつ ものを含めれば,登 録 プログラム全体

(1515件)の 約70%と 圧倒的な数にのぼ る。実 際,こ れ らは広い範 囲で使え る し,事 実使わZ・

れているo'

利 活 用状況 を使用対象別に分類 して述べる と以下の よ うにな る。

数値解析(関 数計算,代 数計算を含む)

登録 プログラムの分 布範囲の傾向な ど統計解析 とほぼ似 ているが,全 体の占め る割合は最 も多い。

内容は連立方程式,三 角関数,常 微分方程 式,数 値積分,フ ー リエ解析,補 間法,固 有値の計算,

行 列演算,座 標変換などの ような数学 のルーチ ング ログラムが多い。手法 は問題 向けの プログラム

を抜 き出 してみると,ル ジャン トル多項式,チ ェビシェフ近似,ワ トソン積分,シ ンプソン積分,

ガ ウスの積分,n階 常 微分,楕 円積分,ラ グランジ ェの補間,固 有値ペクル ト,複 素 マ トリックス,

曲線近似,ウ ィンナ一-ca数,カ ラー係数,Z係 数 な どで ある。

使用言語 はFORTRANで あ るが,単 発の問題が多 く,一 般的に規模が小 さ く,200ス テ ー

トメン ト前後で,処 理時 間もマ イクロ・セコ ン ドかセコン ド単位 が普通 で,長 くて も十数分であゐ。

また単発ルーチンの開発は出つ くしているので,今 後は問題向け結合ルーチ ンの開発 に進む ものと

思われ る。'"

統計 解析

全般的 な登録状況 と して,数 値解析 とともに最 も多い部類 に属す る♂保有の分布範 囲は金融や商

業 サー ビスを除 く全事業所別に渡 っているが,電 算機 メー カの ものが圧倒的に多い。

内容的には回帰分析 を行 な うためのLPが 大半 を占め,要 因分析,分 散分析,乱 数計算,推 定陥

検 定,分 布関係な どのルーチ ン ・プログラムが比較 的に多 くみ うけ られ る。個 々のプログラムと し

ては,線 型近似,相 関 係数,EPA法,パ ー ソンズ法,二 元配置法,正 規分布乱批 平均値り差の

検定,判 別関数,統 計分布 の値が あげ られ る。

規模 としては単発的 な解析問題 は数百ステrト メン ト位の小 さなものであるが,LPの 大 きい も

のになる と,数 千ステー トメン トを越芦 るものがい くつかある。処理時間は平 均 して数分位の もの

が多い。使用言語はFORTRANが ほ とん どである。

-86一
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実験計画法 を用いて最適化問題 を解 くために,要 因分析 ・回帰分析は経営予測 ・設備投資シ ミュ

レーシ ョンの手法 として,ま す ますその応用分野が広まるであろ う。 ㌔

予測 ・計量 モデル

予測は汎用性 と実用性が高 いためか,割 合に多 く保 有されてい る。.

内 容は時系列分析,シ ミュレーシ.ン な どでFORTRANを 主 要 な言語 としている。 プ・グ ラ

ム規模は数千ステー トメン トの ものが多 く,中 には数万ステー トメン トに及ぶ もの もある。

将来は人事管理,生 産 管理,在 庫管理,販 売管理,財 務会計管理 などの管理業務 の中の一機能 と

して組み込 まれて行 くことが予想され る。

テーブル ・ル ックア タブ

給与計 算 数値計算,統 計計算 で使用され るテーブル ・ル ックア ップのためのプログ ラムは極め 一

て少ltvrp保 有 の分布状況 はほ とん ど電算機 メーカである。規 模 も小さ く50ス テ ップ位 のものが

多い。使用言語 はアセンブ ラが主 である。

その他 ㌧

科学計算,整 数乗除算,浮 動小数点演算,論 理演算など基礎的な計算が主なものである。使用言

語 はア センブラがほ とん どで,期 模 は小さい。

、
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LO1数 値 解 析

連立 一次 方程 式(東 京 芝 浦電 気)

連 立一 次 方程 式:SIMQG(日 立 製 作所)

連 立一 次方 程 式:SエMLU(日 立 製 作所)

連 立一 次方 程式:SエMQDSエMq(日 立 製 作所)

多 項式 の操 作(日 本 ビジネ ス コ ンサ ル タン ト)

PREPOP:Pre-Proce8θOpti皿izationProgra皿(横 浜 ゴム)

POP:ProcessOpti皿izationProgram(横 浜'ゴ ム)

CONTOUR等 高 線 グ ラフ:プ ロ グ ラム(横 浜 ゴ ム)

直 交 多項式 に よる最小2乗 近 似(日 本 ユ ニパ ック)

工NTERPOLATION:MATH-PACK

POLYNOMALMAN工PU工 」AT工ON

ル ジ ャ ン ドル多項 式(沖 電 気 工業)

チ ェビシェ フ近似(東 京 芝浦 電 気)

多項式 の操作PNORM(日 立製作所)

多項式 の操作PGCD(日 立製作所)

多項式 の操作PエNT(日 立製作所)

多項式 の操作PDER(日 立製作所)

多項式の操作PCLD(日 立製作所)

多項式の操作,PVSUB(日 立製作所)

多項式の操作PVAL(日 立製作所)

多項式の操作PQSD(日 立 製作所)

多項式の操作PDエV(日 立製作所)

多項式の操作PMDY(日 立製作所)

多項式の操作PCLA(日 立製作所)

多項式 の操作PADDM(日 立製作所)

(日 本 ユニ バ ック)

(日 本 ユ ニバ ック)

微 分 解析 のた めの プ ログ ラ ミング シス テ ム(工 業 技術 院)
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一 階 常微 分方 程 式:サ ブル ーチ ン ・プ ログ ラム(日 本 ユ ニパ ック)

n階 常 微 分方 程 式 解法 サ ブル ーチ ン(沖 電気 工 業)

常 微 分方 程式(東 京芝 浦電気)

DESS:Diffe「entia■Equatio皿Soユ ▽ingSystem(日 本 電 気)

楕 円型偏 微 分方 程式:PDFE(日 立 製作 所)

放 物 線型 偏微 分 方程 式:PDFP(日 立 製作 所)

常 微分 方 程式:・HLBYP(日 立 製作 所)

常 微 分方 程式:SエH(日 立 製作 所)

常 微 分方 程式:HPMC(日 立 製 作所)

常 微 分方 程式:PKG5DRK(i5(日 立 製 作所)

常 微 分方 程式:RKG2DRKG2(日 立 製作所)

常 微 分方 程 式:RKGlDRKG1(日 立 製 作所)

数 値 微分:LDエF(日 立 製作 所)'

断 片 線形 微 分方 程式 の解1(山 梨 大学)

断 片線形 微分 方 程式 の解■(山 梨大 学)

拡 弘 され た ワ トソン積 分(岡 山 大学)

シ ンプ ソンの積 分(日 本 ビジネス コン サル タツ ト)

ガ ウス の積分(日 本 ビジネス コンサ ル タ ン ト)

SFO1'GF数 値積分(建 設省 国土 地理 院)

Simpsonの 積 分(日 本IBM)

Gaussの 積 分(日 本 工BM)

NUMER工CALINTEGRATION(日 本 ユ ニバ ック)

数 値積 分:QMULS

数 値 積 分:QMULT

数 値 積 分:Q,MULD

数 値 積 分:且ERQS

数 値 積 分:PERQF

数 値 積 分:QROM

数 値 積 分:QG且E

数 値 積分:Q,GLA

数 値 積分:QGCH

数 値 積分:QGLE

数 値 積分:SMPSN

数 値 積分:QUDR

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所)

(日立製作所戊

DSMPSN(日 立製作所)

(日立製作所)
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Fourier解 析 正弦 級数(日 本 工BM)

CURVEF工TT工N(}(日 本 ユニ、バ ック)

超 高 速 フー リエ変換(東 京 芝浦 電気)

フ ー リエ解 析(沖 電気 工 業)

フ ー リエ級 数:FRTC(日 立 製作 所)

フ ー リエ級数:FOURP(日 立 製 作 所)

フー リエ級 数:FOR王 宮DFORエF(日 立 製 作 所)

フー リエ解 析:FORエTDFORIT(日 立 製作 所)

高 次 方程 式(三 菱電機)

非 線 型最 適 問題(日 本 工BM)

非 線 型 モ デル の最適 問 題(日 本 工BM)

連立 非線 型 方程 式:SNORN(日 立 製作 所)

非 線型 方 程式:NONLA(日 立 製作 所)

非 線 型 方程 式:NONLR(日 立 製作 所)

非線 型方 程 式:NONLK(日 立 製作 所)

非 線 型方 程 式:PTNITDRTNエT(日 立 製 作所)

非 線 型方 程 式:RTMITDRTMエT(日 立 製 作所)

非 線 型方 程 式:R.TWエTDRTWエT(日 立 製 作所)

ラ グ ラ ンゼの補 間(日 本 ビジネ ス コン サル タン ト)

]Uagrangeの 補 間:一 変数(日 本IBM)

Lagrangeの 補 間:二 変 数(日 本 工BM)

工NTERPOLAT工ON(日 本 ユ ニバ ック)

ラ ゾ ラン ジユ補 間(東 京 芝 浦電 気)

SIPOI,丁 補 間(日 本 電気)

補 間法:MエNTP(日 立 製 作所)

補 間法:AHINT(日 立 製 作所)

補 間法:ATKエN(日 立 製 作所)

ラ グ ラン ジュの補 間 法(日 本情 報 処理 開 発 セ ンター)

代 数 方 程式(東 京 芝浦 電気)

SALEQ工 高 次代 数方 程式(日 本 電気)

代 数 方程 式 の根:LINBH(日 立 製作 所)

代 数 方程 式 の根:LエNqD(日 立 製 作所)

代 数 方 程 式 の根:POLRTN(日 立 製 作所)
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固有値(日 本 ビジネス コンサル タン ト)

固 有 値1(三 菱 電 気)

固 有 値2.(三 菱 電気)

固 有 値 及 固有 ベ ク トル(日 本 工BM)

固 有 値:実 数 マ トリックス(日 本 工BM)

固有 値:複 素 マ トリ ック ス(日 本 工BM)

固 有 値 の数値 計算 法:サ ブル ーチ ン ・プ ログ ラム

E工GENVALUES&E工GENVECTOR

E工GENVAIＬUES&E工GENVECTOR

対称行列の固有値 と固有ベク トル

非対称行列の固有値 と固有ベク トル

固有値(東 京芝浦電気)

固有値/固 有ベク トル:ヤ コビ法

固有値(富 士通)

対称行列 固有値(富 士通)

複素係数行列固有値(富 士通)

対称行列固有値及び固有ベク トル1

対称行列固有値及び固有ベク トル2

(日 本 ユニパ ック)

(日 本 ユニバ ック)

(日 本 ユニ バ ック)

(沖 電 気 工 業)

(沖 電 気 工業)

(東京芝浦電気)

Her皿ite行 列 固有値 お よび固 有ベ ク トル

行列複 素 固有 値 お よび 固有 ベ ク トル

SDPRPP固 有 値 固有 ベ ク トル

SDPRPT固 有 値 固有 ベ ク トル

SEIGNP固 有 値 固有 ベ ク トル

SEエGNJ固 有 値 固有 ベク トル

固有 値 固有 ベ ク トル:NROOTN

固 有 値 固有 ベ ク トル:EエCD

固 有 値 固 有 ベ ク トル:POWER

固 有 値 固有 ベ ク トル:EエGENN

(富士通)

(富士通)

(富 士通)

(富士通)

(日本 電気).

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日立製作所)

(日 立 製作 所)

(日 立 製 作 所)

DEエGNN(日 立 製作所)

固 有値 の計 算:ダ ニ レフス キー ・ベ ァス トウ法(鉄 道技 術研究 所)

ヤ コ ビ法:固 有値 固有 ベ ク トル(日 本 情報 処理 開発 セ ンゾ ー)

Sub。 。utin。 。f。 。Num・ri・aユAnaly・i・/KEyb・ 。k(床 の 素)

SSS:科 学 計 算 ライ ブ ラ リー(日 立製 作 所)

テ ス ト行 列 の発 生(三 菱 電機)
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行 列 の和 差(三 菱 電機)

行 列 の積(三 菱 電機)

行 列式 の値(三 菱電機)

MATR工XMAN工PUIＬAT工ONS(日 本 ユ ニバ ック)

数 学 ル ー テ ィ ン(東 芝)

行 列 の複 素固有値 行列 式 お よび逆 行 列(富 士 通)

逆 行 列:MIVBO(日 立 製 作所)

逆 行 列:MエVLUDMエVLU(日 立 製 作所)

逆 行 列:MエNVDMエNV(日 立 製作 所)

行 列 演算:LOG(日 立 製作 所)

行 列 演 算:xepy(日 立 製 作所)

行 列 演算:RSRTCSRTN(日 立 製作 所)

行 列 演算:MTPAN(日 立 製 作 所)

行 列 演算:MPRD(日 立 製 作所)

行 列 演算:MADDSUB(日 立 製 作所)

ANALEX(三 菱 化 成 工業)

SSP:ScientificSubroutinePackage(三 菱 原 子力 工業)

曲 線 近似(大 成 建設)

TO58C5四 等 三角 高 低計 算(建 設省 国土 地理 院)

TO29C5二 等 三 角 同 時平 均(建 設 省 国土 地理 院)

TO25C5三 等 三角一 点平 均:改 良型(建 設省 国 土地理 院)

TO26C5四 等 三 角一 点平 均:改 良 型(建 設省 国土地 理 院)

直角 座標変 換:Sing■ePrecision(日 本IBM)

直 角 座標 変換:Doubユ θPreci日ion(日 本 工BM)

ウ イ ンナ ー係数(沖 電 気工 業)

カ ラー 係数(沖 電 気工 業)

Z－ 係 数(沖 電気 工業)

最 大化 最 小化 問題:SMPLX(日 立 製作 所)
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LO2統 計 解 析

RELACS(日 本 鉱業)

回帰分 析:ONEWAY/STEPWISE(日 本 ビジネスコンサルタント)

HitachiMathematicaユPr。gra㎜ingSystem(日 立 製作 所)

SEIDO(味 の 素)

線 型 近 似:LAPR(気 象 庁)

単 回 帰 分析(三 機工 業)

重回 帰分 析(三 機工 業)

TRANSPORT:TransportationPrograln(三 菱 事 務 機 械 販 売)

BMD(三 菱 原 子 力 工 業)

Mps(三 菱 原 子 力 工 業)・

GUB(三 菱 原 子 力 工 業)

LPUB1/LPUB2(三 菱 原 子 力 工 業)

POP:Proces80pti皿izationProgram(三 菱 原 子 力 工 業)

LPエNT(三 菱 原 子 力 工 業)

回 帰 分 析1(三 菱 電 機)

回 帰 分 析2(三 菱 電 機)

回 帰 分 析5(三 菱 電 機)

Lp/A:LinearPrOgra皿ming/A(三 菱 電 機)

MSUB:LPサ ブ ル ー チ ン(日 本1.BM)

MPS:数 理 計 画 法(日 本IBM)

MRA-5:回 帰 分 析(日 本IBM)

LP1(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

回 帰 分 析:MRAOO1～MPAOO4(日 本 ユ ニ バ ッ ク)・

LP2(日 本 ユ ニ ノくツ ク)

LP49X(日 本 ユ ニ バ ッ ク)・

BMDcユas日R(日 本 コ・ニ バ ツ ク)

FACTOR(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

Regres8i。nAna■ys'is(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

1108LP(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

MULVA:多 変 量 解 析(富 士 通)

STAT:Sta七is七icProgra皿Package(富 士 通)
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SVAR6分 散 分 析(日 本 電気)

SVAR5分 散 分 析(日 本 電気)

8VAR4分 散 分 析(日 本 電 気)

SVAR3分 散 分 析(日 本 電 気)

SVAR2分 散 分 析(日 本 電気)

SVAR1分 散 分 析(日 本 電気)

成 分分 析(日 本 ビジ ネス コンサ ル タ ン ト)

因子 分析:主 因子解 法(日 本 ビジネス コ ンサル タ ン ト)

因子 分 析:セ ン ト・ イ ド法(日 本 ビジネス コ ンサル タン ト)

MVLAP:多 変 量分 析(三 菱 電機)

主 成分 分 析1(三 菱 電 機)

因子 分 析1(三 菱 電機)

因子 分析2(三 菱 電機)

成 分分 析2(三 菱 電機)

COMPA:要 因 分析(日 本 工BM)

FACA:因 子 分 析(日 本 工BM)

BMD:統 計 プ ログ ラム ・パ ッケー ジ(日 本 工BM)

MULT工 －VARIATEANALYS工S(日 本 ユニ バ ック)

BMD:cユa8sM(日 本 二Lニ バ ツク)

ibctOrAnaユysis(日 本 ユニバ ック)

要 因分 析 一1(日 本 電 気)

各 種 デ ス ト分 析 シス テ ム(野 村電子 計 算 セ ンター)

因子 分 析(野 村電 子計 算 セ ン ター)

因子 分析 法:P-V(鉄 道 技術 研 究所)

乱 数 の発生(三 菱 電機)

SSOlG1:正 規 乱 数発 生(建 設 省 国土地 理院)

SSO2C1:一 様 乱 数(建 設省 国 土地 理院)

P日eudORandOmNu皿ber(}eneratOrs(日 本 ユ ニバ・ツク)

正 規分 布乱 数(沖 電 気工 業)

8TAT-K:Sta七ist±csSyste皿K(日 本 電気)

8TAT-D二StatisticPackageD(日 本 電気)

S
.COR1相 関 分析(日 本 電 気)

SCOR2相 関 分 析(日 本 電気)
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重回帰 分 析(鉄 道技 術研 究所)

ク ロス コ リレー シ ヨソ とク ロス スペ ク トル(鉄 道 技術 研 究所)

EPA法(日 本 ビジネス コンサル タ ン ト)

パ ー ソ ンズ法:連 環比 率法(三 菱 電機)

EP・A:EPA法 に よる時 系 列分 析(日 本 工BM)

S七ati8ticaユAnaユysi8Sy8tem

ANALYSISOFVAR工ANCE

ANALYS工SOFVAR工ANCE

REGRESS工ONANALYS工S

T工ME-SER工ESANALYS工S

BMD:Cユas日 丁

(NCR)

(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

(日 本 ユ ニ バ ッ ク)・

(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

(日 本 ユ ニパ ック)

DeeignExperi皿entAnaユyeerbyNihOnkayaku

DElR1(味 の 素)

DE《 ∫21(味 の 素)

分 散 分 析(日 本 鋼管)

分 散 分 析 に よる欠 測値 予 測(三 菱 電 機)

分 散分 析:直 交配 列表 に よる(三 菱電 機)

実 験 計 画法(三 洋 電機)

UN工C6S(日 本 ユニ バ ック)

分散 分析:BUNSAN(日 本 、=Lニバ ック)

BMD:cユassV(日 本 ユ ニバ ック)

Ana■ysis。fVariance(日 本 ユ ニバ ック)

(日本化薬)

繰 り返 しの ある二元 配 置 の分 散 分析 法(沖 電 気 工業)

繰 り返 しの あ る三 元配 置 の分 散 分析 法(沖 電気 工業)

一 元配 列 の分 散分 析(沖 電気 工業)

二 元配 置 の分散 分 析(沖 電気 工業)

BMB:統 計 局 プ ログ ラム ・パ ッケー ジ(伊 藤 忠電子 計 算)

工LONA/工ROS(日 本 ユ ニバ ック)

ALLEGRO:線 型 計画 法 コー ド(伊 藤忠 電子 計算 サ ー ビス)

LP:線 型 計 画法(東 京 芝浦 電気)・

LP(富 士 通)

2ろ0-50L工PS(富 士 通)

LP-H:LinearPrOgrammingH(日 本 電気)

L'P-K:LinearProgrammingK(日 本 電気)
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LP-SUB:LinearPrOgramming-Subrouti皿e(日 本 電 気)

LP-E:MnearProgra皿ming

工」P-D:Mnear]i》rOgramming

LP-F(日 立 製作所)

LP7・4(NCR)

LP60-5(NCR)

N6.05C1最 小 二 乗解:条 件式

Nδ.25C1最 小 二 乗法:観 測 式

N己50C1最 小 二 乗法:観 測式

最小 二 乗近似(沖 電気工 業)

最小 二 乗近似 丑(沖 電気工 業)

回帰 係 数(沖 電気工業)

最小二 乗 法 に よる 曲線回帰

SMOIOTHデ ー タの平 滑

OLS(NOR)

数量 化 第5類:パ ター ン分 類

数量 化 第2類:2分 類

数量 化 第2類:5分 数 以上

数量 化 第4類:eijタ ィ ブ

数量 化第1類:TN

PAS1(三 菱 事務 機械 販 売)

PAS2(三 菱 事 務機械 販 売)

相 関係 数(沖 電 気工 業)

自己相 関係数(沖 電気工 業)

一 様乱 数(沖 電気 工 業)

乱 数 発 生 ルー チ ン:正 規分 布

乱数 発生 ルー チ ン:一 様乱 数

SRNDM2:乱 数(日 本 電 気)

SRNDM1:乱 数(日 本 電気)

統 計 表 パ ッケー ジ(北 陸 電 力)

平 均 値 の差 の検 定(鹿 児 島大 学)

GH[STH工STOGRAM

CROSS(中 央 計 算 セ ンター)

(日本電気)

(日本電気)

(建 設 省 国土 地理 院)

■-2-N(建 設 省 国土地 理 院)

■-5-N(建 設 省 国土 地 理院)

(東京芝浦電気)

(日本電気)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

(東 京芝浦電気)

(東京芝浦電気)

(第二精工舎)
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.判 別 函 数1(三 菱 電 機)

エn▽ereeDistributOnFunCti。ns(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

DESCR工PT工VESTATIST工OS(日 本 コ工手 バ ッ ク)

EユementaryPOpuユati。nStatistiCs(・ 日本 ユ ニ バ ッ ク)

Di8tributionFittingAndProtting(日 本 ユ ニ バ ッ ク)・

CH工 －SQUARETESTS(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

S工GN工F工CANCETESTS(日 本 コ」ニ ノくツ ク)

C万NF工DENCE工NTERVALS(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

D工STR工BUT工 石「NFUNCT工 《∫NS(日 本.ユ ニ バ ッ ク)

BMDcユassD(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

四 次 モ ー メ ン ト(沖 電 気 工 業)

合 計 平 均 最 大 最 小 分 散 標 準 偏 差(沖 電 気 工 業)

三 次 モ ー メ ン ト(沖 電 気 工 業)
、

MEANVR(日 本 電 気)

統 計 分 布 の値:正 規 分布X2分 布F分 布(鉄 道 技 術研 究所)

基 礎 統 計解 析:BSAS1(北 陸 電力)

M工SCELIＬANE百USSUBR百uT工NES(日 本 ユ ニノくツク)

BMDcユaSBS(日 本 コー三バ ック)

STAT(東 京 芝 浦電 気)

LO3予 測 ・ 計 量 モ デ ル

●

、

産業 連 関 モ デル(日 本 ビジネス コンサル タ ン ト)

SAUGYO(日 本 電子 計 算)

Q,UANT(日 本 電 子 計算)

HEAp:HitachiEcono皿e七rieAnaユysi8Progra皿(日 立 製作所)・

FOREST(味 の 素)

予測 汎用 プ ログ ラム(日 産 自動 車)

地 域 分析1～4(日 産 自動車)

CSMP(三 菱 原 子 力工 業)

EPA(三 菱 原 子 力工 業)

FES(三 菱 原 子 力工 業)
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GPS8/56p(三 菱 原 子 力 工 業>

LP/T:LinearProgramming/Transport(三 菱 電 機)

LP/N:LinearPr。gramming/Norma■(三 菱 電 機)

EP,Z'CS:生 産 計 画(三 菱 電 機)

GPSS(日 本 工BM)

CSMP:連 続 系 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム(日 本 工BM)

Exponentia■Smoothing(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

TimeSθrie日Ana■yθi8(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

S工MSCR工PT(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

Genera■Purpo8eSimu■ationSア θte皿(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

GenθraユActivitySimu■ationProgram(日 本 二Lニ バ ツ ク)

、NetWOrkSi皿 ■ation(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

DYNAMO:1)yna皿icMo(1eユ(日 本 ユ・ニ バ ツ ク)

CENCOM(日 本 ユ ニ バ ッ ク),

GPSS:汎 用 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語(伊 藤 忠 電 子 計 算)

DYNAMO:シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語(伊 藤 忠 電 子 計 算)

FORSYS(東 京 芝 浦 電 気')

1・P54(東 京 芝 浦 電 気)

NETW(東 京 芝 浦 電 気)

LPエNT(東 京 芝 浦 電 気)

GPSS(東 京 芝 浦 電 気)

シ ム ス ク リ プ ト(東 京 芝 浦 電 気)

LP(東 京 芝 浦 電 気)

GエFS(東 京 芝 浦 電 気),

GPFS:GθnθraユPurposeForeeastSi皿u■ator'(富 士 通)

FORECAST(富 士 通)

ExtθndedGeneraユPurposeSi皿u■ation皿(日 本 電 気)

GPS-KGeneralhrPoseSi皿uユator-K(日 本 電 気)

SエMTRAN(日 立 製 作 所)

セ ン サ ス 局 法X-11(日 本 ビ ジ ネ ス コ ン サ ル タ ン ト)

Si皿pユeSmoothingRatioMethodO1(日 本 専 売 公 社)

NPA法:Tcs工 分 離 法(日 産 自 動 車)

'FORMOD:FOrecaBtModuユe(三 菱 事 務 機 械 販 売)
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新 中期 マク ロモ デル(三 菱原子 力工 業)

短 期 パ イ ロ ッ ト・マ ク ロ'モデル(三 菱原 子 力工 業)

産 業 連 関 モ デル(三 菱原 子 力工 業)

E.Z'PS:計 量 経 済 分 析(三 菱 電機)

MPA-1:時 系 列分 析(三 菱 電機)

MPA－ 皿:時 系 列分 析(三 菱電 機)

地 域経 済 シ ミュ レー タ(三 菱電 機)

NLEP:非 線 型 方程 式 のパ ラ メー タ推 定(日 本 工BM)

LEMS:線 型 計 量経 済 モ デル 作成 シス テ ム(日 本 工BM)

EPA(日 本 ユ ニバ ック).

予 測 情報 シ ステ ム(日 本 ユ ニパ ック)

MRA(日 本 ユ ニバ ッ ク)

ECOM:計 量 経 済 モデ ル(伊 藤 忠電子 計 算)

CENSUSIIX-11(東 京 芝浦 電気)

KEMPF(富 士 通)

FIRMS-1(日 本 電気)

GPFS:Genera■PurPoseForecastingSy8te皿(日 本 電気)

CENSUS局 法 ■X-1〆(日 本 電気)・

中期 経 済 マ ク ロモ デル(野 村 電子 計算 セ ン ター)

セ ンサス 局法(日 立 製作 所)

連環 比 率 法(日 立 製 作所)

EPA－ 皿(NqR)

TWOLS(NCR)

L工SEMLM(NCR)

CENSTJSπX-11(日 本 工BM)
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LO4関 数 計 算

常微分 方 程式(日 本 ビジネ ス コンサ ル タ ン ト)

連 立 常 微分 方 程式2(三 菱 電 機)

連 立常 微 分方 程式1(三 菱 電 機)

M工M工C(日 本 ユ ニバ ック)

D工FFERENT工AT工ON(日 本 ユ ニバ ック)

OrdinaryDiffrentiaユEquation(日 本 ユ ニバ ック)

常 微 分方 程式(沖 電気 工 業)

一 階常 微方 方 程式:MエLNE法(沖 電気 工業)

微 分 方程 式 解法:ル ンゲー ク ツター ギル法(東 京 芝 浦電 気)

数 値 微分(富 士通)

微 分 方程 式1微 分方 程 式2(富 士 通)

連 立 常微 分 方程 式(富 士 通)

SDEQ5常 微 分方 程 式(日 本 電気)

SDEq2連 立 常 微分 方 程 式(日 本 電気)

SDEQ,1連 立 常 微分 方 程 式(日 本 電気)

SDエF2数 値 微 分(日 本 電気)

双曲線型偏微分方程 式.PDFH

ミルン法:常 微分方程式 の解法

完全 楕円積分(三 菱電機)

数値積分1(三 菱電機)

数値積分2(三 菱電機)

数値積分:

NUMER工CAI」

指数積分(沖 電気工業)

三角積分:正 弦積分 余弦積分

ブレンネル積分(沖 電気工業)

積分 丑(沖 電気工業)

積分1(沖 電気工業)

第2種 完全楕円積分

(日立製作所)

(日本情報処理 開発セ ンター)

サ ブ ル ー チ ン ・ プ ロ グ ラ ム(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

INTEGRAT工ON(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

(沖 電気工業)

(沖電気工業)
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第1種 完全楕円積分(沖 電気工業)

完全 楕円積分(富 士通)

指数積分(富 士通)

指 数積 分

積 分方 程 式

積 分方 程 式

積分 方 程式

数値 積 分

数値 積 分

数値 積 分

数値 微 分

SELエP2:第 二 種完 全 楕円積 分

SELエP1:第 一 種完 全 楕 円積分

sエNT5数 値 積 分

ガウス の積分 法'

Lagrange補 間 法 に よる関数 値計 算

Lagrange補 間 近 似

Legθndreの 陪 関数

Legθndreの 多 項 式

Legendrθ の 陪関数

SLGNA2第 二 種 のLegendrθ の 陪 関数

S:-CNA1第 一 種Legendreの 陪 関数

SLGNPLLegendreの 多 項 式

フー リエ変 換(日 本 ビジネス コ ンサル タ ン ト)

フー リエ解 析1(三 菱 電機)

フ ー リエ解 析2(三 菱 電 機)

フ ー リエ解 析3(三 菱 電 機)

FRENNEL積 分

正 弦 ・余 弦積 分

一変 数 数値 積分

一変 数 数値 積 分

一変 数 数値 積 分

一変 数 数 値積 分1
,

SEXP工N

S工EQF2

S工EQV2

S工EQVl

S工NT4

S工NT2

S工NTl

SD工F1

(富士通)

(富士通)

1(富 士通)

2(富 士通)

5(富 士通)

2,5(富 士通)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本 電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本情報処理 開発センター)

(富士通)

(富士通)

(沖電気工業)

(富士通)

(沖電気工業)・

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)
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フー リエ積 分(三 菱電機)

与 関数 の フー リエ展 開(沖 電 気工 業)

フ ー リエ展 開1(富 士 通)

フ ー リエ展 開2(富 士 通)

SFOURIフ ー リエ級数(日 本 電機)

SFOUR2フ ー リ エ級数(日 本電気)

ガ ン マ関数:フ ァ ンク シ ョン ・サ ブプ ログ ラ ム(日 本 ユニ バ ック)

ガ ン マ関数(沖 電気工 業)

ガ ン マ関数1(富 士 通)

SGAMMAGamma関 数(日 本 電気)

『 関 数:GAMFN(日 立 製 作所)

ベ ッセル 関数(日 本 ビジネ ス コ ンサ ル タ ン ト)

ベ ッセル関数(三 菱 電機)

第1種Bee8eユ 関 数Jnx(日 本 工BM)

第2種Bessel関 数Ynx(日 本 工BM)

第1種 変 形Be日 日θユ 関 数 工nx(日 本 工BM)

第2種 変 形Besseユ 関 数Knx(日 本 工BM)

SPEC工F工CFUNOT工 百NS(日 本 ユ ニ バ ック)

変 形 第2種 ペ ツセル 関数(沖 電 気工 業)

変 形 第1種 ベ ッセル 関数(沖 電気 工 業)

第2種 の ベ ッセ ル関数(沖 電 気工 業)

第1種 ペ ツセル 関数(沖 電気 工 業)

ペ ツセ ル関 数1

ベ ッセル関数2

ベ ッセル 関数5

ベ ッセル 関数4

ベ ッセル 関数5

SBEST

8BE日l

SBESO

エル ミー ト関数

立方 根CUBR

(富 士通)

(富士通)

(富士通)

(富士通)

(富士通)

Bθ88e■ 関 数(日 本 電 気)

Besseユ 関 数(日 本 電 気)

BeB日eユ 関数(}ii本 電 気)

(沖 電 気工 業)

(気 象 庁)1

調 和 解 析:HANL(気 象庁))
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正 弦積 分 余 弦積 分(三 菱電 機)

階 乗 の対数:底e(日 本IBM)

二 項 係 数nCm(日 本 工BM)

基 本 対 称式(日 本 工BM)

逆正 規 分 布 関数(日 本 工BM)

M・th・ 皿・ti・aユFun・ti。nP・ ・gra皿 ・(P本 ユ ニバ")

自己 相 関係 数 兀(沖 電 気工 業)

合 流 型超 幾何 級数(沖 電 気工 業)

正 規 分 布関数(沖 電 気工 業)

超 幾 何 関数(沖 電 気工 業)

標 準 函数(東 京 芝浦電 気)

基本 ル ー チ ン(富 士 通)

ベ キ級 数計 算(富 士 通)

誤 差 関数(富 士 通)

Ohθbychθv近 似(富 士 通)

最 小 二 乗近 似(富 士 通)

曲 線近 似 及 び 曲線 印 刷(富 士通)

球 面調 和 関数(沖 電 気工 業)

EXP:ExponentiaユC(日 本 電 気)

SQRT:SquareRootc(日 本 電気)

SINE:SineC(日 本 電 気)

L《∫G:NaturaユLogarith皿C(日 本 電気)

C5SエNE:Co8inθC(日 本 電気)

ARCTAN:ArctangentC(日 本 電気)

Van(1θrPoユ の 方程 式 の 解(日 本 情報 処理 開発 セ ンター)

SERF誤 差 関数(日 本 電気)

条 件付 最大 傾 斜法(早 大)

、
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LO5代 数 計 算

逆行 列(三 菱 電機)

行 列の 加減 算(国 土 地理 院)

行 列の 乗算(国 土 地理 院)

逆 行 列:Singユ θPrecision(日 本IBM)

逆 行 列:Doub■ePrecision(日 本IBM)

MatrixManipuユatiδns(日 本 ユニバ ック)

二 つ の行 列 の差(沖 電気工 業)

二 つ の行 列 の積(沖 電 気工 業)

転 置行 列(沖 電 気工 業)

逆 行 列(沖 電 気 工業)

連 立 一 次方 程 式(沖 電 気工 業)

二 つ の 行 列 の和(沖 電 気工 業)

行 列式 の値(沖 電 気工 業)

MATASB:行 列 の加減 算(東 京 芝浦 電 気)

MATMLT:行 列 の積,行 列 とベ ク トル の積(東 京 芝浦 電 気)

行列演算1

逆行列2

逆行列5

行列式2

行列式4

(富士通)

(富士通)

(富士通)

(富士通)

(富士通)

行列 の特 性 方程 式係 数(富 士 通)

LエNEQ:LinearEquationSo■utionC(日 本 電 気)

MatrixMu■tipユ ァF■oatingDeci皿aユ0(日 本 電 気)

MTXエNV:ImversionofMatrixC(日 本 電 気)

8エNVSR:逆 行 列 の計 算(日 本 電 気)

8DエNVS:逆 行 列(日 本 電気)

8DSUM:行 列 演算(日 本 電気)

SDPRDT:行 列 演 算(日 本 電 気)

SエNVSC:逆 行 列 の計算(日 本電 気)
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SINVSP:逆 行 列 の計 算(日 本 電 気)

SエNVSD:逆 行 列 の計 算(日 本電 気)

SDETRM:行 列 式(日 本 電 気)

SMARTH:行 列 演算(日 本 電 気)

SMSCLR:行 列 演 算(日 本 電 気)

SMPRDT:行 列 演算(日 本 電 気)

連 立 方程 式1(日 本 ビジネス コ ンサル タン ト)

連 立 方程 式2(日 本 ビジネス コ ンサ ル タン ト)

三 次 方程式 の根:TREQ,(気 象 庁)

CエE表 色 素の マ ンセル表 色 系 へ の座標 変 換(工 業 技術 院)

超 越方 程式(三 菱 電機)

連 立 一 次方 程 式1,2(三 菱 電機)

連 立一 次方 程式5(三 菱 電機)

連 立 一 次方 程 式(国 土 地理 院)

対 称係数 連 立一 次(国 土 地理 院)

連 立一 次方 程式(国 土 地 理院)

連 立一 次方 程式:SLEQ,DSLEQ(日 本 工BM)

代 数 方 程式(日 本 工BM)

連 立 一 次方 程 式:Singユ θPrecision(日 本 工BM)

連 立 一 次方 程 式:DoublePrecision(日 本IBM)

連 立 一 次方 程式:Co皿pユex(日 本 工BM)

9200/9500MATHPAC(日 本 ユ ニバ ック)

連 立一 次方 程 式:サ ブル ー チ ン ・プ ログ ラム(日 本 ユ ニバ ック)

Sδ■utiδnofEquation8(日 本 ユ ニバ ック)

①元 連立一 次方 程式(沖 電気 工業)

高 次代数 方程 式(沖 電 気工 業)

連 立一 次方 程 式(沖 電 気工 業)

高 次代数 方程 式 の解 法(東 京 芝 浦電 気)

連 立 一 次方程 式(東 京 芝 浦電 気)

高 次代数 方 程式 の実根1(富 士 通)

高 次代数 方 程式 の根2(富 士 通)

偶 数 次代 数 方程式 の根(富 士 通)

高 次 代数 方程 式 の根1(富 士 通)
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代数方程式の実根(富 士通)

三次代数方程式(富 士通)

四次代数方程式(富 士通)

複素代数方程式(富 士通)

連立一次方程式(富 士通)

三項連立方程式(富 士通)

三次方程式

SALEQ2:

SLNEq1:

(沖 電 気 工 業)

高 次代数 方程式

連立 一 次方 程式

SLNEQ2:連 立 一 次 方 程 式

8LNEQ,5:連 立 一 次方 程 式

SLNEQ4:連 立 一 次方 程 式

SLNEq5:連 立 一 次方 程 式

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

(日本電気)

も

◎

ガウス ・ザイデル法 に よる連 立一 次 方 程式 の 解法(日 本情報処理開発センター)

ホ ー ナ ー法 に ょる 高次 方程 式 の根 の解 法(日 本 情報 処理 開発 セン ター)

ヒッチコック ・ベァス トゥ法 に よる高次方 程 式の 解 法(日 本情報 処理開発センター)

豆δユynδmia■Manipuユa七i。 且(日 本 ユ ニバ ック)

二 つ の 多項 式 の積(沖 電 気工業)

多 項 式 の商1(沖 電 気 工 業)

多 項式 の商2(沖 電 気 工業)

最 良多項 式 近似1(富 士 通)

最 良多項 式 近似2(富 士 通)

SDARTN:行 列 演 算(日 本 電気)

φ

LO6テ ー ブ ル ・ ル ツ ク ア ツ ブ

T(}EN:Tab■eGθnerator(東 京 芝 浦 電 気)

251TABLSEARCH(富 士 通)

LOOkUP:TabユeLookupC(日 本 電 気)

NLOOK:Variab■eTab■eLookupO(日 本 電 気)
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PTFLO(工 業 技術 院)

BYTE及 びBエT処 理(千 代 田化 工 建設)

SSP(日 本IBM)

MULエD:エntegerMultipユ ァ02(日 本 電 気)

CONVIA(日 本 電 気)

OONV2A(日 本 電 気)

MUL2且:エntegerMultip■ アG-H(日 本 電 気)

DエVエD:エntegerDi▽ideG-2(日 本 電 気)

MULtC:エntegerMuユtip■y『C-5(日 本 電 気)

、

D工VlC:工ntegerDivideO-5(日 本 電 気)

MULtA:IntegerMuユtipユyC-2-V(日 本 電 気)

D工VlA:工ntegerDivideC-2-V(日 本 電 気)

MULlB:工ntegerMu■tip■yC-5-V(日 本 電 気) .

DエVlB:エntegerDi▽ideC-5-V(日 本 電 気)

MUL2A:IntegerMu■tipユyC(日 本 電 気)

D工V2A:工ntegerDivideC(日 本 電 気)

MULDエVエntegerMuユtip■y/Di▽ideC(日 本 電 気)

DエV2H.:エntegerDi▽ideC-H(日 本 電 気)

DAYS:DaysCa■cuユatiOnRou七ineC(日 本 電 気)

FユoatingPointArithlnetic/ComparisonC(日 本 電 気)・

FユoatingPointA「iPhmetic/ComParisonG-H(日 本 電 気)

F■oatingPointArithmθtic/ComparisonC-4(日 本 電 気)「

DFPP:DoubユeOaユcuユationof-FPP-G(日 本 電 気)

タ イ マ ー ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

●

,
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(3)シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ムの 登 録 状 況

登 録 プ ロ グ ラ ム は554件 で あ り,そ れ ら を,ユ ー テ ィ リテ ィ,変 換,ゼ ネ レ 一 夕 パ チ ェ ック 修

正,入 出 力 コ ン ト ロー ル,作 図 ・作 表,編 集,特 殊 言 語 コ ン パ イ ラ,分 類 ・照 合,.分 類 ・集 計,功

の 他,の 形 で と り ま と め た。

;.

ゼ ネ レ ー タ

大半 がレポー トcゼ ネ レー・タであ る。 しか もインプッ ト,計 算処理,ア ウトプ プトが汎用化e。1

ているケースが多いため,流 通促進に効果のあるプログ ラムである。処理形態 は「般 的に見 ると以;

下 の ようなことが特徴 といえ る。 三

◎ ゼネV-}方 式 は,特 別 の言語や コマン ドを持 っていて,こ れをコンパイル し,コ ボルやア1
、

セ・ブ・鮫 摸す るもφ と指 定・・ラメー ・を持 。ていてそれ を分析 し雑 言諏 変換 して処 パ『

理するものとがある。

② ・・プ。ト 集計 →[i国 とい・妨 式をと學 のが多輪 中陣 すで酢 成され

たデー・・1ら画 一 ・・一一・変換.一 団 一[画 一[劉 一[函 ・い・だ
'
プ ロゼスを通 り,そ れ ぞ れ がモジ ュール化された も.のが多い。砦 モジ」ニルに対 してはオ プ

シ ョナルなパラメー タを指定することがで きiる。

i◎ 作表の部分は,さ まざま左機能 をもたせて複雑 しす ぎたき らい もある。

'④
本来の 目的か らプ ログラマ以外 の場 合で も簡単 にデー タを処理することがで きる。

以上 の ように?数 々の種類の レボーテ ィングに対 レて容易に処理できるように作 られてい るが,ユ

ーザが使用する際には,デ ー タや プログ ラムの互換性,制 限条件,処 理速度 について十分検討する

必要があろ う。

プ ログラム容量か らいって,・中型機向16K～6 .51～大型 機向131K～256『Kに 作 られてい

るようで驚そ・

チェ ック修正

チ ・・ク ・・修正用 システム ヴ ・グラムは,か な 躰 唖 囲疎 んでいる・代表的 なプ・グラム

を抽出してみると,

① データ・コードや文字の項目チェック"
「

② ソースナ・グラム の ・ジ ・クチ ・・ρ

③ プログラム実 行中の際のチ ェッグ

④ プログラムの修正

⑤.デ ー タ ・ファイルの更新

プログラムの大 きさは,iOOOス テ ップ以下の ものが多い。

-108d .

、

晴

■

ψ



`

,

,

ま

汎用化 されていて・プ ログ ラムテス トやデー タ ・チェックを容易 に行える～弐 利用価値が大 きい

入出力 コン トロール

メー カで開発 されているプログ ラムが主で,入 出力ン'い ・べ と中央処理装置 とのハン ドリング ・

ル「チ ンと垣 ってい る。 インプッ ト媒体 が,紙 テープ向きに作 られてい るケースが多 く見 られる。
'1

なぜ ならば,他 の媒体のデ ィバイス ・コン トロールは,オ ペ レ山テ ィングシステ ムの中に含 まれて

いる舗 テプ の場合は'変 綱 が多種にわたっているため'こ の面での機能を完備 してぽ

.
例が少ないか らであ る。

プ ログラムの大 きさは1'OoOス テ ップ前後で レコーーード型式や入 出力 タイプはかな り汎用化 され

てい る;又 従来のオペレーテ ィングシステムの入出力ルーチンよ りも効率的 なコン トロール ↓プロ

グラムが出現すれば・語 …嘩 さ・らぱ すであろう・

特殊言語コンパイラ

ア プリケーシ ョン ・システ ムが発達 して来 るとっ.今までの ように コボルやアセンブラ,のような汎

用言語 でプログラムを利用す るにはピかなbの 手間 と時間を費やさなければならない。そ こで1各

アプ リケニシ 。'ン毎 た,問 題向けの言語 を用意 してk・くことで,処 理効率の向上 をはかろ うとして'

い る。主 なものをピ〉ク ・ア クプ してみ ると,・

①TSS用 会話型言語.一

② 技術計算用言語

◎ グラフ ィック ・プログラ ミング言語

④ 生産管理用言語

.◎ 行列処理言語

⑪ シ ミュレーシ 】ン用言語'

r抽 の特鎖 題向謡 講 通⑳ 用言諏 リ・クさせて醒 することを可能vaしたものもある・

プログラ劫 鷲 聾 ・働 大きいものが多く・8QOOス テ・プ髄 のものがほとんどであ

るoが ・,t ,

作図 ・作表

パ ラメータ指定た よる統計表 の作成 とか,X-Yプ 『ッタのための プログラム,更 には,プ ロA

チ}一 ト作成耐 ・の 畦 どがある・
、

カ グラムapタ イプは・v;'ル ー チ ン形式の もttと 槻 の プロセ・サ拭 の ものがある・x""y

プ ロ シタのアプ リケニシ ・ンには等 高線作成 の部類 に属す るものが多い。

サ ブルーチン形式 のものは,汎 用言語(コ ボル,ア センブラ,フ ォー トラン)か ら'コールするこ〔

とが可能である。

紘 縦 表では・
,〔 ・リ〉クー エ・アを確保 ・譲 ・横の項 ・を舳 噸 でき・・の随 ・』

" ・-iO9-
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ることが理想的である。'

編 集

主 な適用処理 としては,プ リン トの際 の編集機能 を生か した ものや,磁 気 テー プのフォーマッ ト

を編集する ものなどがある。

プ ログラムは,汎 用的機能 を持たせ てあり,あ まb大 きな ものはない。ほ とん どがtOOOス テ

ップ以下の ものばか りであ って.サ ブルーチ ン形式のものが多い。中には集計 の機 能を持たせた も

の もあるが,こ の程度 のプログラムは,メ ー カか らの無料提供 の もので十分間に合 うため,登 録 に

値するものは少 ない。

TSS等 の ような遠隔地か らのター ミナル使用 によるデータ ・ファイルの利用 に対 しては特殊な

プログラムが用意され てい る。1

分 類 ・照合

一般的な呼び名 と しては,ゼ ネナル ・マー ジとか,ゼ ネナル ・ソー トといったプ ログラムである。

ソー トとか　 ジは・病 サブ僻 チン化 してあ り・ インプ ・ト"デ ー タるア ウ トプ ・ト'デ

ータの修飾や変換の機能 と共に用意 されてい る。 ソー トの際にはキー レコー ド・サイズ,フ ィー

:ルドの指定,ワ ーキング ・エ リアの確保等 を パラメータ 膓テー ブルに登録す る手間がある。'

そ こで,こ れ らを指定す る場合 は,コ ン トロール ・カー ドを用いて,パ ラメー タを指示す ること

によって簡易化 をはかってい る。但 しこの場合作 り方に よっては,大 分効率 に差ができるので,ユ

ーザは
,あ らか じめ,処 理パ フォーマンスを測定 してお くことが大切である。

分類 ・集計 二

このプログラムは,典 型的 な汎用 プログラムである。

ア・ヶ一・の件数讃 都 は・く勧 れる・… 一・の[墾1→[郵 → 團 の形砕

洛ものが一般 的な処理方法である。クロス集計を行なうと同時に,分 散,平 均,標 準偏差の程度あ

息 綱 を組込んだプ吻 。、剛 登録。れているぷ,条 件に適 、た_,を 自由に指,
/1

定 で きるような選択機 能を持たせたプ ログラムもい くつかある。 、

変 換 ㍉

情報処理に互換性 をもたせ るとい う面 で,利 用価値の大 きいプ ログラムである。

主 な種類を次に示す。

① コー ド変換 ルーチ ン

(カ ナ文字,10進#2進 ・8進 ・16進)

② プログラム変換ルーチ ン

機種間の変換 プ ログラム(ト ランスレー タ)

◎ データ変換 プログラム

ニ 』,-110一
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④ 論理変換 プ ログ ラム

プログラム変換 ルーチンに関 しては,ソ ーースプログ ラム間の変換が大半 を占めている。 ユーザは,

機種の変更や レベル ・ア ップにともな うプログラムの変換,デ ータの変換等 のプログラムをメーカ/

側 に求めているが,か な り不便を感 じているようである。 こういった単に1回 しか使用 しない作業

に,面 倒 な変換 プログラムを開発する余裕は,ユ ーザ にとってほ とんどないので,そ れを手がけ た

老が他 の同 じ立場にあるユーザに提供す るとい う意味で登録制度の活用が期待 される。

ユーテ ィ リテ ィ

これ までに とりあげて きた プログラムでチ ェック ・修正,入 出力コン トロール,特 殊言語 コンパ

イラ,作 図 ・作表,編 集,分 類,照 合,集 計,変 換等 のプ ログラムも広い意味でのユーテ ィリテ ィ

・プ ログラムであるが,こ こでは上記の分類に明確に納めることのできない プログラムを一括 して

ここに集 収録 しち また,こ れ以外で も毎回の処理に不便 を感 じ,必 要に迫 まられて作 られたプログ

ラムがある。 これ らユーザがヅ あるいは,ユ ーザのためにメー カやソフトウェア会社が開発 した補

助 プ 『グラムをここに含めた。た とえば,デ ジタルデー一夕のアナ ログ化・ デー タのコピ"エ クス

ターナルの インターチ ル化,デ ー タの更新,待 避 プ ログ ラム,Mゴ コ ン トロール,右 づめ置換えサ

。.ブルーチ ン,プ ログラムの自動管理,翻 訳 プログラム,汎 用計算 プログラム,メ ンテナンスプログ

'ラ ム
,汎 用分離 プログラム,重 複除去 プ ログラム,ラ ンダ ムファイル設計のためのジ ミ・ユレー シ.

ン 、プログ ラムなどが ある。

そ の 他

前述 の種別 には入 らないプログラムで あって,か な り偏 った問題向けに作 られたプログ ラム,お

よび・コ ンピュータ ・インデ ィペ ンデ ン トのプ ログラムで当然 メー カか ら供給され るプログラム等

は ここに所属する。

ぐ

た とえ ば,汎 用 リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム,オ ベ レー デ ィ ン グ ・シ ス テ ム,マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミン

ーt" 』・シ ス テ ム
,汎 用 プ ロ セ,サ(コ ボ ル,フ ォ ー トラ ン,ア セ ン ブ ラ)な ど が あ る 。

●

..
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SO1,ゼ ネ レ 一 夕

ARPS:Ajin・m・t・R・p・rtPr・gramming日y・tem(味 の 素)

QRS:QuickRePortSer▽ice(日 本 化 薬)

REMU-50(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

REMU-20'(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

Report/Genθrat・r(三 菱 油 化)

NKQRS:NKKQuiCkRep・rtingSy・t・m(日 本 鋼 管)

RPG:ReportProgramGeneraior(三 菱 事 務 機 械 販 売)

TAB:Tabu■aingReportprogramGθnθrator(三 菱 事 務 機 械 販 売)

汎 用 プ リ ン ト プ ロ グ ラ ム(長 野 電 子 計 算 セ ン タ ー)

RPG(中 央 計 算 セ ン タ ー)

RPG(三 菱 原 子 力 工 業)

M'PS-RG:MPS用 レ ポ ー ト ゼ ネv－ 夕(日 本IBM)

RPG418:リ ボ ー ト プ ロ グ ラ ム ゼ ネtZ－ 夕(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

RUP:ReportUtiユityProgram(東 京 芝 浦 電 気)

230-20/50PLOTTIN(}GENERATOR(富 士 通)

GθneraユReportingSyste皿(NCR)

汎 用Rθp言rt-Making:ゼ ネ レ 一夕 形 式(中 小 企i業 電 算 シス テ ム 研 究 所)

CPG:CobolProgrom(}θnθrator(住 友 生 命 保 険)

HREG_1:HokudenReportGenerator-1(北 陸 電 力)

集 計 用 プ ロ グ ラ ム:StatisticProgramAssi8tan七

KδBEI,:KobeBankLanguage(神 戸 銀 行)

OompactCo「boユ.Coder{日 本 ソ フ ト ウ エ ア)

231

251

251

251

AA

MTDUMPGENERATOR(富 士 通)

MTDUMpGENERATOR-2{富 士 通)

TapeFileGenθrator(富 士 通)

TapeFi■eGenθrator2(富 士 通)

SORT:So「tLinkMacroO(日 本 電 気)

(神 奈川県庁)

一112 ,一
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sエMps(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

REPORTGENERATORI,皿(日 本 ソ フ ト ウ エ ア)

NKTFG:NKKTe8tFi■eGenerator(日 本 鋼 管.)・

BPG(三 洋 電 機)

SMエLE(三 洋 電 機)

230_20/30FiユeGenθrator(富 士 通)

カ レ ン ダ ー ・ゼ ネ レ 一 夕(NCR)

SO2 チ ェ ッ ク ・修 正

FORTRANArgumen七 〇heCkProgram(国 立 が ん セ ン タ ー)

GCPO5:GeneralizedCheckProgra皿(協 栄 計 算 セ ン タ ・・)

GCPO2(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

GCPO1(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

OCQ(三 菱 事 務 機 械 販 売)

汎 用 磁 気 テ ー プ 照 合 プ ロ グ ラ ム(中 国 計 算 セ ン タ ー)

汎 用 デ ー タ ・ チ エ ツ ク(中 国 計 算 セ ン タ ー)

GCORTAK,(}CORDEL(東 京 銀 行)

00RRECTOR(三 菱 電 機)

IDR:工nsertDθ ユeteReplace(三 菱 電 機)

MARエNE:トv－ サ ー(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

M工DAS(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

241ProgramAnaLizer(富 士 通)

250-20/50・CHpTMarcoandRθrunProgra皿'(富 士 通)

テ ー プ ・ プ ア イ ル ・ メ ン テ ナ ン ス ・ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

プ ロ グ ラ ム ・パ ッ チ ・ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

TDUMP:TapθDu皿p(住 友 生 命 保 険)

NKTPPR:NKKTapePrint(日 本 鋼 管)

デ ー タ 修 正 プ ロ グ ラ ム:DataOOrrθcter(神 奈 川 県 庁)

SymbOユicDebug(NCR)

AエD-40(東 京 芝 浦 電 気)

Yシ ス テ ム(東 京 芝 浦 電 気)
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241MT-PUMPSPECIAL(富 士 通)

250-50MTDUMP(富 士 通)
.

250-50CODAC(富 士 通)

TRACER:TracθrC(日 本 電 気)

AADERA:SPTTθstSystemC(日 本 電 気)

フ'ロ グ ラ ム ・ テ ス ト/デ バ ッ グ ・ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

SO3入 出 力 コ ン ト ロ ー ル

DISCI/OMACRol井 関 農 機)

PACS皿(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

BTBTST:BackToBackTθ8t{日 本 ユ ニ バ ッ ク)

エ00S(東 京 芝 浦 電 気)

D工PDOP:Dru皿1-/OC{日 本 電 気)

TYRO:Consoユeエ/OBandG(日 本 電 気)

TエPTOP1:TaPeInPU'tOutPutC{日 本 電 気)

TIPTOPlA:TaPeエ/OC(V)(日 本 電 気)

TIPTOP5:TaPeandTer皿inaユ エ/OC(日 本 電 気)

241`CardRθadRoutinθ(富 士 通)

241BufferedCa1dR・ ・tartR・utin・'{富 士 通)

OCRIP{日 本 電 気)

ClpiOardRθadRoutineO{日 本 電 気)

CIP29:029Ca「dReadRoutinθC(日 本 電 気)

PIPC:PaPe「TaPeReadRoutineC{日 本 電 気)

PglRC:PaperTapθlnputRoutineC{日 本 竜 ・気)

PTTRAN:PapθrTapθTrans■atiOnProgramG(日 本 電 気)

P工PCBL:CoboユPap白rTapeReadRoutinθ{日 本 電 気)

241LinθPrinterOontrolSy6te皿(富 士 通)

251LPC82(富 士 通)

231PTCS(富 士 通)

230-20/30:直 結 用1[,P交 換(富 士 通)

NLOP:P「inte「W「i七 θRoutineC(日 本 電 気)
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00P

POP

Ca「dPunchRoutinθC(日 本 電 気)

P。p。rT・P・Pu・ ・hR・uti・ ・C(日 本 電 気)

SO4 特 殊 言 語 コ ンパ イ ラ
・4

■

■

令

CFδR:C。nrc.、ati。naユFδRTRAN(日 本 ユ ニ バ 〃)

BEEF(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

会 話 形FδRTRA.N(日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー)

Simbo■Si皿PユifiedCoboユ(大 成 建 設)

COBOL関 数(日 立 製 作 所)

PLD(日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー)

HARP105に よ るXYプ ロ ッ タ ー(茨 城 大 学)

SLL:Su皿itomoMfeLanguage(住 友 生 命)

PLXX(第 二 精 工 舎)

STRエDE(三 菱 事 務 機 械 販 売)

LAMBDA(三 菱 事 務 機 械 販 売)

FORMAC:数 式 処 理 言 語(日 本IBM)

MATLAN:行 列 処 理 言 語(日 本 工BM)

CAMEL-TSS(日 本 二Lニ パ ツ ク)

CAMEL(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

C6G6:00-or(1inatθGeometryProgram(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

SIMU工 ・A(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

GI・1,:Graphi・p・ 。gra皿mi・gL・ngu・gel(日 本 ユ ニ パ")

STRESS:構 造 物 解 析 用 プ ロ グ ラ ム 言 語(伊 藤 忠)

StringMan・ipuユationLanguageSy8tem(東 京 芝 浦 電 気)

SOL:SimulationOrientedLanguage(富 士 通)
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SO5 作 図 ・'作表

グラ フ ・プ ロ ッタ(昭 和 電工)

シ ステ ム560作 図 用 サ ブル ーチ ン(北 陸電 力)

プ ロ ッ タ 用 ユ ーテ イ リイテ イ(気 象 庁)

等 高 線:CONTOU(東 京 農 工 大学)

CURVE(三 菱 電 機)

CONTOUR:等 高 線(日 本 工BM)

グ ラ フ ィック ・プ ロ ッタ ・サ ブル ー チ ン ・プ ログ ラム

m6tterR石utineforOK工TAC-7000

GONTOUR:等 高 線 の プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ

FACOM270-20/50PSL(富 士 通)・

SPI・OT:プ ロ ッ テ ィ ン グ(日 本 電 気)

RepOrter(千 代 田 化 工 建 設)

AutO皿aticF■owcharter:Flowrite

磁 気 テ ー プ フ ァ イ ル ・ プ リ ン ト ア ウ ト

汎 用 プ ロ、グ ラ ム シ リ ー ズ2(藤 沢 市 役 所)

汎 用 プ リ ン ト ・ プ ロ グ ラ ム

SHUKEI(警 察 庁)

FLUSHFIushproce860r

L:LinkedMetProcessor

LエSP:ListProcessor(東 京 芝 浦 電 気)

(日 本IBM)

(沖電気工業)

(伊 藤 忠)

(NCR)

(ポ ー ラ化 粧 品本舗)

(長 野 電 子 計算 セ ン ター)

(日 本 ユニ バ ック)

(東 京 芝 浦 電気)

Genera■PurposeSta七isticaユTabu■ator(東 京 芝 浦 電 気)

.231PrintArray1(富 士 通)

251PrintArraア2(富 士 通)

STPPRT:TapetoPrinterC(日 本 電 気}

Su㎜aryDiscLogGopyRou七inθ( .NCR)
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SO6 編 集

TAp40B:TapeAccumユa七ingPrin七40B(住 友 生 命 保 険)

汎 用 プ ロ グ ラ ム シ リ ー ズ5(藤 沢 市 役 所)

UtiユitytorDirec七MailPrin七(.名 古 屋 会 計 計 算 セ ンタ ー)

工TEM-LISTER(三 菱 電 機)

TAPETOPRINT-2(三 菱 電 機)

OardM6tandTota1(三 菱 電 機)

CULL:Cul1Proces80r{日 本 ユ ニ バ ッ ク)

222Editル ー チ ン(富 士 通)

231MnePrinterControユSystem(富 士 通)

KOFPUSO3:編 集(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

KOFPUSO1:レ イア ウ トラ イブ ラ リー 作 成(協 栄 計 算 セ ン タ ー)

(}TT2:GeneraユTape七 〇Tape2(第 二 精 工 舎)

GTT1:GeneraユTapetoTape1(第 二 精 工 舎)

デ ー タ 編 集 サ ブ ル ー チ ン:EasyCodθr用(藤 沢 市 役 所)'

MTEDIT-2:MTED(気 象 庁)

」OBEDITpROGRAM:MTED(気 象 庁)

SYSIN1磁 気 テ ー プ の 編 集:サ ブ ル ー チ ン の 取 替(気 象 庁)

磁 気 テ ー プ ・コ ピ ー:MTCP(気 象 庁)・

STGEDエT(東 京 銀 行)

ED:EditingProces60r(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

llklitOr(東 京 芝 浦 電 気).

230-20/30累 積 テrプ 編 集(富 士 通)

250-20/30UPDATE(富 士 通)

●

SO7 分 類 ・照 合

●

D工SCOOMPARE(井 関 農 機)

小 容 量 の た め のMTソ ー ト(コ ン ピユー:一夕 ・マネ ジ メ ン ト)

SORT:エnternaユMemOryrSOrt(丸 紅 飯 田)・

GS7φ:GeneraユSOrt71第 二 精 工 舎)
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S/5600SNKS5RTサ ブル ー チ ン(日 本 鋼 管)

汎 用 マ ー ジ プ ロ グ ラ ム(長 野 電 子 計 算 セ ン タ ー)

TAPHSEARCH(三 菱 電 機)

SORT/MERGE(大 成 建 設)

9400ジ エネ ラル ソ ー ト(日 本 ユ ニ バ ・・P
.)

Genera■Merge{日 本 ユ ニ パ ッ ク)

GMERGE:(}eneralMergθ(日 本 二Lニ バ ツ ク)

9400ジ エ ネ ラ ル マ ー ジ1日 本 ユ ニ バ ッ ク)

Interna■Sorting{沖 電 気 工 業)

251CORESORT(富 士 通)

250-50RBSORT{富 士 通)`

ジ エ ネ ラ ル ソ ー ト ・ プ ロ グ ラ ム(NCR)

ム

SO8 分 類 ・集 計

工14di-P工D:統 計 用Program(第 二 精工 舎)

GPR1:Genera■Print-1(第 二 精 工 舎)

汎 用 プ ログ ラムシ リーズ4(藤 沢 市役 所)

レコー ド変 換 及 びサ マ リー リス ト作 成(日 産 自動 車)

汎 用 ア ンケ ー ト集 計 プ ログ ラム(長 野電 子計 算 セ ン ター)

汎 用集 計 プログ ラム(長 野 電子 計算 セ ンタ ー)

MATRIX(中 央 計 算 セ ンタ ー)

J(警 察 庁)

OpTTOT:Optiona■TotalList(東 京 銀 行)

RYUTEL(東 京 銀 行)

RYUADD(東 京 銀 行)

汎 用 ク ロス集 計(三 洋 電機)

件数 計算(日 本IBM)

DLT:積 算 処理 プ ログ ラム(日 本IBM)

●

、

々
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SO9変 換

.バ リア ブル テ ー プ変 換 ル ー チ ン(福 島県 経 済連)

人 名 ・ローマ字→ カ タ カナ変換(東 洋 コンピュータ・サービス)

カ ナ文字 コ ー ド変 換(東 洋 コンピュータ・サービス)

カ ナ コ ー ド変 換 サ ブル ーチ ン:EasyCoder用(藤 沢 市 役 所)

カナ コ ー ド変 換 サ ブル ーチ ン:Oobol用(藤 沢 市役 所)

RKC:ロ ー マ字 ・カ ナ文 字 コ ンバ ータ(三 菱電 機)

機 械 語変 換(国 土 地 理院)

250-20/50COBOLカ ナ 文 字Con▽erterl富 士 通)

DTBBTD(日 本 電 気)

ロー マ字→ カナ文字 変換 マ ク ロ(日 立 製作 所)

EBGDIK-TELEXコ ー ド変 換 ル ーチ ン(日 立 製 作所)

二 進 一十 六 進変 換 ル ー チ ン(日 立 製作 所)

STUMPS(富 士 電 機製 造)

HDUMP:且ighSpθedDump{陸 上 自衛 隊)

マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ:CardtoTape

MarkTapetOMTCon▽ertRoutine

KδFPUSO2(協 栄 計 算 ゼ ン タ ー)

CONVO1:ConvertingProgramOi

P/Ttoc/P(気 象 庁)

P/T→M/T(気 象 庁)

紙 テ ー プ か ら 磁 気 テ ー プ へ の 変 換 プ ロ グ ラ ム

UTYMTTORTMT七 〇PT

CardtOTes七Tape(三 菱 電 機)

(井 関農機)

(福 島経済連)

(協 栄 計算 セ ンタ ー)

(中 国 計算 セ ン ター)

(名 古 屋 会計 計算 セ ンタ ー)

OATS-N:CardtoTapθUti■itySystem(日 本 電信 電 話公 社)

OCR-UT:1287光 学 用 文 字 読 取 汎 用 プ ロ グ ラ ム(日 本 工BM)

PT-UT:ベ ー パ ー ・テ ー プ 汎 用 プ ロ グ ラ ム(日 本IBM)

カ ー ド ・ ツ ウ ・テ ー プ ・ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

カ ー ド ・ ツ ウ ・テ ー プ ・ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

テ ー プ ・コ ン バ ー ジ ョ ン(気 象 庁)
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560TAPETOPRINT(三 菱 電 機}

OCONV:CoboユConver8ion(日 本 電 信 電 話 公 社)

ConversionUnivac1107toUnivac1108(日 本 ユ ニパ ック)

241MTConVert(富 士 通)

2311401MTCONVERTER(富 士 通)

230-20/50MTConverter(富 士 通)

MT七 〇LP,MTtoPTP,CD七 〇MT(富 士 通)

250-50工BMO29C6DECδNVERT(富 士 通)

230-20/50FAPIT(富 士 通)

230-20/30,工BM560-409ト ラ ックMTCONVERT(富 士 通)

250-20MTCOVERTER4(富 士 通)

250-20/50SouseGonvert{富 士 通)

230-50MTConverter1(富 士 通)

250-50MTConverter2(富 士 通)

磁 気 テ ー プ コ ン バ ー ジ ョ ン ユ ニバ ック 皿ABCD(野 村 電子計 算 セ ン ター}

N-2200-H-8000変 換 プ ロ グ ラ ム(日 立 製 作 所)

5010-8000コ ー ド変 換 プ ロ グ ラ ム(日 立 製 作 所)

5485-8000テ ー プ 変 換 ル ー チ ン1日 立 製 作 所>

8000-3010変 換 ル ー チ ン{日 立 製 作 所)

3010-8000変 換 ル ー チ ン(日 立 製 作 所>

201-8000コ ー ド変 換 ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

581-8200変 換 ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

8200-58↑ 変 換 ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

9030-8200変 換 ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

MTCOnVerter(日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー)

9500TO9400ト ラ ン ス レ ー タ(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

`

■

●

●
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S10ユ ー テ ィ リ テ ィ

ADEIMT(国 立 防 災科 学技 術 セ ン タ ー)

MTEエDA(国 立 防 災科 学技 術 セ ン ター)

CURER(国 立 防 災科 学技 術 セ ン ター)

%TCOPY(丸 紅 飯 田)

DATACOPY(三 菱 電機)

231MTCOPYandCOMPARE(富 士 通)

250-20/30FORTCOPY(富 士 通)

230-50MTCOPY(富 士 通)

EXTRACT:RECORDの 抽 出(千 代 田生 命)

.HI-GENT90(広 島 計算 セ ン タ ー)

SFUR〔 陸 上 自衛 隊)

デ ィス ク ・デ ー タ更 新(井 関農 機)

マル チ プログ ラ ミング:TAPEtoPR工NT(井 関 農機)

PAPERTAPEPUNOH〔 カ ゴ メ)

KOFPUSO4:演 算(協 栄 計 算 セ ン ター)

待 避 プ ログ ラム(茨 城 大 学)・.

且ARPIO5vak・ げ る連 続 計算 処 理(茨 城 大学)

TABLEMTSETMSELECT(国 立 防 災科 学技 術 セ ンター)

Mエ016a(丸 紅 飯 田)

PTTOMTBLKRDTRエNP{丸 紅 飯 田)

D寺1φ(丸 紅 飯 田)

DataConvertprogramfor360-40(住 友生 命保 険)

BLOCON(備 後 電子 計算 セ ン タ ー)

汎 用 ファ イル変 換処 理:TACONV(仙 台 鉄道 管理局)

ZCSELCT(北 陸 電 力)

右 づ め置 き換 え サ ブル ーチ ン(藤 沢 市役 所)

右 づ め左 づ めサ ブル ー チン1藤 沢 市 役所)

汎 用 プ ロ グ ラム シ リーズ1(藤 沢 市 役 所)

汎 用 プ ログ ラムシ リーズ5(藤 沢 市 役 所)
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汎 用 プ ロ グ ラ ム シ リ ー ズ6(藤 沢 市 役 所)

GPM-1:Genera■ProgamMacro-1(ゼ ネ ラ ル)

MakeTabユeandReadinMainOorθ{エ ー ザ イ)

READ(三 機 工 業)

PAC/C:packagedProgramC{三 菱 事 務 機 械 販 売)

pAC/E:packagθdprogramE(三 菱 事 務 機 械 販 売)

UTYDTT6MT(名 古 屋 会 計 計 算 セ ン タ ー)

○δrθDumpMacr5forC5boユ(名 古 屋 会 計 計 算 セ ン タ ー)

汎 用 計 算 プ ロ グ ラ ム(長 野 電 子 計 算 セ ン タ ー)

汎 用 プ ア イ ル ・ メ ン テ ナ ン ス ・プ ロ グ ラ ム{長 野 電 子 計 算 セ ン タ ー)

汎 用 コ ン バ ー ト ・ プ ロ グ ラ ム(長 野 電 子 計 算 セ ン タ ー)

汎 用 分 離 プ ロ グ ラ ム1長 野 電 子 計 算 セ ン タ ー)

UtiユityforDataSθ ■ection{、 名 古 屋 会 計 計 算 セ ン タ ー)

DEC(警 察 庁)

FTUKIMEIl東 京 銀 行)

FHICALL(東 京 銀 行)

FCCYNAME(東 京 銀 行)

OpTSELOL:OptinaユSeユectionandDeユetionC東 京 銀 行)

RYUCOR(東 京 銀 行)

RYUEXT(東 京 銀 行)

DEエ 、DOB(東 京 銀 行)

BOTSORTC(東 京 銀 行)

MARVEL(三 菱 原 子 力 工 業)

(}ANGWR工TER(三 菱 電 機)

SELECTOR(三 菱 電 機)

SEIPARATOR(三 菱 電 機)

REJECTOR(三 菱 電 機)

OSEX:Opera七ingSystemExtractProgram・(三 菱 電 機)

TapetoPrintUtility『System{日 本 電 信 電 話 公 社)

PaPerTaPeInputContro■Sy8tem(日 本 電 信 電 話 公 社)

座 標 プ ロ ッ ト用 テ ー プ 作 成 プ ロ グ ラ ミ ン グ(国 土 地 理 院>

MPS-MARVEL{日 本 工BM)

MPS-READCOMM(日 本IBM)
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十

ELT:EユemθntProcessor(日 本 ユ ニ パ ッ ク>

FUR/PUR(日 本 ユ ニ バ ツ)r)

DATA:DataProcessor(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

DOC:DOculnentPrOces80r(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

MEM6RYC且ANGE(東 京 芝 浦 電 気)

MEM6RYGφMPARE(東 京 芝 浦 電 気).

241PapθrTapeLoader(富 士 通)

241StorageTopt{富 士 通)

251暫 定 前 書 ラ ベ ル 作 成(富 士 通)

250-20/30FEORMAORO(.富 士 通)

230-20/30MTto]」PG .Concarrent(富.士 通)

Drum/Disk工ndxSeqllentiaユOrganigation(富 士 通)

SDTRAN:(日 本 電 気)

SDAGRE:〔 日 本 電 気)

SDCLE・R:(日 本 電 気)

タ ン ブ ル カ ー ド ・ユ ー テ イ リ イ テ イ(日 立'製 作 所)

カ ー ド ・ プ リ ン ト ・ ユ ー テ イ リ イ テ イ ・ル ー チ ン(日 立 製 作 所)

ジ エ ネ ラ ル ・ユ ー テ ィ リ テ ィ ー ・ コ ヒ'一(NCR)

SiteCodeChangeRoutine(NCR) ."

OPUR':ObjectProgramUtiユityRoutine9(NCR)

SPUR:SourceProgramU七i■ityRoutines(NCR)

Generaユ エnputVaユidatiOn(NCR)'

FORTRAN文 字 処 理 補 助 ル ー チ ン(日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー)

磁 気 テ ー プ 容 量 計 算 〔小 樽 商 大)

汎 用 フ ァ イ ル 更 新 処 理(電 算 シ ス テ ム研 究 所)

ランダ ム プア イル 設 計 の た め の シ ミュ レ ーシ ョン(コ ン ピュ ータ ・マネ ジ メ ン ト)

BinaryCardMacrO(名 古 屋 会 計 計 算 セ ン タ ー)

Ne七workSimuユatθr(日 本 ユ ニ パ ッ ク)

1」FT:LIFTProcessor(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

251プ ロ グ ラ ム 累 積(富 士 通)

231プ ロ グ ラ ム 累 積2(富 士 通)
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251ALGoLプ ロ グ ラ ム 累 積(富 士 通)

251PAT(富 士 通)

デ ィ ス ク ・ イ ニ シ ャ ラ イ ズ ・ル ー チ ン(NOR)

デ ィ レ ク ト.リ ー ・ メ ン テ ナ ン ス(NCR)

Sllそ の 他

o

TOS:TransactionOontroユ8ystem(日 本 ユ ニ バ ッ ク)

RTMσs(東 京 芝 浦 電 気)

FTSO3(東 京 芝 浦 電 気)

モ ニ タ ー50(東 京 芝 浦 電 気)

241オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム(富 士 通)

251MON工TORU-2(富 士 通}

B1-Ba8icSoftwareSy8tem・(NCR)

B2-OperatiugSystem(NCR)・ ・

B5-Mu■tiProgrammingSystem{NCR)

GESy皿bolicA88emb■yLaugnqge{三 菱 事 務 機 械 販 売)

FORTRAN1(三 菱 事 務 機 械 販 売)

ApS:Assθmblyprogra皿mingSy-stew(三 菱 事 務 機 械 販 売)

00BOL(三 菱 事 務 機 械 販 売)

FORTRAN2(三 菱 事 務 機 械 販 売)

NEAT/5(NGR)

FORTRAN(東 京 芝 浦 電 気)

■
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4プ ロ グ ラ ム 登 録 制 度 に 対 す る 要 望 』

4・1ア ン ケ ー ト の 趣 旨

日本情報処理開発 センターでは昭和44年8月 に 「電子計算機 プログラムの保護問題 」について

アンケー ト形式 による調査 を行 なった。 これは日本特許協会 ソフ トウェア研究会が企画 し,実 施 した

アンケート調査と同一のもので,通 産省の指示のもとに全国電子計算機ユーザを対象に実施したものである。

この両 方のア ンケー トにあ らわれ たプログラムに 関連 のある一般 の人 々の考え方,プ ログラム登録制

度 に対する要望 をアンケー トに従 って以下 に述べてゆ く。

まず,こ の4章 で取扱 う,内 容 の位置づけ を簡単 に述べる。前述の1章 では ソフ5ウ ェア西通機

構の整備がいか に必要 となってきたかを述べ,2章 では,ソ フ トウェア流通の歴 史と現状 とを,国

の内外にわた って述べて きた。さ らに,3章 で はその流通 の具体例 として 日本情報処理開発センタ

ーのプ ログラム登録制度の もつ現状 における問題 を把 えてきた。

以上の ような展望の上に立 って,一 般 の人 々がど う考 えているかをアンケー トの中か ら探 り出そ

うとい うのが この4章 の趣旨である。

この章での考え方 を基 にさ らに5章 ではプ ログラム登録公示制度はど うあるべ きかについて述べ

てい くわけである。

プログラム登録制度 に対す る要望は,広 く一般 とい って も,そ の多 くは電算機 メー カ,計 算セ ンタ 、

一
,電 算機 ユーザ等が対象であ って,と もに大 きな関心をいだいている層である。従 って,そ の人

々の考 え方や要望は プログラム登録公示制度,あ るいは広 くプログラムの流通 に大いに活 かせるも

ので あ り,活 かさなければ な らない ものである と考える。 この辺 のことについては,日 本 情報処理

開発 センターの 「電 子計算機 プログラムの保護 問題」のア ンケー トに も,そ の調査依頼の前文に次

のよ うにのべている。 「ソフ トウェア技術の発展 も,ま た 目覚 ましい ものがあ ります。 ソフ・トウェ

アは,中 略 現在 これ についてプ ログラムの保護 の問題が生 じてお ります。即 ち電

子計算機 のプログ ラムを権利 として保護すべ きか否か,保 護す るとすれば,如 何 なる方法が考え ら

れるか,」 この ように,プ ログラムを単に保護すべ きかど うか といった消極的な考え方 に とどまら

ず,も はや現段階では,保 護するに は 何 なる方法 が考え られ るか といった前 向きの対応策をたてる時

期に きている。,事 実 これ らの問題 を解決することはむずか しく,か つ,最 も重要 な点であるといえ

よう。その一つの方法 として.所 有権 などのよ うに法律にょって保護す る方法が考 え られ る。 しか し,

プ ログラムの ように公示のむずか しいものが果 して法律で保護で きるか どうかが疑問である。

日本 情報処理開発 センターのアンケー トの前文に もこの点に触れてお り,「 特許法,或 は著作権 、

法等 で保護が可能か,そ の他有効 な方法があるのか等の問題 が検討されは じめてお ります。

中略 進んでい る米国 に於いても,こ の問題 については いまだに結論 が出てお り

ませ ん。」 とある。
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さらに,語 を継いで 「この様な ソフトウェアの問題は,情 報産業 に関 係す る業界ばか りでな く,

ユーザに とって も強い関心 を抱かざるを得 ない事項 で ある 」と指摘 している。

このアンケー トはプログラムの登録公示制度 も含めて,ソ フ トウ ェアの価値 の確立 と流通 の促進,

保 護問題 などについて電算機 メー カお よびユー ザの意向 をもとに,日 本情報処 理開発 センターの見

解 を決めるための資料 とす る目的をもってお り,噛かつ,通 産省および特許庁 の施策立案 にあた って

の参考 に供すため との2つ の 目的 でア ンケー ト調査 を行 な った ものである。

これ が日本情報処理 開発 センターがア ンケー トを行 なった趣 旨である。

t

■

t
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4・2ア ン ケ ー ト総 額

このアンケー ト調査は全 国の主要な会社,計 算 セゾター(1ソ フ トウェア今社 を含 む),電 算機メ

ー カ
,学 校,お よび官庁等政府機 関1107事 業所 を対象 に して鉛 こなわれたが,全 体 としての回'

答 率 は学校 関係がやや低か った事を除 いて約半数(52.5%)か らの回答 が得 られ,こ の種類のア

ンケー トとしては回収率がかな り高 く,総 体的 にプ ログジムの保護問題 に対する関心が高まってい

ることを示 している・具体的にこの躍 噸 に対する岬 くあるかどうかとい殖 靭 質問に対 し

て約76%が 関心 ある とい う結果 か らもこの事実 は裏つげ られ,こ の問題 に対す る国家的 な意志統

一 のための機関を設置せ よとい う意見さえ あ
った。次に現在 の実際業 務で利用 しているプ巨グラム

の調達方法 をみると,有 償,無 償を合わせて メーカ.サ プライの もの と メ ー カ との共同開発に よ

るものの合計 は,自 社で独 自に開発 した もの と数の上ではほぼ同 じであ り,ソ フ トウェア,メ ー カ

に 委 託,あ るいはそ こか ら購入 しているものは極めて少ない。 またプログラムの種類 は多岐に亘

るが,約 半数 の 事 業 体 では社外で も利用価値 のあるプログラムを保有 し,そ の2/5は 適 当 な方

法 で,あ るいはプログラム保護全体 としての体制が整 った時点で社外に提供 したい とい う希望 を も

っている。問題は この方法,あ るいは体制の整偏であ り,こ れに対 して幾 つかの意見が寄せ られて

い る。す なわち,ハ ー ドウェアとの両立性(コ ンパティビリテ ィ)の 有無,正 当な対価 をきめる方

法の欠如,な どの問題,あ るいはプログラムを供給した後でのアフター・サービス(プ ログラム・メンテナンス)な ど

に問題を生 じやすい といった懸念が多 く,ま た現状では積極的に他社に対価を要求して売込みたい という希望は

必ずしも多くはない。また 他に棋給したくないという理由斑(ぱ 正当な㎜ 絹られないなど¢回答もか助 見うけられる,

次 にプログラムの秘密(セ キュ リテ ィ)に ついては,他 に秘密が漏れた ととが あると回答 したゐ

が数の上では少ないが約20社 あb,現 実 の問題 と しても何 ら.かの対策 を立 てる応要 があるように
コハベ

思われる。更 にプログラムの流通機構 の問題 を考え ると,第 三者の開発 したプ ログ ラムを容易 に知

ることがで きる手段が ない ことが指摘 され,現 在 のところ,メ ー カを通 して,あ るいは新聞や刊

行物 め紙面で他社 のプログラムの大略 を知 る程度に とどまっている。 このため,日 本 情報処理開発

センターの プログラム登録制度 を拡充 するなど,プ ログラム流通面で何 らかの改革が必要であろ う。

.た だ し,こ れ らの制度に よってプログ ラムの存在は知 り得たと しても,そ れをどの ような手続 きで,

どのよ うな形で入手できるようにす るかは,ま た別 に検討の必要が あり,現 状では入手 しにくい面

が多 くあることが指摘 されてい る。 ところで,日 本情報処理開発 センターの登録制度については,

制 度そのものの存在がかなり多 くの事業 体に知 られてい るが,制 度の利用例はほとん どな
、く,そ の

主要 な理 由として,使 用 したい プログラムが登録 され ていない実情,登 録制度そ のものの性質 が周

知 されていない こと,あ るいはそ の必要性 を認 めない とい う意見が多いが,中 には無断 使用 しで も

わか らないような極端な意見 もあった。 、,

そ れではプ ログラムを特 許あるいは著作権 の対 象 と してどの ような考え方がなされ ているか とい

一127一
し



ノ

う,こ の調査の第1の 目的に問題 を進めてみ よう。結論的にいえば現状で直 ちに結論 を下すのは早

計であるに しても,何 らかの形でプログラム保護 をすべ きであるとい う意見が大勢 を占めている。

これは 湖 保護すべ きでない とい う意見が約4%弱 で 極めて少ない ことか らも裏づけ られる。当

然のことなが ら,ソ フトウェア ・メ ー カ か らの強い要求 と して,プ ログラムは知的創作である。

或 いは流通促進 に役立つ として,保 護 に対す る賛成意見が強 く出されてい る。一方,プ ログラムと

いってもその内容規模 が大幅に異な り,保 護すべ きプログラムの範 囲を明確化 しなければならない

とい う意見 も強 い。更 に,保 護 の方法 として,特 許権相当にする とい う意見 は必ず しも多 くな く,'

著 作権 として保護 をす る方法 あるいはプログラム登録公示制度が望 ま しいとい う態度 をとってい る。

特 に後者は約半数 の支持 を得 てお りDプ ログラム保護の問題が他の製品やア イデ ィアの特許などと

一律に取 扱 うことができず
,こ の登録公示制度 の ような独 自の制度の必要性 が認め られている。た

だ しこの問題 は単 にわが国のみ ならず,今 後の国際的交流や諸外国 との協調 も考えて処置すべきで

ある とい う意見 も散見 されたpま た一部にはプログ ラムの問題は数字の定理 や公式 と同 じように扱

うべきで特許権 の対象には ならない。む しろ 「何某 の何 々プ ログラム」 とい うような名誉的 な取扱

いの方が好 ま しい とい う考え もある。一方特許の対象 とすべ きだ とい う意見は少な くないが,そ の

場合で も,や は リプログラムの性質ゴ種類 に よって限定すべ きである と考えている。

ところで,こ のプ ログラム登録公示制度が具体化 した とき.実 際にプログラムを登録す るのか否

か とい う質問 に対 して意見は半 々であb',流 通 面で特 に役立 たない とす る向きもある。一方,登 録

に積極的な態度 を示す回答 の多 くは重複投資の回避 とソフ トウェアの水準の向上 を期待 してお り,

このためにはプログラムの開発の際 に汎用性 を持たせ ようとい う積極的 な姿勢 もみ られる♂ レか し

問題点 としては,対 価 をどの ように取扱 うか とい う点 と,・もっと根本的 にプ ログラムの定義までさ

かのぼって考えなげればな らない とす る二点が強 く指摘 され,こ の段階ではプログラムの秘密保持

の問題は必ず しも大 きく取 りあげられてはいない＼
,

以上の結果を結論的に要約すると,プ ログラム保護あ問題の大勢意見は次のようになろう。すな

わち,従 来の特許や…著作権制度とは独立 したプログラム登録公示制度 をつくり.登 録対象としての

プログラ:ムの種類の明確化 と対価に対する適切な基準を設けるこ百忙 よグ,プ ログラム流通面での

円滑化を計 り,重 複投資を回避すべきだということである。 ・
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4・5プ ロ グ ラ ム 市 場 の 問 題 点 と そ の 実 際

日本情報処理 開発 センター のアンケー トの調査票の配布先は会社,計 算セ ンター,電 算機 メー カ,

諸 団体,学 校,官 庁政府機関で1,107通 に ものぼ っている。

この うち,表4-1の とお り回答を寄せ られてきた機関は579件(回 答率52.3%)で 約半

数か らの回答が あった ことで,回 収率 としてはかなり高いものであった。全般 的にみて学校が若 干

低 く,諸 団体が高い回収率 を示 している。他はほぼ平均化 してお り,総 体的 にプ ログラムの保護 に

対す る関心 が高 まっていることを示 しているといえ よう。事実,「 電子計算機の プログラムを保護 ,

すべ きか否 か,及 びそれ に関連 す る問題 について貴社は関心が あるか」 という問に対 して,回 答 を

寄せ た ものの中の約76%(430件)が 「関心がある」 としている。(表4-t参 照)

こ うした点か らも明 らかなように,問 題 は,プ ログ ラムとい うものが果 して流通 しうるものなのか

どうか,も し流通で きた として もその権利保護が確実にできるか どうか,さ らに,比 較 的すぐに実

.現 しそ うなプログラム登録公示制度 については問題点はないか どうか,な どの諸点にある と思われ

る。 このアンケー トの結果は これ らの諸点について順を追 って報告され ている。

プログラム登録制度 に対する要望 とい う観点か らすれば,こ のアンケー トの内容の後半のみが直

接関 係があるようであるが,実 は本 質的 には,プ ログラムが商品 として価値 をもち,取 引 として流 ,

通 で き砧 否かが問題 である・ また・プ・グラム登録制度は他の順 が成立す砂 ξう杜 裏腹の

関 係があるともいえるので,や は り切 り離せ ない問題 として とりあげ る必要があると考え られ る。

そのため,こ こでは プログラム登録制度 に限定 しないで,広 い観点に立 って.こ のアンケー トを

みて行 くことにする。

表4白1回 答 と関心 ド'・,、

配布先項目

rへ

会 社
「 、 』

計'算

セ ンター

電 算 機 〉

ユ ー カ

諸 団 体 .学 校
官 庁政
府 機 関

合 計

調 査 配 布 数 680 169 ,15 28 ・119 '96
1コ07件

-

'←

回 答 数 572 84 8 21 40 54 579件

回 答 率
/

54.7 497 555 750噛 556 563 52.5%

(

.関 心 が あ る 二
265: 73 7 18 50 59 450件

●'【

L関 心 が な い

≠亭 ・鰍 ・
:96 i6;

'

1 2き 7 13《 ・125件

日本情報処理開発セ ンターのア ンケー トにみ られ るか ぎりでは.現 在利用 してい るプログラムの

調達方法 としては 「自社開発」 と 「電算機 メーカの無償提供」 とが圧倒的 に多い。 この種のア ンケ

ー トを何回か行な っていれば ,ど うい う変遷を辿 ってい るかが判 るはつであるが,一 時点でみ るか

ぎb.ユ ー ザは この両者の開発 に完全 に依 存 しているといえ る。(表4-2参 照)
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5番 目に多いのが 「電算機 メー カとの共同開発」である。その内容は判 らないが
,商 慣習的 にみ

た場合電算機 メーカとの共同開発 は大規模な ものが多い ようである。

結局,開 発 の主体 となるのは電算機 メー カとユーザ とであり,ソ フ トウェア ・メー カの 占める役

割は まだ低い ことが指摘 され る。

表4-2現 在利用 してい るプ ログラム調達方法

・

配布先
項 目

、

会 社 計 算

セ ン ター ・

電 算 機
メ ー カ
諸 団 体 学 校

官庁 政
府機 関

合 計

電算機メーカーが無償提供 286 56 5 14 54 36 411件

〃 有償提供 9 5 0 † 1 5 19件

"と 共同開発
、
85 13 1 10 4 16 129件

ソフ トウェア メー カに委託 22 1 1 1 0 4 29件

他の企業に委託
■

9 0 1 0 0 つ 11件

他のユーザとの共同開発 9 6 5 0 2 3 25件

他 のユーザから譲受 6
・

5 1 i 6 2 19件

自 社 で 開 発 347 7.8 8 18 59 49 539件

●

ノ
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4・5・1提 供 の 可 能 性 と そ の 実 際

プログラム登録制度が成立 するか どうかの第tの 鍵は社外に提供 し利用で きるプ ログラムがあ る

か どうか とい う点にかかってい るo

日本情報処理 開発 センターのアンケー トに よれば,総 体的に半数強の295件 が 「社外 で利用で

きるプログラムを保有 してい る」 と答えている。 その5分 の2が 「社外 に提供 したい」 と回答 して

いる。(表4--3参 照)こ れは 全 回 答 数 の5分 の4強 に当 り,プ ログラム登録制度 を支 える潜在

的 な可能性が予想外に高い ことを示 してい る。 ただ し,こ れが実現するためにはいろいろな条件 が

整 わなければならない。それについては追 ってアンケー トで も報告 してい る。

またD「 供給の意向は もっていて も提供 できない理由」について全部で178件 の回答 の中か ら

多い ものとして 「相手 が見 つか らない」,と 「周知 の方法が ない」,が 各 々50件 つ つ ある。 これ

らは適当 な制度や,方 法 さえ あれば元供給可能 となる事項 であ る。

表4-5供 給 の可否

配布先
項目 会 社 計 算

センター
電 算 機

メ ー カ
諸団体 学 校

:官 庁 政

,府 機 関
合 言十

-

繰混酸 記カグラム
161 65 56 12 26 25 295件 『

〃 保有していない 211 15 1 7 14 28 276件 .

上乙場合社外に供給したい 85 62 4 9 26 17 205件

〃 供給したくない 86 8 1 4 5 2 104件

供給したいができない理由
は相手がみつからない

20 16 0 1 8 3 48件

〃 周知の方法がない 2
・5

16 0 5 10 4 56件

1〃 その他
39 20 0 1 6 8 74件

供給したくなレ理 由は第5
者に知られるから

59 5 0 1 0 1 66件

〃 第5老 に再議度さ
れるから

11 4 0 1 0 0 16件

〃 正当な対価を得ら

れないから
41 7 1 5 1 1 54件

o

〃 その他 14 0 0 1 2 0 17件

「供給 した くないとす るとその理由は」とい う問に対 して,総 数t55件 の回答の内訳 をみ ると,

「企業の秘密が知 られるか ら」が66件 「42%)「 正 当な対価が得 られないか ら」が54件(55

%)で ほ とん どこの2つ の理 由か ら供給不可 能 と考え られ る。確かにこの2つ の理由はプ ログラム

の流通 の上で もっとも困難 な基本 的な問題である。然 るに この2つ が解決されなければプ ログ ラム

の流通は覚 つか ない といつて もよい。

一方,同 じような内容の調査を行 なった 日本特許協会の報告に よると
,回 収率は表4--17に も

ある とbb・ 日本情報処理開発 センターのアンケー トの回収率が5ス9%で あ るのに対 して7ZI
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%と 高 い率 を示 してい る。 これは 日本特許協会の実施 した調査が各企業の特許担 当者を対象に行 な

ったため関心が深 った こともその理 由と考え られ る。

「プログラムの保護に対する関心 」は 日本情報処理 開発セ ンタ ーの調査で76%がt'tあ るss

と回答 したのに対 し,特 許協会のそれは90%と 高い。

「プログ ラムの調達方法 」については,ど ちらのアンケー トも,「 自社開発 」,「 電算機 メー カ

の無償提供」,「 電算機 メーカとの共同開発」の順 に多 くその比率 も大体同 じ傾向を示 している。

「社外 で利用で きるプログラムを保有 しているか」については両者のアンケー トの回答はほぼ同

じであ る。ただ し,保 有 しているシログラムを 「社外に供給す る」意思については,日 本情報処理

開発セ ンター と特許協会 とのア ンケー ト結果 は逆になっている。 「供給できない ときの理由」はほ

ぼ同 じような回答 の傾 向であ り,「 秘密が知 られ るか ら」 とか 「正 当な対価が期待で きない」が多

いo

供給が実際になされたか どうか の質 問に対する同答は表4-4の とお りである。

表4-4供 給 の実際

配布先項目
A

会 社
計 算
センター

電 算 機
メ ー カ

諸団体 学 校' 官庁政
府機関

合,計

プログラムを単独で社外に

供給したことがある
40 40 4 4 8 6 102件

〃 ない 522 41 3・ 15

…

50 47 、458件
'

供給 した プログラムの種類 については表4-5の とお りである。 この うち多い ものは 「その他 」

52件,「 販売管理」22件,「 給与計算」18件,「 設計 」15件,「 研究 開発 」15件,「 生産

管理」12件,「 購買管理 」teよ び,「 製 ・商 品在庫管理 」各10件 の順 となってい る。

供給 した場合,ま たは供給 を受けた場合の条件 とレて,前 者 の場 合は 「所有権 の移転 」と,「 使

用権 のみの許諾又は取得 」,後者 の場合は 「第5者 の使用 の承認 」と 「秘密の条件」 とについて質 問

をしてい る。その回答の結果は表4--6の とお りである。 これに よれば,プ ログラムの 「所有権 の

移転 」が条件となっているのが38件 に対 して,条 件 ・無条件 を併せた 「使用権 のみの許諾又は取 得」

がt69件 に も達 してい る。
ら

使用権のみの条件については 「第三者 の再使用」を認 める ものが57件 に対 してド認 めないのが

S12件,と なっている。また,「 秘密 を条件 とする」 ものは81件r・ 「条件 とし左い」 ものが58

件 に なっている。 「第三者 の再使用 を認 めない」 とす る ものが若干 多い と感 じられ るが,こ れ以外

の条件 は提供者の権利 としてはやや緩やかに思 われる。

表4_7を み ると 「保有プ ログラムo"秘 密 が洩れた」 とす るのが1数 の うえではf洩 れた ことが

ltい 」の5fO件 に較 べて,20件 とは るか に少ない。 しか しこれは重要 な意味 をもっている。 ま

一一152一
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た同 じように 「暗号 などに よる秘密保持 の措置 を行 なってい る」 と回答 している36件 もその もつ

意 味は深い と考え られ る。 「保 有 プログラムの秘密が漏洩 した ことがない」 と回答 したのと 「特別

な秘密保持 の措 置を していない」 と回答 した500件 以 上の意見 は,一 面,プ ログラムの流通 がすす

んでいない表われ とも思われ る。

従 ってプ ログラムの流通 を高め るためには,こ の ような漏 洩の事実 とその保護措置 とを照 し合せ

て考え秘密 の漏 洩防止に何 らかの対策を講 じる必要がある。 ・

表4-5提 供 したプログラムの種類

、

・減 給 配竺
、

一

'

会 社 r計 算
セ ン ター

電 算 機

メ ー カ
諸団体 :学 校

官庁 政
府 機 関 、

合 計

① 全社的経営計画

'

1'

紘

～

2 0 0

～

0 0 5件

② 需 要 予 測 1

図、、

8

や

0 1 1 0 11件

◎ 広 報 宣 伝 ・ 0' 2 0 0
:0

0 2件

④ 販 売 管 理 0・ 8 1 1 0 0 10件

'

⑤ 生 産 管 理. 1
、

9 1 1 0 0 12件

⑥ 飯 売 管 理 ・ 7 13 1 1 0 0 22
.件

⑦ 製商 品在庫管理
'

5 7 0 0 0 0 10件
,

⑧ 輸 送 管 理 2 2 0 0 0 0 4件

◎ 設 計 4 6 つ 1 1 2 15件

⑩ 研 究 開 発 1
、

1 1 2 4 4 15件

⑪ 技 術 情報 管理 5 2 0 0 0 0 7件

⑫ 人 事 管 理 0 4 . 1 0 0 0 5件

⑮ 給 与 管 理 3 12 1 1i【 0 1 日 件

⑭ 資 金 計 画 0
`

2 0 0' 0 0 2件

⑮ 財 務 管 理 .0 4 1 0 .0 0 .5件

⑯ 顧 客 管 理 1 2 0 0 0 0 3件
,

⑰ 株 式 管 理 1 5 o 0 0 0 4件,

⑬ 交 換 連 絡 業 務 1 0 0 0 0 0 1件
、

⑰ そ の 他 22 16 0 5 6

ご

5 52件`
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表4--6供 給 の条件

配布先:
項目 会 社 計 算センター

電 算 機
メ ー カ 諸団 体 学 校

官庁 政
府機 関 合 計

プログラムの所有権の移転 17 15 1 1 2 2 38件

は取得

第三者の再使用を認める

第三者の再使用を認めない

55

61

5

55

1

5

2

5

8

2

6

6

57件

112件

の
紺

秘密を条件とする

条件としない

47

37

25

7

5

↑

2

2

2

7

4

4

81件

58件

表4-7保 有 プログラムの秘密漏洩'

配布先
項 目

r

会 社
計 算
センター

電 算 機

メ ー カ 諸団体
'

学 校
官庁 政
府機 関 合 計

秘密が漏れたととがあるか'

あ る

な し

5

545

11

66

5

5

1

18

0

29

2

47

20件

5†0件

秘密を守るため暗号などを
つけてある

つけてない

19

337

12

69

0

8

5

18

2

53

0

52

56件

5イ7件

表4-8 、 第 三者の開発 した プログラムの公知度

配布先
項 目

会 社 計 算 機
センター

電 算 機
メ ー カ 諸団体 学 校

官庁 政
合 計

一般に容易に知 ることが

で きる ぺ

,〃 できない

55

321

11

71

z

7

3

18

11

29

4'

49

66件

495件

.ぷ 七

－t54一
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4・ ろ ・2体 制 の 整 備 と 現 制 度 の 実 際

プ ログラムの流通 を高める もう一 つの要素 として第三者 の開発 したプ ログラムが一般 に容易に知

ることができるか どうか という ことがある。 これにっいては表4--8va示 す ように,495件 がPt

般 に容易に知る ことができない と回答 している。 これに対 して, 、容易 に知 る ことができる との回答

は66件 となっている。

この面か らみても,流 通機 構の確立は まだまだとい う観 が強い。

現在のところ表4-9か らわかる ように,第 三者の開発 した プログラムの存在 を知 る方法 として

は,電 算機 メーカを通 して,あ るいは新 聞や刊行物の紙面 で他社 のプログラムの大略を知 るに とど

まっている。 この両者 で70%強 を 占めている。 しか し,学 会発表 による ものが10%強di7:6件

あ るのは注 目に価す る。

発足 して間 もない 日本情報処理開発センク一一の登録制度か ら知 るとい うのは14件 に すぎず きわ

めて少ないが,今 後は こうした公的機 関による流通促進が きわめて重要 な役割 として期待され る。

そのために この制度の拡充,充 実 は もとより,プ ログラムの流通面で何 らかの改革 が必要 であろ う。

表4-9プ ログラムの存在 を知 る方法

'配 布 先

項 目

'

会 社 計 算
センター

電算機
メ ー カ

諸団体 学 校
官 庁 政て
府 機 関

合 計

日本情報処理開発セン
ターの登録制度 8 3 1 0 1 1 14件

新聞,刊 行物 93 18 5 5 13 8 り40件

学界発表 54 6 4 4 25 5 76件

電 算機 メーカか ら 224 41 4 11 17 55. 530件

そ の 他 41 7 5 5 5 8 65件

表4-Soプ ログラムの入手方法

配布先
項 目 会 社

計 算
センター

電 算 機
メ ー カ 諸 団 体 学 校

官庁政
府機関

,

合 計

第三者の開発したプロ
グラムを「般に容易に
入手出来る

31 4 0 1 13

フ

3 52件

入手出来ない 255 ,62 7 f1 21 55 569件

次 に,プ ログブムの存在はわか っても,そ の 「プログラムを一般 に容易 に入手 できる」か どうかが

＼引 き続いての課題 となる
。 これに対 するアンケー トの回答は 「容易 に入手 で きる」が52件 で ある

のに対 し,「 入手で きない」は569件 となっている。全体 に対す る入手率 は12.2%で,概 して

「入手で きない」と評 して よい。 しか し,「 入手 できる」が,52件 もある ことは,ま だ,流 通が
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初期 の現段階ではむ しろ予想外に多い とい うことも考え られ よう。

供給状況 について,日 本特 許協会の アンケーートは表4-17の よ うに,回 答総数202件 の うち

の27件(15%)で 日本 情報処理開発セ ンターbア ンケー トの17%よ り若干 低いがほ とん ど同

じような傾向を示 している。

供給 したプログラムの種類 については両者のアンケー ト結果は ちが っている。首位 の 「その他」

は同じであるカ～ 「販売管理 」,「 給与計算 」などが日本情報処理開発センターのアンケートの2位5位 を占

めてい るのに対 し,日 本特許協 会のそれは 「設計 」,「研究開発」が各 々2位,5位 で4位 以下に較

べ圧倒的に多 くなってい る。 これはア ンケー トの対象が多少ちが うためと考え られる。

「所有権の移転 」の割合については,日 本特許協会 の方が 日本情報処理開発センターのアンケー

ト結果 よりも若干少ないだけで,大 体同 じ傾向に ある。 べ

その他 秘密の漏洩,第 三 者の開発 したプ ログラムの公知,ど の ような方法 でプログラムを知 っ

たが,プ ログラムの入手 の容 易性,等 にっピては日本情報処理開発 センターの調査 も日本特許協 会

の調査 もほ とん ど同 じ傾向 をみせ ている。

今後のプログラム登録公示 制度 を考えて行 くうえで参考 となるのが,現 在 日本情報処理開発 セン

ターで行なわれてい るプ ログ ラム登録制度 と電算機 メー カのユーザ会 を中心 とした ライブラリー制度

の動 きであろ う。

ここでは引 きつづ きアンケー ト調査に基づ き日本情報処理 開発センターの 登録制度を中心 に論ずる。

表4-ISに ほ ぼ知 るべ きことがでている。 このア ンケー トに よれば,「 この制度 を知 っている」

と回答 してい るものが270件,「 知 らない 」とい う回答が505件 でほぼ相半ば して広る。調査

の対象や方法を深 く分析 していないので,は っきりは評論 で きないが,発 足後間 もない同 センター

の制度 としてはよ く知 られている といってもよい と考え られ る。

しかし,利 用 の点になると 「利用 した ことがある」が8件 に 対 し て,「 利用 したことがない」

が280件 でほ とん ど利 用 されていない状態である。

その理 由と して,同 表か ら数字 を捨 ってみ ると,「 使用 したいプログラムが登録されていない」

tO5件 と,「 その他 」.162件 とで75%を 占 めている。

これ以外の ものとして,「 流通 に役立 たない」が50件,「 登録手続 などが面倒で ある」が24

件,「 他に有効な流通手 段が ある」が25件,「 秘密保持に危惧 が ある」がt2件 となっている。.

「使用 したいプ ログラ ムが登録 され ていない」 との意見は使用 したいプログラムがあれば利用す

るとの意に もとれるが,そ の辺は推測 の他はない。

162件 の 「その他」 で備考欄の余 白に書 いてある意見 を拾 ってみる と次の とtoり で ある。

:㌶V,、 。/_5件
一156一
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○ 内容不明である。

○ 汎用性がない。

○ 互換性がない

○ 自社又は電算機 メーカのもので間に合 っている。

○ 自社開発の方針である。

○ 情報や資料が不足 している。

○ 登録側に恩恵がない。 ・.

O価 格が問題である。

○ 面倒である。

}10～t5件

}一

5件 以下

当
㌢

などがある。 しか し,大 多数の自答は白紙である。従って,こ れ らの中から推測すればプ㌍容不

明であるとの回答 と,一その他2,5の 意見以外 はやや否定的 な回答 と受け取れ る。

日本特許協会 のアンケー トでは 「日本情報処理開発 センターの登録制度 を知 っているか どうか」

の点 については日本 情報処理 開発 センターのア ンケー ト結果 と逆転 しているが▲その数は大体半 々

程度 であるので大 きなちが いはない。

表4一 ゴ1・ 日本情報処理 開発 センターのプログラム登録制度

'＼ 、

忙

'・ 配布先

.興.:'‥,
会 社

計 算

セン ター 、

!電 算 機

メ ー カ
諸団 体
、 噛

学 校
～'

官庁 政
府機 関 会 計

-

ζ の制度 を知 っている'∨

170 38 7 8 22

・

25 270件

この制度を知 らない 202 43 1 12 18 29 305件

こ の制度 を利用 した こと

がある。
2 2

ト0
0 2 2、 8件

之 の制度 を利用 した こと

が ない。
179 42 7 10 19 23 280件

利用したことがないとす
るとその理由は

流通に役立たない 19 5 0 2 2 2 50件

秘密保持に危惧がある 8 3
A

1 0 0 0 12件

登録手続などが面倒(あ る 15 61
!

1 0 5 1 24件

他に有効な流通手段がある 15 4 1 1 1 ,5

'
,

25件

便用 したいプログラムが

登録 されてい ない
64 17 4 3 7 10 105件 r

その他 112 18 5 5 8 16 †62件

st-∴r' 一157一
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4・5・5秘 密 保 持 と権 利 保 護

プ ログラムの流通 を促進ず るため の対策 として,プ ログラムの保護 の問題が ある。

これについて,ア ンケー トを調べ てみ ると,回 答総数577件 の うち,「 保護 すべ きで ある」 と

の回答が312件(55%)で 半数 を占めてい る。 「保護すべ きでない」が21件(5%強),で

非 常 に少ない。 「結論を出せ る時期では ない」がt99件(54%)で 比較 的多 く,「 わか らない」

が45件 となっている。(表4一 イ2参 照)

「結論 を出せ る時期ではない 」の理 由は確かでないが,上 記4つ の回答 に対す る理 由が ら推測す

れば 「妥 当な保護制度は現時点では実現不可能だ 」,「 保護する と計算機 の自由な使用が制限され
'

る」,「 プ ログラム問題につい ての世論 が熟 していない」などが これ に該当 しよう。

「プログラム自体 の性格が不明確 である」 とい うの も,部 分的には 「結論 が出せ る時期 ではない」.
、

の理由 となっている。

プ ログラムの保護問題 につい て,上 記4つ のア ンケー トの質問 に対す る理 由 として,10項 目を

掲げて回答 を求めているが,こ れを多い順に拾 ってみると次の ように なっている。

1

2

3

4

5

6

7

&

9

α1

「発 明 と同 じ知 的創作 なので,保 護すべ きである。」215件

「プログラム自体 の性格 が不 明確である。」129件

「妥 当な保護制度は現時 点では実現不可能である。」SO7件

「流通促進 に役立つか ら保護 すべ きである。 」tOO件

「保護 しなければ秘密 に してプ ログラム技術の発展 を阻害す る。」918件
寸

「プ ログ ラム問題 についての世論 が熟 していない。」38件

「保護すると計算機の 自由な使用が制限 される。」29件

「その他」22件

「もとも と保 護すべ き対 象ではない。 」16件

「現在保護 しな くて も充分流通が行宏われている。 」4件

これ らの理 由か らみて大勢 と しては保 護すべ きであるが,制 度や技術的方法 が難 しい ことを問題

としている。

「プログ ラムを保護すべ きか」g?.問 に対 し7(,日 本特許協会のアンケー トの結果 では 日本情報処
処ン ド ド

理開発 センターの アンケー ト結果 と大体符合 してお り,そ の理 由に ついて も大体同 じ傾向を示 して

い る。その中で 「保護 しなければ秘密 に してプ ログラム技術の発展 を阻害 する」 と 「プログラム自
.〆 丁

体の性格が不明確 であ る」 との順位 が若干入れ代 ってい る点が僅か なが らも違 っている程度である。

プログラムの保護,そ してその流通 は どうρ う方法 をと⇔た らよいかが,表4.-t・5VC掲 げ てあ

る。 この表 をみると,回 答総 数は446件 で あb,こ の うち,半 数 の221件(.50%)は 「著作

権相 当の保護方法 」が よい と考えてお り,127件(28%)が 「特許権相 当の保護方法」が よい

一158- .、.
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■

4

と回答 している。 この両項 目ともに,プ ログラムを権利 として保護 した方 がよい とい う主 張である。
グ ロ

と㌫ 騨欝 鷲 竃躍:㌶1㌫ll遍 撚 竺'i ・

一 の登録制度」の45件 とに わけて集計 され ている。

プログラムを権利 として保護で きない場合,登 録制度で もよいかどうかについては このアンケー

トか らは求め られ ない。

表4-12保 護 の当否.

一 配 布 先

項 目'∴".会'
'

社1 計 算
センター

:電 算 機

,メ ー カ

,

諸団体 学 校
へ

官 庁政
府 機 関

合 計

'

プ ログラムを保護すぺ1

き である
1871

)

54 6 12・ 27' 26 512件

〃 保護 すべ きでない' 15 1'ゴ 0 5 2 0 21件
'

、

結論の出せる時期ではない .、 136 26 ・2 6: 9 .20 199件

わ か らな い 52 2 0 5・
,

2 6 45件

メ

上記の理由. '

発明と同じ知的創作なの
で保護すべきである

1291 51、 5 8
、
24: 18

ノ

2り5件

r

流通 足進に役立二つから保護 62. 21
L

3 1; ・9
,

4 100件

すべきである

保護しなければ秘密にして」
プログラム技術の発展を阻

62'
-

15

'

2
シr5
.11 7 98件

告

害する,

現在保護しなくても充分流 、 2 1二 0 0 0 1 4件

通が行なわれている

、妥当な保護制度は現時点で' 75 1'5" 2 4 7 , 4 107件

は実現不可能だ 、

、

もともと保護すべき対象で

はない ・、

11 2 0 2 '
■

'

1
め噺㌃ 三 ・

0㌦

}

16件

保護すると計算機の自由な 211 4 1 1 1
"ゴ ・

29件

使用が制限される

プログラム自体刎生格が不 89 15 1 5『 4 15- 129件
沢'

匪確である '

プログラム問題についての1 27 , 6 0 0;
.'hw

5
、L㌢

2 . 58件
A

世論が熟している, 7
!

そ の 他 12 4 0 5. 0 5 22件
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表4--S5保 護 ・流通 の方法(良 否 の意見)

,配 布 先
項 目 会 社

・計 算

セ1ン ター

電 算 機

メ ー カ
諸 団 体 学 校 官庁政

府機関
合 計1r

特許権相 当の保護方法 78 2'2 5 4 15 7 127件

著作権相当の保護方法
,/'

『149
34 0 8 12 18 221件

:登録公紬 峻(案 示) 17 10

、

1 1 1 8 58件

日本情報処理開発センタ
ーの登録制度 29 5 1 0 4 6 45件

そ の 他 9 3 0 1 1 1 f5件

日本特許協 会と日本情報処理開発セ ンター とのア ンケー トのちがいの中で,回 答 にもっとも差異

が生 じているのが,「 保護流通 をはかる方法 」である。 日本情報処理 開発セ ンターのアンケー トで

は 「著作権相 当の保護方法」(50%)と 「特許権相当の保護方法 」(28%)が よいとい う意見

であったのに対L特 許協会のアンケー トではこれ らは各 々11%,17%に しかす ぎず,「 登録公

示制 度」程度 がよい と答えた ものが48%に 達 してい る。

この差異が生 じた理 由は明確 には判 らないが,調 査対 象のちがいか ら電算機担当者 と特許担 当者

の考 え方の相異が ここにでてきた もの と考え られ る。

表4-14は プ ログラムの権利 として強制的な法律上 の保護,す なわ ち,特 許 に関す るアンケー

トをま とめた ものである。

最初の設問は 「現行法 の もとでプログ ラムが特許の対象 にな ると考えるか」で.回 答総数は566

件 で あった。その中で 「考え る」 と回答 したのは僅 か15件 に しかす ぎない。 しか し,約 半数 に近

い259件(42%)が 「プログラムの種類 に よって特許の対象 になる」 と回答 している。 これに

対 して 「考えない 」は184件(52%)で あ り・ 「わか らない」 とい う回答 もこれに近い128

件(22%)と な っている。 おそらく,こ のアンケー トに対す る回答者は特許法 の専門家ではない

と思われ るが,一 般的 な意見 として受取 る必要がある。

そ こで問題 となるのが実際 に特許 を出願 した ことが あるかど うかである。 これについては 「した

こ とがある」 と回答 したのは,「 ない」 とい う回答504件 に較べ て比較 にならないほ ど少な く8

件 にすぎない。

その理由はア ンケー ト項 目になかったので判断す ることはで きない。 しか し,プ ログラムは他 の

特許 の対象 とちがって,特 許 と して認めるのがむつか しいのではないか とい う事実を裏書 きしてい

ると思われ る。

特許権 を認め る場合の特許請 求の範囲でぱ 特許 を出願 した ことのあるとい う回答の うち 「方法 」

が2件,「 方式」が4件,「 装置 」がt件 となっている。
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さらに,実 際に出願 したものに対する審査の結果にっいては,「 そのまま公告」が2件,「 補正

した結果の公告」斑 尾 「拒絶」が 禦 で興 ∵
.・ ・'/

そこで前述 したことと関連す るが,T特 許 法 を改正 して今 までの特許の対象 と若干 ちが う要素 を

もつプ・グラムを特許め対象 とすべ きか」 とい うア ンケー ト
.を求めた結果・回答総数5・9件 に対

して,「 考えない」が121件(40%),「 プ ログラムの種類に よっては特許の対象 とすべ きと

考 える」が137件(45%)に 達 している。後の15%は 「わか らない」が56件 で,「 考える」

が15件 と低い。

全般的に 「現行の もとで特許の対 象になると考えるか」 とい う設問の答 に近い回答傾向が得 られ

ている。 この設問 については 日本情報 処理開発 センターのアンケー トも,日 本特許協会 のそれ もほ

とん ど変 らない。・

「特許 出願の有無」については若干特許協会の方が多 く回答 しているが,大 勢 と しては同 じであ

る。 「特許請求範囲」や 「結果」 については表4-17の とbり であるが数が少ないので比較対象

にな らないo .'

また,「 特許法 を改正 してプ ログラムを特許の対象 とすべきと考えるか」の設問については大体

両アンケー トの結果 とも同 じで あ り,「 特許 の対象 とすぺ きとは考えない」とい うのが若干特許協

会の方 が 多 く 目立 つ程度 である。

◆
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表4-14 プ ログ ラムの特許 1

一ー一
、 一・.,一 配 布 先,

烈.,＼
会 社

」

計 算
センター

'電 算 機

メ ー カ
諸団体 学 校 官庁 政

府機 関

r

合 計 ;

現行の もとでプ ログラム
'

が特許の対象になると考
えるか ＼

考える 9 3 0 1 1

:

1 15件
,

考えないi ・111 35 5 5 φ 23 184件

プ ロ グ ラ ム の 種 類 に よ っ 』

て特許の対象になる
†65 55 3 7 16 15 ＼239件

、
`

わか らない
、

..80、 11 2 8 12 15 128件

ウ
r,・rレ' 、ρ 、●

"■ ・一、7・ ヤ 、 奄

特許出願 したことがある 5 2 1 0 o o 8件
「 魯 ㎡

〃 な い
w
524 73 7 20 37 43 504件

特許請求の範囲の形は

方 法 1 1 0 0 0 0 2件

方 式 5 1 0 0 0・ 0
'4件

装 置 1・ 0 0 0 0 0 ・1件

`' 、

`

審査結果は
ノ

そ の ま ま 公 告
'

0 1 1 0 0 0 2件

補正した結果の公告 1 0 0 0 0 0 2件

拒 絶 2 0 0 0-、 0 0 2件
.

「

特許法を改正してプログ
ラムを特許の対象 とすぺ

o

きか

考える
ー
10, 1 0 0 1 5 15件

考えない 74 16 4 5
・

7 15
-'

121件

.

プログラムの種類 に よっ

ては特許の対象 とすべ き

と考える

90 2.4、 1 5 1'0
「

7 1'57件

わか らない 23 5 0 2 5 5
∫

56件
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「

4・4登 録 公 示 制 度 に 対 す る 要 望.pt

日本 情報処理 開発 センターが通産省の付属機関である産業構造審議会 の依頼でま とめたナシ ョナ

ル ・イン フォメーシ 。ン ・システム中間報告書(所 謂NIs)に お いて提案 ざれた ものにプ ログラ

ムの登録公示制度が ある。

その内容は下記の とお りである。

電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム の 登 録 公 示 制 度 の 一 案

1・電子計算機のプログラムを作成 したものは,政 府に登録する。

2・ プログラムの内容は無審査 とし,無 制限に登録する。

なま㍉ 一定の有効期間を設ける

5登 録されたプログラムにっいて,政 府は概要と,そ の対価を発表する。(例 えばプログラム

公報の様な形とし 概要としては機能,使 用する機械言語等がわかる程度 と匂 又対価は登録

時点で 申請 させ る。

4.取 引 は当事者 間で行ltう 。

5.公 示 させた対価で原則 として誰にで も使用 させなければ 左らない。

&使 用 者が,そ のプログラムを登録者に無断 で第三者に知 らせた り,売 った りする ことを防止

す る措置を講ず る。

■

この制度の提案 に対するアンケー トの反応結果 をま とめたのが表4-15で あ る。

この制度 に対 する賛否につい て,回 答総数560件 中 「賛成」がt58件(29%),「 条件 村

吏成」が165件(29%)で,両 者 を合せ た 「賛成」の合計は32S件(ぎ58%)で あ る。 こ

しに対 して,反 対は僅か17件 で ある。

その他 は 「判断で きる時期ではない」が154件(28%)・ 「わか らltい 」 が6r煕1z別

で ある。

全般的 に判断すれば,こ の制度に賛意 を示 しているのが多い といえ よう。

それを裏書 きす るようた,「 登録公示制度が実施 されたとき,保 有プログラムを登録 ずるか山 と

、いう問 に対 して 「登録す る」が回答総数508件 中28t件(56%)と い う過半数 を上 廻わ った

数字がでている。 「登録 しない」は残b227件(44%)と な ってい る。

登録 しない場 合の理 由については回答総数250件 中,「 流通 には役立 ない」が85件(54%)'
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で もっとも多 く・ 「秘密保 持 に危惧がある」が62件(25%)で それ に次いでいる
。 との両者で

合計59%を 占めている。

さらに,「 その他」が54件(21%)で,残bは 「登録手続が面倒である」が29件
t.「 他 に

有効な流通手段がある」・が20件 と比較的少ない。

これは流通に何 らかの メリットのある ように仕向ける必要 があることと,秘 密の保持 に十分 な考"

慮 を払 うことの必要性 を物語 っている。't"

表4-15登 録 公示制度

へ .配 布先

囎 叉 … …
会 社 計 算

'ニヒン タ
ー ・

電 算 機
'メ ー カ .

諸団 体
三

学 校 、
P－ ■

'嚇,

'

官庁 政
府機 関
〉 噺 ■ ヂ 、

合 計

登録公示制度の意見は戴
、一

95 31 1 7 14「

埠-

io

、A,

158件
-

条件付賛成 105 23 3 6 10, 16

『^■ い.「 白、`

165件

反 対 ,t3 1
宍 .

1
,7r'`r9

0
-'ポ ρr.P ..,㌧

1 17件

、 、A,"

酬 出来る時期ではない 104 22 5 4 7 14 †54件

わ か ら ない 45 6 0 1 7 り1 68件

釜 松 示$腹 膜 施さ硫
とき保有プログラムを登録す
る

16fr" 61・ 4 1.1 2戊 23
1'rL

281件

登録しない 169 20 2 7 12 17 227件

登録しない場合その理由は
流通には役立たない

70 三5 0 5 0 9 85件

秘鞠 寺疏 疏 る　
イ、 ≠η5ヲ0'一 い7

1. 、..、0. 2、「.層, 2 62件

登録手続力面 倒である、. _.21 4 o 0 2 2 29件

他に有効な流通手段がある 12 2 0 3 り . 2 20件

柔 ρ 他 55 8 1 1 6 5 54件
'

A、'、
. P

プログラムの登録公示制度の意見につい℃ 日本情報処理開発センター6ア ンケー'トの結果 と日本

特許協奈め結果 とを比較 じて もジほとんど同じ傾向を示してお・り,た とえば登録公示制度が実施さ

れたとき,「 保有プログラムを登録するか」という設問の回答も大体同じである。

その理由も大勢的には両者とも変っていないが,特 許協会⑳方がi若干 「秘密保持に危惧を抱いて

いる。」意見が多いという程度である。 卵'

アンケートそはプログラム登録公示制度にういて数 々の設問をしながら,さ らに空白欄に具体的 .

な意見を求めていム 総合的にみて意見を寄せているのは少数だが,傾 聴に価するとともに,プ ログ

ラム登録公示制度に織込めるべき貴重な内容が数多 くみ られる。以下その主なものにづいて述べる。
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① 賛成論

賛成 の意見 は全体的 に多い。その中で も,「 プログラムの流通に便利で ある」,「 プ ログラムの

開発が促進され る」,あ るいは,「 プログラムの重複投資の回避になる」等が圧倒 的に多い。 これ

らは当然予想 され る賛成意見である。 しか し,数 の上では少ないが,「 特許法上の権利 としての保

護が技術的にむつか しいので,次 善策 としてプログラム登録公示制度に賛成す る」 とい う考え もあ

り,注 目され る。

② 反対論

総体的 に,反 対する意見 の数は少ないが,こ れ も予 想された ように対価 の問題 と秘密保護の問題

とがあげ られてい る。 これ らも含 めて反対論 の中を大 き く二つに分ける ことがで きる。一 つは プロ

グラム登録公示制度 より特許権で保護すべ きである とい う考え,他 はプログラム登録公示制度その

ものに反対の意見 をもっている もので ある。

この反対意見 の中には上にあげた対価 と秘密保護 とに関 しての反対 と,保 護 自体が意味 がない と

い う意見,ま た,政 府 の介入に対 する反対や独 占権 を認むべ きだ という反対 などいろい ろな意見 が

僅かなが ら散見 され る。その他に登録公示制度 に登録公示す るプログラムのレベルの低 さに対 する

反対意見 もある。

◎ 時期伺早論

時期尚早論 は反対論 より数の うえでは多いが,そ の内容 と しては 「機が熟 していない」 とい う抽

象的な ものか ら,具 体的に制度の うえで考慮 しなければ ならない もの もある。

それ らには制度 に関す るものと して,内 容の具体性 や運用に対す る疑問か ら時期 尚早を唱える も

の,ま た,プ ログラムの定義やその汎用性 が不明確で あることか ら時期 尚早論 を唱え るものがあ る。

さらに,有 効期間や公示方法,利 用方法 など技術面の問題 か ら時期尚早を唱え るものもある。 この

ような時期 尚早論 は数はそれほ ど多 くないが考慮す る点であろう。

④ 条件 付賛成

数 の上では賛成論,時 期 尚早論,反 対論 よりもはるかに多 くの意見が寄せ られている。例えば条

件 だけ を述べ る と次の ようなものがある。

秘密の保護,対 価算 出基準の明確化,プ ログラム概 念の明確化,登 録者 の意 向尊重 な どが条件 と

して多 くあげ られ ている。

その他 の条件 に汎用 性のあるプログラムだけに限定す ること,登 録は審査 を行 なった うえで認 め

るべ きだ とい うこと,利 用者が簡単 に内容 を判断 できる処置 を考えてお くこと,内 容の保証 体制 を

確立 す るこ と,対 価 などの交渉の不調時の対策 をた てること,有 効期限を限定する ことなどの条件

をあげている。

これ らはプ ログラム登録公示制度 に反映すべ き有益な意 見で あると考え られる。
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プログラムの登録制度 に直接関係はないが,参 考 となる資料 と して表4-16の プ ログラムの紹

介のアンケー トが ある。

日本情報処理 開発 センターでは登録制度の布石 として最近 この種の ものを集収 して,公 表 した。

上記紹介集 の必要性 にっいて,ア ンケー トの結果は以下 の とお りであ る。

「紹介集 を必要 とす る」 との回答は回答総数565件 中505件 で ほぼ90%に 近 い。 これは必

ず しも流通の必要性か らでた ものではなく,他 への研究意欲の現 われかも知 れないが,一 応必要性

を大部分が認め ていることがわかる。さ らに,積 極的に 「紹介集 に保有 プログラムを紹介す るか」

のアンケー トに対 しては,回 答総数555件 中,「 紹介 する」が565件(68%),で,「 紹 介

しない」が残 りの172件(52%)で あ った。理 由は ともか くとして,一 応,3分 の2の 回答者

が積極的 に提 供す る意思 を示 してい る点に注 目したい。

表4-16プ ログ ラム紹介

項 目 配布先 会 社
計 算
センター

電 算 機

メ ー カ
諸団体 学 校

官庁政
府機関

合 計

紹介集を必要 とする 3.16 80 6 18 36 47 505件

〃 必要 と しない 45 2 5 5 5 4 62件

紹介集に保有プログラム
を紹介する

212 70 3 13 30 55 563件

"紹 介 しない 155 9 0 7 7 14 172件

紹介する目的 宣伝活動

営業活動に利用する
55 40 5 1 3 0 82件

広 く利用者に保有プログ
ラムを提供する

95 25 0 8 21 21 168件

広 く一般 に貴社 のプログ
ラムを周知 させ る

42 23 1 3 7 10 86件

そ の 他 46 4 1 1 1 5 58件
1

・紹介す る目的にっいては
,回 答総数594件 中,「 広 く利用者に保 有プログラムを提供する」が

168件(45%),「 広 く一般 に貴社のプログラムを周知 させ る」が86件(22%),「 宣 伝活

動 ・営業活動 に利用 する」が82件(21%),「 そ の他」が58件(a4%)と な っている。大

部分がPRの 意 向を潜めている。 しか し,こ うい う紹介 集が契機 となづてソフ トウェアの流通が促

進 され て行 くもの と思われ る。その論拠はプ ログラムへの投資が次第に大 きくな り,そ れ をつ くり

出す コス トが取引に よる購入価格 より高い時期がや ってくるのではないか と考え られるか らである。
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表4-17

電 子 計 算 機 プ ロ グ ラ ム の 保 護 問 題 の ア ン ケ ー ト

;

ア1

ン

ケ

1'

ト1

項

目'会

社

名1

回

答

数

比

率

1プ ログラム

の保 護

1
皿 電 子 計 算 機 の プ ロ グ ラ ム に 関

.

関 心 の

有 無

.

1.

計 算 機

利 用 状 況

.

2.
自社叉は
社外,計
算機の使
用有無

&

プ ログラムの調達方法

1 2 1 2 1 2 1 2 5 4 5 6 7 8

鍵

付

巻

窪
付
数
に
対
す

邑

(

有

)

写

す

ご

利

用

荊
用
し

こ
な

ヒ

官

芭

⑪

芭

二

1

ド

メ

膓
よ

り

無

磐

二

1

ド

{
カ

よ

り

有

望

会

ト

イ
カ

琶

㌻

《

え

《

之

垂

宿

2
業
に
委

託

宿

†
ザ
と
共
同
開

き

宿

〒
ザ

よ

り

譲

8

官
社
開

芭

全 体 (299)222 742%

201 20 210 12 190 53 165 10 51 27 9 13 15 186

go膓 90% 944 54% 865% 258%

電 気

)ヒ

(83)
64

　

7ス1%

60 4 59 5 57 13 48 5 17 15 5 8 6 52

932 65 922 83 891 2〔L5

機 械 (69)54 7a2%

49 5 52 2 59 12 58 5 14 3 3 1 1 45

9㍗ 93、 962 57 722 205

化 学 (142)1;2 71.8%
90 11 97 5 92 27' 77'2 20 11 2 4 6 87

8陽 1α8 950 49 9α2 265

商 社 (5)2 40%
2 0 2 0 2 1 2 0 0 0 1 0 0 2

慨 100 100 50

100億 以 上 68

64 4 68 0 68 19 59 7 20 寸4 5 8 7 67

50億 ～100億 来 37

35 1 58 0 31 8 29 0 11 1 1 3 5 る

10億 ～50億 未

φ

93
,82 10

'

88 5 82 20 66 2 18

、

11

'

1 2 5 75

10億 未 満 24

"
26 ; 17`' 7「

?
6 11 1 2 1 4 0 0 11

'

一1 ,48一
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昭和44年10月15日

出所:日 本特許協会 ソフ トウェア研究会
集計表

況理るす

千、
「

類◎種鋤の力勒は給供に外社で独騨弘鰺9プ

19

(
そ

の

他
〉

21

12

2

7

0

11

1

9

0

18

(
交
換、

連
絡
業
務)

2

2

0

0

0

2

0

0

0

17

(
株
式
管
理
)

5

5

0

0

0

3

0

0

0

16

(
顧
客
管
理
)

5

2

0

1

0

5

0

0

0

15

(
財
務
管
理
)

4

4

0

0

0

4

0

0

0

14

(資

金
計
画
)

2

2

0

0

0

2

0

ぴ
`
、

0

15

(
給
与
計
算)

3

5

0
'

0

0

3

0

0

0

12

(
人
事
管
理
)

2

2

0

0

0

2

0

0

0

11

(技

術
情
報
管
理
)

5

5

0

0

0

3

1

0

0

10

(研

究
開
発)

14

7

4

3

0

10

1

5

0

9

(設

計)

16

7

8

1

0
「

10

'
41

5

'

0

8

(輸

送
管
理
)

2

2

0

0

0

2

0

0

0

7

(製

、

商
品
在
庫
管
理
)

4

5

0

1

0

5

1

0

0

6

(
販
売
管
理
)

3

2

0

1

0

2

1

0

0

5

(生

産
管
理
)

4

4

0

0

0

4

0

0

0

4

(購

買
管
理
)

5

5

0

0

0

3

0

0

0

5

(
広
報
宣
伝
)

1

1

0

0

0

1

0

0

0

2

需
要
予
測
)

5

3

0

0

0

5

0

0

0

1

(全

社
的
経
営
計
画)

3

5

0

0

0

5

0

0

0

議醸
2

(

無

)

価

44

44

85

2

49

55

76

17

1

(

有

)

27

16

9

15

0

22

4

12

0

パ

由し理給いス供な

4

(

そ
.

め
」

他
)

11

2

3

5

1

5

3

5

0

5

(
正
当
な
対
価期

待
出
来
な
い)

26

9

4

12

1

9

11

6

0

2

(第

三
者
へ
譲
渡
さ
れ
る
か
ら)

9

f

1

ア

0

5

5

5

0

1

(
秘
密
が
知
ら
れ
る
か
ら)

60

12

14

弘

0

23

16

21

0

し
が
な
由給い来理6供た出い

3

(
そ

の

他
)

18

5

3

11

1

6

・2

9

1

2

(周

知
方
法
な
し
)

18

6

5

9

0

9

1

7

つ

1

(相

手
が
見
つ
か
ら
な
い
)

11

4

3

4

0

2

4

5

0

外

給5社供

2

(
な

し
)

70

18

17

54

1

23

18

田

1

1

(意

志

あ

り
)

57

19

17

21

0

25

.

7

20

5

灘
羅 2
(

し

て
い

な

い
)

98

30

21

46

1

18

14

46

20

1

(保

有)

榔

55

35

54

1

51

24

45

3

.
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ア

ン

㌫

ケ

1

1〔1・

供 給 した,受 け

た場 合 の 条件

11.プ
ログラム

の秘密
が漏れ
た事の

有無

12.
プログ

ラムの
暗号の
㎞

15第

輸
たプロ
グラムに
ついて

14

ど の様な方法 で

プ ログ ラムの存

在 を知 ったか

15.

競

の プロ

グラム

の入手

ロクラム ロクラム

鞠 …
ってい
るか

16プ1ス プ

鞠
無

会 ト
1 2 2 5 5 1 2 1 2 1 2 1 2 3 4 5 1 2 1 2 1 2

社 項 所
1

1

|

2

1

.1

1

2 ■宴■完蓉
パ'

容

1ぐ'

日 夕 薪寧㌻宅蓉宙知知 莉
メぐ
利

目

名

有
権
の
移

撃

禽
用の
権再
の使
場用

古
用の
麟
の使
醐

,霧
'密

条

色

秘
密
条
件
と

色ヒ邑ご

易
に
知
り
得
る

易
に
知
り
得
な

本の
情登
報録
処制
理度,
開

聞

き

会
発

壼

1

カ

か

邑

の

色

易
に

入
手
出
来

来
な

と

つ

て

い

邑

ら
な

ご

吊
し

を

用
し
な

ど

合認 翻 し ) い 発 る
第め 第め な

)

セ
メ

)
ハ

三 る 三な い ン

'

)
) )

)

全 体
7 17 51 44 21 4 202 15 194 15 198 8 78 56 160 59 り5 165 120 101 0 11ε

※

〆

電 気
1 ブ 14 14 21 4 55 5 55 6 54 4 21 20 45 12 2 45 53 3C 0 34

撒 〔1
1

・

機 械
1 5 17 12 6 0 50 1 5† 5 50 1 20 15 40 7 4 37 25 29 0 26

'

'

化 学
5 5 26 18 12 0 95 9 86 5 95 5 36 23 73 20 7 79 60 41 0 56

0 0 、0 0 0 0 2 0 2 1 1 0 1 0 2 0 0 2 2 〔 0 2『

商 社 .

,

1 5 25 22 6 3 69 1 65 6 63 3 52 27 60 15 1 59 41 25 0 45
100億 以 上

.'馳 一,.プ ・ 一 、, ・

3 5 8 6 5 0 45 5 54 2 35 5 15 8 50 8 3 28 24 15 0 21
50億 ～fOO億 未

1 8 25 16 9 1 72 9 81 4 85 2 50 20 60 17 9 64 48 45 0 46
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皿1電 子 計 算 機 の プ ログ ラム の取扱 に つい て

・ ∴ 記',一.‥ 、.・ ・,、 ・.

18

登録制度を利用し

た事の左い理由

1.
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|
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、 戸

2.

良
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、 、.
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5プ ロ グ ラ ム 登 録 公 示 制 度 の 新 し い 在 り方

5・1'プ ロ グ ラ ム 登 録 公 示 制 度 の 目 的:i.

プログラムの流通機構を整備することによって得られる経済的,技 術的利得についてはすでに述

べたとおりであるが,'こ こでプログラム登録公示制度の新 しい在り方とい う観点から,さ らに詳細

に検討を加えてみるこ とに しょう。

① 重複投資による経済 的損失の回避

工業製品 などの品質や単価 は 自由競争原理 にようて改善されることが 多いが、半面,国 家的,全

体的見地か ら考え ると,重 複投 資に よる経済的損失は莫大左ものが ある。

電子計算機の プログラム開発 の場合 に も,こ のような重複投資の問題が もちろん起 って くるわけ

で ある。

た と〉 ぱ,昭 和44年 度 の日本情報処理開発センターがとりまとめた 「プ』グラム登録集 」に登

録 され ているプ ログラムをみて も,比 較 的に汎用性のある と思われる ライブラリー ・プログラムに

は内容がほぼ同一 と見 られる プログラムが 多数登録されている。

また,ア プ リケーシBン ・プログラ
,ムをみて も,フ1ロ グラム内容の秘密保持 の問題か ら,内 容に

つい て詳細 な比較はで きに くいが,多 くの共通要 素が見受け られ る。 したが って,こ れらの共通要

素 をモジ 〔一 ル化 し,そ れに よって相互利用ρ道が開かれ るな らば,と れ らの プログラムの開発は

更に安価 にな り,迅 速化 され る ことが期待 され る。

② プログラム相互利 用に よる所要時間の短縮

電子計算機 のソフ トウエア,特 にアプ リケー シ ョン ・プログラムのソフ トウエア等の開発が バー

…

ドウエアの開発に比べて遅れるという事は,し ばしば経験されることであるカ㍉ 仮に電算機メーカ,

あるいはユーザに十分な開発能力がある場合でも,他 の既成プログラムを安価に,か つ迅速に使用

できるならば,電 子計算機の利用効率を高め,高 度利用を促進することができるであろう。

また,時 間的制約から,自 力で開発するのでは間に合わない場合にも,適 当な流通機構を通 じて

必要なプロンラムが供給されるならば,そ の利益は大きなものがあろう5

③ 優秀なプログラム利用による計算機利用の効率化

同一の機能を果たすために,作 成されたプログラムが複数個開発されている場合でも,そ れちの

処理能力等を比較 してみると,か なり大巾な差異.優 劣があることは否めない事実である。'

しかしながら,ユ ーザの立場から考えると,そ れ らの中から優秀なものを適当な価格で入手する

ことができるならば,そ の計算機利用の効率化は大きなものになるであろ う。

④ プログラムの商品としての地位の確立

従 来 電醐 のソ・ トウエアは・一 ドウエアに付随するもの・ ある醐 ・・一 ドウエァ価格の中に

陰に含 まれている ものとい う考 え方が多か ったが,ソ フ トウエアの価格 分離制度を契機 として,こ

の考え方は大巾 な変革を しよ うとしている。
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すなわ ち,プ ログラムを登 録 し,そ の登録 したプログラムを公示する とい うことは,プ ログラム

'に対 して
,一 つの独立 した地位 を賦与するとい うことで あり,こ れ は逆 にプログラムの無断使用や

盗用を防止する方策に も左 りうるであろ う。

また,こ の地位 の確立 により,'い わ ゆるプロプライテ ィ・プログ ラムの開発 が促進 され.そ れ に

ょって得 られる電算 機 産 業 の 利 益 は か在 り大 きな もの となる ことが子想 され'る。

⑤ 開発の遅れている プログ ラムに対 する重点的 な国家投 資 ・

プログ ラム登録公示 制度 に登 録された プログラムの利 用状況や,あ るいは当制 度の実際 の運営過

程 を通 して,プ ログラム の供給 者側,利 用 者側 の両面から見 た プログラム開発の問題点 が明確化さ

れ,そ れに よって開発 の遅れているプログラム分野に対する重点的 左開発投資が なされることにな

ろう。 また国家 的な見地かち プログラム開発を経済的に援助す る場合 に も,一 つの目安 となるであ

ろ う。
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5・2プ ロ グ ラ ム登 録 公 示 制 度 の 問 題 点'}

このプログラム登録公示制度がその目的を十分に達成 し,且 つ永続性のあるものにするためには,

それに関連する個々の利益を守る必要がある。

特にプログラムを提供することによって提供者が十分な受益を期待できるものとしなければなら

ないし,・利用するものの利益 も十分に享受でき,,さ らに登録公示制度を推進する国家的利益 も何等

かの形で達成するものでなければならない。

プログラム提供老側の受益は対価 の受理による直接的利益のほかに,提 供者のプログラム開発能

九 開発状況を示すことによってt特 に電算機メーカやソフ.トウエア会社の場合にはツ フトウエア

の総合能力をPRす ることも利益となるであろう。これらの企業ではこのPR効 果を大いに期待し

ている向きさえある。しかしながら,こ の効果は提供者のためにある程度は必要性を認めなければ

ならないが,PRの 場として余りに もこの効果を表面化 していくことは,こ の登録公示制度が公的 ,

性格をもつことから考えると必ず しも好ましい亡ととはいえないであろう。

従って,こ ういつた問題 も含めて,各 方面の立場を調整するとともに,そ れをどの ように制度に

織込んでい くか,あ るいは,制 度に どん左ものが織込めるかを検討しておく必要がある。以下.'こ

の登録公示制度に織込むべ き事項をあげてみ よう。

(∋ 提供者側の要請

提供者側で起 る問題の中で.登 録公示制度に織込むべきものとしては次のようなものがあげ られ,

る。 、

提供者のプログ7ム を保護することによって得られる利益については大別すると2種 類ある。一

つは経済的利益であb's－ つは法律的利益である。っまb,経 済的利益とは,対 価による利益とP

Rに よる利益であり,・法律的利益 とは秘密の保護である。最少限何等かの形で.こ れちの利益が得

られるよう制度に織込む必要がある。

プログラムの売買が実行されたとしても,企 業内における電子計算機部門の利益貢献として正当

に評価されない ところでは,登 録に積極的には参加しないであろう。事実大多数の企業ではそ うい

う扱いをされているし,.むしろ,秘 密保護の立場からみれば,提 供を渋る傾向さえ感 じられる。

蕪 ・の問題劇 する鰭 策を制度の中に直罐 込むことは不可能であろう.い訪 うな対策を

行なっているうちに,自 然発生的に流通の機運が生れ,正 当に企業が評価するようになることを待,

たなければならないと考える。しか し,プ ログラム登録公示制度の発展を促進すれば、その速度が
1'早
まる こと も可能で ある。

対価 に関連す る もう一つ の問題は,対 価 の決定を どうした らよいか とい うことである。,

実際,こ れはむつか しい問題で,対 価の決定 自体 も大変 であるが,そ れ にプログラム登録公示制

度 と して,'ど の程度介 入 した らよいかという問題 もある。 ,

結 局,対 価 の決定は当事者間に任 せるとい った形 式の ものが制度 の中に織込まれ る・ことになるで
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あろうが,そ の場合でも紛争防止のため;公 示制度が若干介入せざるをえないことも考えられる。

とくに.流 通 の促進を図るためには制度として何 らかの標準価格例,あ るいは参考価格初等を示し

て,そ のうえでの当事者間の交渉に委ねるとい う方式を取り入れる必要があるだろう。

ご方,法 律的利益の問題である秘密保護のうち・特許権のような法律による保護はここでは述べ

ないが,制 度として保護する問題は十分取 り入れなければならない。

例えば,供 給 したプログラムの保護に関連して,制 度運営者が職務上,知 りえた知識の外部漏洩

防止義務 の制度化て,こ の中では提供者欄に個人名をのせることなども考慮 しなければ左らない。

これは引抜 きに悪用される恐れがあるからである。

あるいはまた,契 約引合時に,詳 細な内容を聞き,そ のアイディアを取得 した後で,契 約を締結

せずに,独 自に改良したプログラムをつくり使用している場合左ど,』これ らに対する事前の子防策

を制度のうえで考えておかなければならない。.これ らの防止のために当制度が どの程度介入できる

かは疑問であるが,契 約の交渉のパターン位は示す必要があろう。わが国の商慣習ではノウ・ハウ

について軽 く考えるため特にこの問題を解決する ことが必要である。 、

供給したプログラムの保護に関連 して,受 給者側が独 自に改良した場合の報告義務,無 償再供給,

改良と新規 との判定の基準などについて十分な取決 めを行ない,そのための制度の規定を作る必要が

あろうb

(2)受 給者側 の要請

受給老側で起る問題のうちで,制 度の中に織込むべき問題 として次のようなものがある。

受給者側として最も必要なことは,プ ログラムが どういう機能をもっているのか,あ るいはその

プログラムが所定の働きを実行でき'るのか,す なわち,公 示内容だけで要求するソフトウエアかど

うか的確に判断を下すことができるかといった問題である。まして,機 種や言語上の互換性の問題

もあり・通常の商品取引と若醜 きを異にしているだけ熔 励 ことではない・ しか も,大 規模な

開発活動の結果,得 られた プログラムは高価であろうし,そ の買入れの判断をするためには,さ ら

に詳 しい内容を知 らなければならない。相当詳細な質問に対する答や ピン下を得てしまえば買わな

くて も自社で開発をすすめることが可能となって しまう。これは当事者に任せる問題でもあるが,

制度の上では.ど の程度の精密さを登録公示制度に織込んだらよいか という問題である。

当面は現在の登録制度程度の内容で,備 考欄で若干補足する位が精一杯かと思われる。供給者側

でさらに問 題 な のは.実 際のプログラムのテス トをどうするか,あ るいは一部修正を行なえば使

えるという場合にそれをどう取扱うか,プ ログラムは必要でないがもう少しくわしく知 りたいとき

.はどうしたらよいか,そ の対価はどうするかなどがある。

さらに,プ ログラムが使用不能にむち入ったときの損害はどうするのか,そ の場合当事者間の錯

誤などがあったらどうするのか,そ の価格を決める基準をどこにおくかなどがある。

プログラムである以上,完 全に機能を果す場合ばかりでなく,誤 ったロジタクによって大 きな損
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害をうける可能性 も考えられるので,と くに流通を円滑に行なうためには,こ れに対する対応策を

制度運営の中で考えておかなければならない。

(5)プ ログラム登録公示制度の運営機関に対する要請

プログラム登録公示制度の運営機関についての問題点と登録公示制度に織込むべき内容について

は次のようなものがある。その第一はプログラム登録公示制度の発展,促 進に関するもの,第2は

登録公示上の技術的問題に関するもの,第3に は同制度の運営上の問題に関するものである・

第1の プログラム登録公示制度の発展t'促進に関するもの として,国 家の援助や指導をどのように

行なうべきかという問題がある。

これには,国 家機関がプログラム登録公示制度を実施する場合,運 営方針が予算,規 模,構 成な

どの制約条件によつて,大 きく変って くると思われるので,こ れらの条件の具体的な提示を待たな

げればならない。'・

そのため・プログラム登録公示制度上の問題点や要請事項を常時 何等かの形で主管官庁に伝達

し,相 互の理解の上でそれを行政の施策上に活かして行 くことが必要 となろう。

同 じく,第1の 項目に属する問題として,プ ログラムの需要動向調査がある。提供者側が利用者

側から真に要求されるプログラムを登録できるように流通市場における動向を調査しその需要がど

の位あるのか,現 在 プログラムの利用上 あるいは開発上においてどんな問題点があるのか,ま た

どんな形にすればプログラム登録公示制度の発展に都合がよいかなどといった内容 のアンケー ト調

査を行なうべきである。'

この動向調査を運営 していく機構をプログラム登録公示制度の機構と別にするかは疑問であるが,

そういう調査を毎年一定時期に行 なう必要性がある。

さらに,登 録のあったプログラム,お よび登録制度その ものを業界機関紙や新聞などに掲載 して,

広告宣伝などのPRを 積極的に行 なう必要がある。単なるPRで はなく,量 的にも質的にも権威の

あるものは高めて行かなければならない。それは制度の中でどの ように織込んで行ったらよいのか

を考えなければならない。

第2の プログラム登録公示上の技術的問題に関するものとしては,例 えばプログラムをどういっ

た内容の形式で,誰 がその内容を検討して分類するのか,あ るいは十分なマニュアルは準備してい

ないが,プ ログラムの提供は してもよいという場合でも登録を受け入れるべきものか,ま た登録の

有効期間はどの位で,ど のような形で打切るのか等の問題がある。これら元関する対策は制度に織

込んでおく必要がある。

また,「 登録集は開発先を区分する意味で電算機メーカ,ソ フトウエア会社のものと,ユ ーザ側

のものとを区別 した方がよい 」とか,「 電算機メーカ,ソ フトウエア会社側か らの登録のあったプ

ログラムに対 しては登録料を徴収すべきである 」といった意見 も見受けられるので
,プ ログラムの

流通を業務としているものに対する措置を考えておかなければならない。それと同時に各メーカの

一159-・;
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宣伝機関的なイメージにおち入ることのないような子防策を盛込む必要がある。

第3の 制度運営上の問題について織込むべきものに次のようなものが ある。プログラム登録公示

制度の中枢主体がどこであるにせよ,今 後とも登録制度を進めて行 くならば,営 業的に成立つよう

な企業的母体をもった運営方針をたてるべきである。

そのため,プ ログラム斡旋業的な営業活動を行なって採算ベースにもって行 くことを考えるべき

であるとの意見 もある。

営利団体としての性格 とするか,あ るいは公共的な性格とするかは問題として残るだけに,営 利

的にどの程度まで制度として織込んだらよいか問題となる。流通を高めようとすれば,い つれにせ

よ,調 査費・運営費や審査制度の委員謝金などには相当費用がかかると思われるので,そ の事業費

をいかに確保するかを解明しておかなければならないq

もう一つ考えてお くべきことに審査制度がある。 これには委員会の構成と人選とが問題になると

同時に,推 薦された人が委員を快 く承諾 して くれるか どうか。権威ある人達は忙しい人が多いため,

委員会に常時出席できるかどうか疑問である。 もし.人 的な面での確保が不可能ならば,・別途のど

のような方策をとったらよいか,そ れを制度のうえで明確化してお く必要が あるδ

ρ七

1
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5・3登 録 プ ロ グ ラ ム の 意 義

プログラム登録公示 制度として具備すべ き条件はお よそ次 のような項 目である。'

(t)電 子計 算機 プログ ラムとして既に作成ず みで あb,当 該 プログラムの目的 とす る機能が十 分そ

なえ られてい ることが確認されてい るもの。従 って単なる構想,.ア イ デ ィア等に留まる ものは本

制度の登録の対 象には ならない。

(2)プ ロ グラムの内容を示す説 明書(マ 昌 ユアル,ド キ ェメン5等)は 必ず しも完備 されている必

要はない。

(5)既 に登録 され ている プログラム,あ るいは登録 されていな くとも他の登録 されてい るプログラ

ムと非常 に類似性 の強い ものは登録できない。

(4)プ ロ グラムの内容 あるいは構 想に他 のプ ログラムか ら盗用が あると思われ るものは登録 で きな

いo

(5)登 録す る プログラムの有す る内容を超えた広汎 な内容 を掲げ てプログラム登録 の内容 とする こ

とはできない。すなわち「本 プログラムを拡張する ことによりこれこれのプログラム も作成可能

である 」とい う表現は限度が ある ものとす る。

(6)プ ログラムの利用者に対す る提供条件は登録 者に よって制限することがで きるもの とする。

(7)提 供 され るプログラムの媒体についてはs.・一 般的にその目的を果せる ものであれば よい。

竃
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5・4登 録 プ ロ グ ラ ム の 分 類

登録された プログラムは次のいずれか に分類 される もの とし,登 録 番号(登 録プログ ラム・コー

ド)が 与 え.られ る。

(1)シ ス テム ・プログラム

計算機 を効率 良 く運 用す るために準備 された プログ ラム

(2)ラ イブ ラリー ・プログラム

汎用性 のある手法,数 式の解法な どのルー チン ・プログラム

(5)標 準 ア プリケー シ ョン ・プログラム

特定の業務 を対 象に して作成 した プログ ラムで あるが,あ る程度の汎用性 を有する もの。

④ カス トマズ ・ア プリケー シ ョン ・プログラム

特定の業務 を対 象に作成 した プ『グラムで,あ る特定 の業種に しか使 えない もの。
噛勺

、

1
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5・5公 示 方 法 と 有 効 期 間

(1)プ ログラム登録集め発行

登録されたプログラムはその内容によって分類され,プ ログラム登録集として年S回 発行する。

ただし年度途中に登録されたプログラムは上記登録集の補遺として三ケ月毎に追補する。プログラ

ム登録集は プログラム登録者に対しては当該プログラムの掲載 されている分冊を無料で配布する。

また制度を通じて プログラムの提供を希望する受給者その他には実費販売する。

(2)登 録プログラムの有効期間

登録されたプログラムは登録集に掲載することによって公示され,プ ログラム登録集に掲載され

た後一ケ年間を登録有効期間とする。更に登録の延長を希望するときはその旨を事務局に申し出て

再登録の形をとる.再 登録 を行なわない場合は,そ のプログラムは登録からはずされるものとする。

/

,

ξ
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5・6運 営 上 予 想 さ れ る 問 題 点

(1)対 価の標準化

既に述べた様に,プ ログラム作成段階か ら他に販売することを目的として開発 した場合を除いて,

特にユーザの開発 したプログラムを他に提供する場合には正当なる対価をいかに して決定するか,

またそ の基準をどこに求めるかは難しい問題である。換言すれば,こ の対価を算定すべき原価計算

の方式が推定されていない。プログラムの流通が この対価による金銭決済を前提としている以上

少なくともプログラムの内容に見合 った対価の上限値を標準化するような機関が必要であろう。

(2)プ ログラム提供者と受給者の間の問題

プログラム受給希望者が本登録公示制度によリプログラム登録者からプログラムの供給をうける

ときの提供条件は当事者同志が取 りきめることであるが,プ ログラム秘密保護の問題等の トラブル

が生 じた場合,本 登録公示制度の運用担当者としても全 くこの問題に関知しないことはできなくな

ろ う。 しかしなが ら,特 にプログラム保護 に関して,こ れを従来の特許法,著 作権法の拡張解釈,

あるいは新たな立法措置をつ くるか等についての結論が出されていない現状では,法 的措置によっ

てこの問題を解決することは難しいであろう。従って本登録公示制度の運営上,プ ログラム保護問

題が重大な問題になり,早 急な解決が望まれる。

1
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5・7登 録 プ ロ グ ラ ム の 審 議 の 問 題

ケログ垣 登厳 行勧 齢 鴫 その・;・グパ の内容についてプ・グラ確 査委員会の審議

を受けることに左るが,次 のような問題が生ずることが子想される。

ω 登録プログラムの内容は登録用紙に指定された形式で記入させるが,こ の記入事項だけでプロ

グラムの詳細 な内容が十分検討できるか どうか。更に検討のための追加資料を求めた場合,プ ログ

ラムの秘密の問題にふれることはないか。

② 登録プログラムはその内容が多岐にわたるため,果 してプログラムの真価を正当に,か っ客観

的に審査できるかどうか。 また複数個のプログラムが登録されようとしているとき,そ のオ リジナ

リティの有無を偏見なく正当に評価できるか どうカ}。 、

(5)プ ログラム審査の担当者は十 分な知識と客観的な能力を要求されるがそのような評価能力を永,

続的に確保できるかどうか。またこのための審査料を供給で きる十分な財源が確保できるかどうか。

以上のような問題を考えるとき,プ ログラム審査をその内容についてあまり厳重には検討せず,

むしろ必要最少限の資料があれば,こ れを事務的に処理検討して登録させた方が より現状に則 した

行 き方であろうとする意見も多い。 この考え方では,プ ログラム審査を特定な閉鎖的な審査委員会

の決定にまかせず,本 制度を通 じてどの程度の流通があったかの統計的実績によって利用者の側で

きめるべきであるということになる。

(4)プ ログラム登録権の保有者である個人,事 業体のいずれを認可するも,委 員会は一切関与しな

ho

(5)さ らにプログラム登録者と利用者の間で次のような規則をとりきめたらどうか

a.プ ログラム{り利用方法.対 価,メ ンテナンス,セ キaリ ティな どの問題 はすべて両者間で取

bき め るo

b.プ ロ グラム登録 者は利用 者を限定,あ るいは提供条件 を限定す るこ とがで きる。

c・ プログ ラムの登録 者,利 用者は 日本 国民 に限る。

●

●

4

一165一



5・8各 委 員 会 お よ び 事 務 局 の 構 成

ω プログラム登録審査委員会,

委員長および各分科会幹 事より構成する。

プログラム登録審査分科会はプログラムの分野別に設置し,プ ログラム内容の個別審査を行なう

ものとする。プログラム利用審査会および同分科会は上記の委員会および分科会 と同一構成とする。

プログラム提供者(登 録者)一 一 〉所属する事業体 登録事務局窓ロー→

返
却(理 由書)

返
却

→ プログラム登録審査委員会 ← 一各分科審査委員会一
(事 務局)(主 として分類作業)(事 務局)

→ 受 理
、

→ プ ログラム登録 〉 プ ログラム登録の公示

〒一 登録者
一 ㎜一 ーー一 一〉利用者

t'↓

登録 プログラム ・ファイル

のメンテナンス

(事 務 局)

oプ ログラム利用

利用者
会員

非会員[遅 日

プログラム利用審査委員会

↓/
同分科会

●

プログラム利用詳細申請

一 当該プログラム

登録者に連絡

→

ぺ

→

利用者(利 用報告)

》
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(2)事 務局の職務

O

O

O

O

O

O

プログラム登録の申込受理

利用申込の受理

プ ログラム登録 集の発行

プログラム分類作業

プログラム登録 フ ァイルのメンテナンス

各 委員会 および分科会 の補佐

〉
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